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北川村の人口・世帯数北川村の人口・世帯数
令和4年10月31日現在　（　）は前月比

人　口 1,215人 （－2）
　男 581人 （＋0）
　女 634人 （－2）
世帯数 612戸 （－1）
昨年同期の総人口 1,225人  世帯数605戸
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高知県北川村役場

広 報

11月5日（土）　中3 ユズ石けんの宣伝活動（東京）



　　１０月６日（木）と７日（金）に５年生が宿泊学習を行いました。６日はジオパークセンターで地質の学習をした
り、室戸青少年自然の家で基地づくりを行いました。基地づくりでは各班で意見を出し合い、協力して取り組みまし
た。また、冒険の森で遊んだりレクリエーションをして、親睦を深めることもできました。７日は焼き板工作に取り
組み、素敵な作品が仕上がりました。また、むろと廃校水族館では亀の話を聞いたり、館内を見学することができま
した。「説明を熱心に聞いてくれました」とお褒めの言葉をいただきました。

学 校 通 信 School communication

1 ５年生 宿泊学習

　　１０月１７日（月）に３年生が総合的な学習の時間で地域学習を行いました。テーマは「北川村のすごい人を見
つけよう」でした。今年は北川村観光協会の方を中心に、観光協会の取り組みやそれに関わる地域の方々について
学習しています。今回は「きたがわマルシェ」にスポットをあて
「マルシェで売る人」にインタビューしたり、観光協会の方と一緒
に集荷活動に参加して交流しました。授業では、マルシェに関わる
様々な立場の方の想いについて考えることができていました。

2 ３年生 総合的な学習の時間

　　北川小学校では毎年、知原先生を講師に迎え、３年生から６年生が書道教室を行っています。県展や村展に
向けて作品づくりに熱心に取り組み、難しい課題に何度も挑戦する姿が見られました。ご期待ください。

3 知原先生の書道教室

　　１０月２３日（日）に高知県シード権大会に北川中学校のバレーボール部4名が田
野中学校との合同チームで出場しました。この大会は、各地区大会で優勝したチームが
1月に行われる新人戦のシード権順位を競うもので、本校は２年連続で出場しました。
各地区代表とのリーグ戦で、中村２－１北川・田野、窪川２－０北川・田野、土佐
女子２－０北川・田野、香長２－０北川・田野の結果となりましたが、強豪校から
1セット奪うなど、着実に力をつけている様子がみられました。これからの更なる活躍
を期待しています。

4 バレーボール部

　　１０月２６日（水）から２８日（金）まで2年生が淡路島、香川、徳島に２泊３日の行程で修学旅行に行ってきまし
た。震災学習に始まり、ものづくり体験や観光、屋外でのアクティビティを行い、心地よい秋晴れの天気にめぐまれ、
心に残るよい思い出がたくさんできました。

5 修学旅行

○みんなで協力した。自分のことは自分でやったり決まりを守ったりできた。班長としてみんなをまとめることができた。
予定とかをよくわかっていないところがあったので、計画や予定などを確認し、行動できるようにしたい。
○周りを見ながら行動できた。基地づくりでは声をかけてみんなで手伝いながら活動できた。班長なのに疲れている時に
だらだらしてしまった。疲れている時こそ頑張れるようにしたい。常に決まりを守れるようにしたい。

児童の感想
★●■！

○橋本さんの話を聞いて、観光協会は北川村の大事な役割だと分
かりました。
○マルシェにはいろんなつながりがある。なかよしじゃないとで
きなさそう。

児童の感想
★●■！

○フォレストアドベンチャーは、コースが１から４までありました。ジップラインはとても高いところにあり、実際やってみると、風が気持ちよ
いと感じました。また、かずら橋もとても高いところにあり、下の景色が見えるので怖かったです。全員が無事渡りきることができました。

生徒の感想
★●■！

■３日目　徳島

○北淡震災記念公園では、活断層や語り部のお話しを聞いて、改めて地震に備えることの大切さについて学びました。地
震発生時に役立つ防災グッズを工夫しながら手作りしました。安冨白土瓦のコースター作りでは、丸と四角い粘土に絵
を描き、それを彫りデザインしました。後日送られてくる完成品が楽しみです。

生徒の感想
★●■！

■１日目　淡路島

○鳴門観潮船に乗り、うず潮を見るのは初めての経験でした。船に乗るのは怖かったですが、景色がとてもきれいで、たく
さん写真に収めることができました。洗濯機みたいではなかったですが、うずがしっかり巻かれていてすごかったし、面白
かったです。大塚国際美術館では、色々な有名な絵を見ることができました。特にモネとゴッホのひまわりは感動しました。
四国水族館では、たくさんの魚を見ることができ、「オオモンハタ」を見つけて写真を撮ったりと楽しく過ごせました。

生徒の感想
★●■！

■２日目　香川・徳島
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令和 3 年度
北川村教育委員会の自己点検・評価シート

【自己点検・評価の考え方】

【項目別評価】

教育委員会制度は、村長から独立した合議制の教育委員会が決定する教育行政に関する基本的方針
のもと、教育長及び事務局が広範かつ専門的な教育行政事務を執行するものです。このため、事前に教
育委員会が立てた基本方針にそって具体的な教育行政が執行されているかどうかについて、教育委員会自
らが事後にチェックする必要性が高いものと考えられます。このようなことから、地方教育行政の組織及び運
営に関する法律（以下「地教行法」という。）に基づいて、教育委員会がその権限に属する事務の管理
及び執行の状況について、毎年点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に
提出するとともに公表することが義務付けられています。
また、教育行政の基本的な方針の策定等と同様に、教育長に委任せず教育委員会が管理・執行しなけ
ればならない事務として位置づけられた法の趣旨に則り、教育行政の透明性をさらに高めることができるよう、
自己点検･評価を実施することで、今後の事務事業の執行に反映させていきたいと考えております。

大項目 中項目 小項目 点検・評価
Ａ：達成している　Ｂ：概ね達成している
Ｃ：達成していない　斜線：該当なし　

１
　
教
育
委
員
会
の
活
動

⑴教育委員会の
　会議の運営改善

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

⑵教育委員会と
　事務局との連携

⑶教育委員会の
　自己研鑽

⑷学校及び教育施設に
　対する支援・条件整備

①教育委員会
　会議の開催

②会議の
　運営上の工夫

①教育委員会と
　事務局との連携

①研修会への
　参加状況

①学校訪問

②所管施設の訪問

年度間に６回、必要に応じ開催し円滑に運営
された。

委員が出席しやすいよう、基本的に夜間開催
とした。

教育委員会に、適宜事務局職員の出席を求め、
説明を受けるなど意見交換を行い、状況把握・
情報の共有を図った。

⑴教育行政の運営に関する一般方針を定めるこ
と。

⑵教育委員会の所管に属する学校その他の教育
機関（以下｢教育機関｣という。）の設置及び廃
止並びに位置を変更すること。

⑶教育予算その他議会の議決を経るべき議案に
ついて意見を申し出ること。

⑷教育長並びに教育委員会事務局及び教育機関
の職員の任免その他の人事を行うこと。ただ
し、臨時又は非常勤の職員に係るものを除く。

⑸県費負担教職員の任免その他の進退について
内申をすること。

⑹付属機関の委員及びこれに準ずる者を任免及
び委嘱又は解職すること。

⑺付属機関に対して諮問をすること。

⑻教育委員会規則の制定又は改廃をすること。

⑼区域外就学に関する事務を処理すること。

⑾請願、陳情、訴訟、異議申立等を処理すること。

⑿重要な事業の計画を策定すること。

⒀学齢児童生徒の就学すべき学校の区域を設定
し、又はこれを変更すること。

⒁重要な表彰を行う。また、国又は県等の行う重
要な表彰について候補者を推薦すること。

⒂教科用図書採択に関する事務を処理すること。

⑽村文化財の指定及びその解除並びに保持者又
は保持団体の認定及びその解除を行うこと。

高知県教育委員会や安芸郡市町村教育委員
会連絡協議会研修会が中止されるなどの制限
を受けることが多かったが、高知県市町村教
育委員会連合会ではオンライン研修が実施さ
れ、自己研鑽を積むとともに教育事情に関す
る情報収集や教育環境の動向・変化の把握に
努めた。また、村教育連絡協議会でも外部講
師招聘による研修を取り入れた。

教育現場の実態把握や学力向上対策、施設
の維持管理などをポイントとして、小中学校
を訪問した。また、限られた機会の中での公
開授業や行事等に参加し状況把握に努めた。

企画展「北川村　あの日あの時」の会期中に
中岡慎太郎館を訪問し、運営状況等の把握に努
めた。

大項目 中項目 点検・評価
Ａ：達成している　Ｂ：概ね達成している
Ｃ：達成していない　斜線：該当なし　
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Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

村教育振興基本計画のもと、教育諸施策の方針
を定めた子育て教育ビジョン等の改訂を行った。

令和３年度はなかった。

教育委員会において、教育予算・施設整備等に
ついて協議した。

限られた中で、適材の配置に努めた。

県の異動方針に基づき、教育水準の向上や学校
の活性化に向けた人材配置に努めた。

文化財保護審議会委員（任期２年）、スポーツ推進
委員（２年）、奨学生選考委員（１年）等の改選・
委嘱を行った。

特別支援学級等への入級について、教育支援委員
会へ諮問をした。

令和３年度はなかった。

保護者の申立により関係教育委員会と弾力的運用
を行った。（村→村外：中学生２名、小学生１名　
村外→村：小学生３名）

令和３年度はなかった。

令和３年度はなかった。

令和３年度はなかった。

村の子育て・教育のあり方や方向性をまとめた「北
川村子育て教育ビジョン」を改訂した。北川村文教施
設・子育て教育環境等整備事業基本計画を策定した。

「土佐の教育実践表彰」の候補者として、教員１名を
高知県教育委員会に推薦した。「令和３年度第２４回
坂本教育賞」の候補校として、北川小学校を公益財
団法人高知県文教協会に推薦した。

令和３年度以降中学校で使用する「社会・歴史」
の教科用図書において、国の追加承認を受けたも
のを含め調査し、改めて採択を行った。

Ｒ２評価

Ｒ２評価

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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また、教育行政の基本的な方針の策定等と同様に、教育長に委任せず教育委員会が管理・執行しなけ
ればならない事務として位置づけられた法の趣旨に則り、教育行政の透明性をさらに高めることができるよう、
自己点検･評価を実施することで、今後の事務事業の執行に反映させていきたいと考えております。

大項目 中項目 小項目 点検・評価
Ａ：達成している　Ｂ：概ね達成している
Ｃ：達成していない　斜線：該当なし　

１
　
教
育
委
員
会
の
活
動

⑴教育委員会の
　会議の運営改善

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

⑵教育委員会と
　事務局との連携

⑶教育委員会の
　自己研鑽

⑷学校及び教育施設に
　対する支援・条件整備

①教育委員会
　会議の開催

②会議の
　運営上の工夫

①教育委員会と
　事務局との連携

①研修会への
　参加状況

①学校訪問

②所管施設の訪問

年度間に６回、必要に応じ開催し円滑に運営
された。

委員が出席しやすいよう、基本的に夜間開催
とした。

教育委員会に、適宜事務局職員の出席を求め、
説明を受けるなど意見交換を行い、状況把握・
情報の共有を図った。

⑴教育行政の運営に関する一般方針を定めるこ
と。

⑵教育委員会の所管に属する学校その他の教育
機関（以下｢教育機関｣という。）の設置及び廃
止並びに位置を変更すること。

⑶教育予算その他議会の議決を経るべき議案に
ついて意見を申し出ること。

⑷教育長並びに教育委員会事務局及び教育機関
の職員の任免その他の人事を行うこと。ただ
し、臨時又は非常勤の職員に係るものを除く。

⑸県費負担教職員の任免その他の進退について
内申をすること。

⑹付属機関の委員及びこれに準ずる者を任免及
び委嘱又は解職すること。

⑺付属機関に対して諮問をすること。

⑻教育委員会規則の制定又は改廃をすること。

⑼区域外就学に関する事務を処理すること。

⑾請願、陳情、訴訟、異議申立等を処理すること。

⑿重要な事業の計画を策定すること。

⒀学齢児童生徒の就学すべき学校の区域を設定
し、又はこれを変更すること。

⒁重要な表彰を行う。また、国又は県等の行う重
要な表彰について候補者を推薦すること。

⒂教科用図書採択に関する事務を処理すること。

⑽村文化財の指定及びその解除並びに保持者又
は保持団体の認定及びその解除を行うこと。

高知県教育委員会や安芸郡市町村教育委員
会連絡協議会研修会が中止されるなどの制限
を受けることが多かったが、高知県市町村教
育委員会連合会ではオンライン研修が実施さ
れ、自己研鑽を積むとともに教育事情に関す
る情報収集や教育環境の動向・変化の把握に
努めた。また、村教育連絡協議会でも外部講
師招聘による研修を取り入れた。

教育現場の実態把握や学力向上対策、施設
の維持管理などをポイントとして、小中学校
を訪問した。また、限られた機会の中での公
開授業や行事等に参加し状況把握に努めた。

企画展「北川村　あの日あの時」の会期中に
中岡慎太郎館を訪問し、運営状況等の把握に努
めた。

大項目 中項目 点検・評価
Ａ：達成している　Ｂ：概ね達成している
Ｃ：達成していない　斜線：該当なし　

２
　
教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
す
る
事
務

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

村教育振興基本計画のもと、教育諸施策の方針
を定めた子育て教育ビジョン等の改訂を行った。

令和３年度はなかった。

教育委員会において、教育予算・施設整備等に
ついて協議した。

限られた中で、適材の配置に努めた。

県の異動方針に基づき、教育水準の向上や学校
の活性化に向けた人材配置に努めた。

文化財保護審議会委員（任期２年）、スポーツ推進
委員（２年）、奨学生選考委員（１年）等の改選・
委嘱を行った。

特別支援学級等への入級について、教育支援委員
会へ諮問をした。

令和３年度はなかった。

保護者の申立により関係教育委員会と弾力的運用
を行った。（村→村外：中学生２名、小学生１名　
村外→村：小学生３名）

令和３年度はなかった。

令和３年度はなかった。

令和３年度はなかった。

村の子育て・教育のあり方や方向性をまとめた「北
川村子育て教育ビジョン」を改訂した。北川村文教施
設・子育て教育環境等整備事業基本計画を策定した。

「土佐の教育実践表彰」の候補者として、教員１名を
高知県教育委員会に推薦した。「令和３年度第２４回
坂本教育賞」の候補校として、北川小学校を公益財
団法人高知県文教協会に推薦した。

令和３年度以降中学校で使用する「社会・歴史」
の教科用図書において、国の追加承認を受けたも
のを含め調査し、改めて採択を行った。

Ｒ２評価

Ｒ２評価

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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子ども達が保小中の15年を見通した保育・教育により、誰一人取り残されず学び、村の将来を担う人材になること
ができるための魅力的な環境を創るために、学校運営協議会等からの意見をいただきながら、「子育て教育ビジョン」
の改訂を重ねている。このビジョンについては、「保小中の一体的な取組」「北川学」「地域ぐるみ教育」「子育て支
援」の４つの柱を基軸としており、今後、目指す子どもの姿の具現化を図るとともに、村の総合戦略の柱である「千人の
家族が子どもを育むゆず王国北川村」の実現に向け、魅力と特色ある子育て・教育環境を創る取組を推進している。

学力向上の取組では、国立教育政策研究所の教育課程実践検証協力校事業の指定を受け、生活科・総
合的な学習の時間における児童生徒の探究的な学びを育むとともに、教科指導においても授業のスタンダー
ドに沿った方向性を共有し、目あてや流れを提示することにより、見通しを持った分かりやすい授業づくりが出
来るよう、校内研修や公開授業、講師招聘研修により改善を進めている。全国及び県版学力調査に加え、
個々の学習状況の経年変化を見取る学力調査も実施しており、継続して全国平均以上の成績を収めている
が、目標としている全員が全国平均以上となるためには、継続した一体的な取組が必要である。
社会教育では、教育機関等と連携するなど、ニーズに対応した学びの場を継続して提供していくことが望ま

れる。構成団体では、自主的な活動が展開されており、メンバー構成等により活動の継続が厳しい状況になっ
てきている団体もあるが、少人数からの新しい活動も展開しており、普及・拡大のための支援を継続する必要
がある。

大項目 中項目 小項目 点検・評価
Ａ：達成している　Ｂ：概ね達成している
Ｃ：達成していない　斜線：該当なし　

３
　
教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務

⑴
幼
保
・
学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

⑵
社
会
教
育
に
関
す
る
こ
と

①学校施設、物品
　整備の推進

②基礎学力の
　定着と学力の
　向上

③教職員の資質
　指導力の向上

④特別支援
　教育の推進

⑤開かれた
　学校づくりの
　推進

⑥保育所の
　管理・運営

①生涯学習と
　各種関係団体
　支援

②公民館活動

③文化振興と
　中岡慎太郎の
　顕彰

④人権教育

⑤社会体育

小学校…自動検温消毒機1台、タブレットPC3台　中学校…
オージオメーター、自動検温消毒機2台、タブレットPC2台
個々の経年変化を把握する学力調査等を活用し、課題を共有
することで、児童生徒が主体的に考え行動できるように、自己
肯定感を高める授業改善に努め学力の定着・向上に取り組ん
だ。また、教員補助を小学校（３名）・中学校（２名）配置するとと
もに、ICT機器の活用やDMM英会話のリモート授業などの取
り組みを継続した。7月より、公設公営塾「エソラ」を開校、中学
生23名中16名の入塾があり活動を開始した。
小中学校では、国立教育政策研究所の教育課程実践検証協
力校事業の指定を受け、児童生徒の探究的な学びを育むとと
もに、地域に貢献できる人材の育成に取り組んだ。校内研にも
外部講師等を招聘し授業研究に努めた。また、中芸教育研究
会では「思考力・判断力・表現力の育成にむけた指導方法の研
究」を目指した取り組みを行うなど研鑽に努めた。

児童生徒、保護者及び関係者評価アンケートを実施し学校改
善に努めるとともに、北川学等の公開授業や広報誌等を活用
し情報発信に努めた。また、令和２年度から保小中学校運営協
議会を開催し、村の教育方針や学校の取組等の情報共有を
図っている。
地方創生総合戦略として、令和６年度末まで保育料を無料と
している。
地域における学習と交流の場を広げるために、婦人会等の社
会教育団体の活動支援のほか、家庭教育講演会や高知大学
出前講座を開設している。放課後や長期休業中には、小学生
を対象とした学力ステップアップ教室や放課後子ども教室を
設置し、関係機関等とも連携しながら健全育成・子育て支援環
境の整備に努めた。
各地区で自主的に取り組まれている地域づくり活動への経済
的支援を継続している。

県主催の研修会に参加し識見を高めるとともに、スクールカウ
ンセラー等に具体的な支援ケースを相談するなどして実務研
修とした。
体育会クレー射撃部が、県民スポーツフェスティバルのトラッ
プ団体の部・準優勝、個人トラップの部・優勝を飾った。子ども
会では、卓球部の３年女子児童が全日本卓球選手権大会へ出
場、バレーボール部は、県春季大会で準優勝を果たすなど精
力的な活動が見られる。

旧魚梁瀬森林鉄道施設では、井ノ谷橋に腐食や変形が見られ
ることから補修工事が行われ、年度内で完了した。恒例の文化
祭は、コロナ禍に伴い昨年度に引き続き作品展のみの開催と
なった。慎太郎館では、「武市半平太－土佐勤王党盟主の素顔
－」、「北川村　あの日あの時」などの企画展を開催し、慎太郎
の顕彰と郷土愛を育む取組を展開するとともに、例年開催し
ている迂山展を開催した。また、中岡記念館の管理業務は、
NPO法人中岡慎太郎先生顕彰会を指定管理先として、周辺
の環境整備を含め管理されている。

特別な支援を要する児童生徒への対応について、専門・関係機
関とも連携し行った。また、公認心理師、スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワーカーを配置し、子どもの多様な個性・特
性の理解と家庭との連携、信頼づくりなどに努めた。また、学校
には教員補助（５名）を配置し支援体制の充実に努めた。

校舎、教室等施設の改修及び
教育環境整備、物品の充実

学力調査の活用、全国学
力・学習状況調査等
中学校公営塾の開設

授業研、保小中連携、村
連協研修、事業指定

特別支援体制の整備

学校評価委員会、公開授
業、学校運営協議会

管理・運営及び保育環境
の整備

国際交流事業(英会話
等)、青少年健全育成、婦
人会等各種団体の活動
の支援

各地区活動への支援

芸術文化の伝承と技能
向上への支援、森林鉄道
の保存、中岡慎太郎館・
記念館の管理・運営、迂
山展の開催

指導者研修の推進、職
員研修

スポーツ推進委員、村民
運動会、子ども会、各種
スポーツ大会への参加
及び支援、スポーツ教室

Ｒ２評価

１０月２３日（日）、北川村慎太郎とゆずの郷祭りが北川村保健セン
ターで開催されました。中岡慎太郎と北川村産ゆずのＰＲを目的に、
例年ゆずの収穫時期に開催されているこのイベントですが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で３年ぶりの開催となりました。
当日会場では、地元グループによるゆずを使ったお寿司やゆず加

工品、猪汁などの販売とゆず収穫体験や昔ながらの道具を使ったゆずしぼり体験、ゆずサイダーの早飲み大
会などの他に、北川村「モネの庭」マルモッタンなど村内施設を巡るスタンプラリーも実施され、大勢の来場
者で賑わいました。

北川村慎太郎と
ゆずの郷祭り開催！！

【総合評価】
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子ども達が保小中の15年を見通した保育・教育により、誰一人取り残されず学び、村の将来を担う人材になること
ができるための魅力的な環境を創るために、学校運営協議会等からの意見をいただきながら、「子育て教育ビジョン」
の改訂を重ねている。このビジョンについては、「保小中の一体的な取組」「北川学」「地域ぐるみ教育」「子育て支
援」の４つの柱を基軸としており、今後、目指す子どもの姿の具現化を図るとともに、村の総合戦略の柱である「千人の
家族が子どもを育むゆず王国北川村」の実現に向け、魅力と特色ある子育て・教育環境を創る取組を推進している。

学力向上の取組では、国立教育政策研究所の教育課程実践検証協力校事業の指定を受け、生活科・総
合的な学習の時間における児童生徒の探究的な学びを育むとともに、教科指導においても授業のスタンダー
ドに沿った方向性を共有し、目あてや流れを提示することにより、見通しを持った分かりやすい授業づくりが出
来るよう、校内研修や公開授業、講師招聘研修により改善を進めている。全国及び県版学力調査に加え、
個々の学習状況の経年変化を見取る学力調査も実施しており、継続して全国平均以上の成績を収めている
が、目標としている全員が全国平均以上となるためには、継続した一体的な取組が必要である。
社会教育では、教育機関等と連携するなど、ニーズに対応した学びの場を継続して提供していくことが望ま

れる。構成団体では、自主的な活動が展開されており、メンバー構成等により活動の継続が厳しい状況になっ
てきている団体もあるが、少人数からの新しい活動も展開しており、普及・拡大のための支援を継続する必要
がある。

大項目 中項目 小項目 点検・評価
Ａ：達成している　Ｂ：概ね達成している
Ｃ：達成していない　斜線：該当なし　

３
　
教
育
委
員
会
が
管
理
・
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
務

⑴
幼
保
・
学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

⑵
社
会
教
育
に
関
す
る
こ
と

①学校施設、物品
　整備の推進

②基礎学力の
　定着と学力の
　向上

③教職員の資質
　指導力の向上

④特別支援
　教育の推進

⑤開かれた
　学校づくりの
　推進

⑥保育所の
　管理・運営

①生涯学習と
　各種関係団体
　支援

②公民館活動

③文化振興と
　中岡慎太郎の
　顕彰

④人権教育

⑤社会体育

小学校…自動検温消毒機1台、タブレットPC3台　中学校…
オージオメーター、自動検温消毒機2台、タブレットPC2台
個々の経年変化を把握する学力調査等を活用し、課題を共有
することで、児童生徒が主体的に考え行動できるように、自己
肯定感を高める授業改善に努め学力の定着・向上に取り組ん
だ。また、教員補助を小学校（３名）・中学校（２名）配置するとと
もに、ICT機器の活用やDMM英会話のリモート授業などの取
り組みを継続した。7月より、公設公営塾「エソラ」を開校、中学
生23名中16名の入塾があり活動を開始した。
小中学校では、国立教育政策研究所の教育課程実践検証協
力校事業の指定を受け、児童生徒の探究的な学びを育むとと
もに、地域に貢献できる人材の育成に取り組んだ。校内研にも
外部講師等を招聘し授業研究に努めた。また、中芸教育研究
会では「思考力・判断力・表現力の育成にむけた指導方法の研
究」を目指した取り組みを行うなど研鑽に努めた。

児童生徒、保護者及び関係者評価アンケートを実施し学校改
善に努めるとともに、北川学等の公開授業や広報誌等を活用
し情報発信に努めた。また、令和２年度から保小中学校運営協
議会を開催し、村の教育方針や学校の取組等の情報共有を
図っている。
地方創生総合戦略として、令和６年度末まで保育料を無料と
している。
地域における学習と交流の場を広げるために、婦人会等の社
会教育団体の活動支援のほか、家庭教育講演会や高知大学
出前講座を開設している。放課後や長期休業中には、小学生
を対象とした学力ステップアップ教室や放課後子ども教室を
設置し、関係機関等とも連携しながら健全育成・子育て支援環
境の整備に努めた。
各地区で自主的に取り組まれている地域づくり活動への経済
的支援を継続している。

県主催の研修会に参加し識見を高めるとともに、スクールカウ
ンセラー等に具体的な支援ケースを相談するなどして実務研
修とした。
体育会クレー射撃部が、県民スポーツフェスティバルのトラッ
プ団体の部・準優勝、個人トラップの部・優勝を飾った。子ども
会では、卓球部の３年女子児童が全日本卓球選手権大会へ出
場、バレーボール部は、県春季大会で準優勝を果たすなど精
力的な活動が見られる。

旧魚梁瀬森林鉄道施設では、井ノ谷橋に腐食や変形が見られ
ることから補修工事が行われ、年度内で完了した。恒例の文化
祭は、コロナ禍に伴い昨年度に引き続き作品展のみの開催と
なった。慎太郎館では、「武市半平太－土佐勤王党盟主の素顔
－」、「北川村　あの日あの時」などの企画展を開催し、慎太郎
の顕彰と郷土愛を育む取組を展開するとともに、例年開催し
ている迂山展を開催した。また、中岡記念館の管理業務は、
NPO法人中岡慎太郎先生顕彰会を指定管理先として、周辺
の環境整備を含め管理されている。

特別な支援を要する児童生徒への対応について、専門・関係機
関とも連携し行った。また、公認心理師、スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワーカーを配置し、子どもの多様な個性・特
性の理解と家庭との連携、信頼づくりなどに努めた。また、学校
には教員補助（５名）を配置し支援体制の充実に努めた。

校舎、教室等施設の改修及び
教育環境整備、物品の充実

学力調査の活用、全国学
力・学習状況調査等
中学校公営塾の開設

授業研、保小中連携、村
連協研修、事業指定

特別支援体制の整備

学校評価委員会、公開授
業、学校運営協議会

管理・運営及び保育環境
の整備

国際交流事業(英会話
等)、青少年健全育成、婦
人会等各種団体の活動
の支援

各地区活動への支援

芸術文化の伝承と技能
向上への支援、森林鉄道
の保存、中岡慎太郎館・
記念館の管理・運営、迂
山展の開催

指導者研修の推進、職
員研修

スポーツ推進委員、村民
運動会、子ども会、各種
スポーツ大会への参加
及び支援、スポーツ教室

Ｒ２評価

１０月２３日（日）、北川村慎太郎とゆずの郷祭りが北川村保健セン
ターで開催されました。中岡慎太郎と北川村産ゆずのＰＲを目的に、
例年ゆずの収穫時期に開催されているこのイベントですが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で３年ぶりの開催となりました。
当日会場では、地元グループによるゆずを使ったお寿司やゆず加

工品、猪汁などの販売とゆず収穫体験や昔ながらの道具を使ったゆずしぼり体験、ゆずサイダーの早飲み大
会などの他に、北川村「モネの庭」マルモッタンなど村内施設を巡るスタンプラリーも実施され、大勢の来場
者で賑わいました。

北川村慎太郎と
ゆずの郷祭り開催！！

【総合評価】

6
き
　  た
　  が
わ

7
き

た   
が   
わ



8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ

ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
が
好
評
で
、追
い
風

と
な
り
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
が
、感
染
第
７
波
と

な
っ
た
７
月
以
降
に
は
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
ぐ
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
７
月
末
現
在
で
1
，3
5
1
件
、1
0
，9
3
2

千
円（
前
年
度
同
期
1
，6
7
6
件
、1
2
，

3
2
6
千
円
▲
11
・
3
％
。）と
昨
年
を
下
回
っ
て

い
る
が
、近
年
の
寄
附
金
額
の
動
向
と
比
較
す
る

と
令
和
２
年
度
と
同
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

　
年
末
に
向
け
て
寄
附
が
増
加
す
る
の
で
、引
き

続
き
顕
彰
会
と
連
携
し
、魅
力
あ
る
返
礼
品
の
企

画
に
取
り
組
む
。

■
教
育
関
係

○「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
保
小
中

の
一
体
的
な
取
り
組
み

　
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
や
学
校
運
営
協

議
会
、保
育
所
・
小
中
学
校
保
護
者
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
て
、取
り
組
み
状
況
や
教
育
の
理
念
な
ど

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、保
護
者
や
村
民

の
皆
様
か
ら
広
く
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
き
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
は
、

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
学
習
な
ど
の
取
り

組
み
に
驚
い
た
。

・
今
の
教
育
は
、子
ど
も
達
の
郷
土
愛
や
村
に

帰
っ
て
き
た
い
と
い
う
想
い
を
育
ん
で
い
る

と
感
じ
た
。

・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
併
せ
て
、子
ど
も

を
増
や
す
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
令
和
４
年
9
月
定
例
議
会
は
、9
月
7
日
に
開

会
し
報
告
２
件
、条
例
制
定
、固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
、教
育
委
員
の
任
命
、一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
日
に
は
、令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、２
氏

が
３
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
感
染
者
の
急
増
に
よ
り
医
療
提
供
体
制
が

ひ
っ
迫
し
、自
宅
療
養
者
が
増
加
状
況
に
あ
る
。

　
県
は
、８
月
16
日
か
ら
対
応
ス
テ
ー
ジ
を
５
段

階
の
う
ち
最
も
厳
し
い「
特
別
対
策（
紫
）」に
引

き
上
げ
、高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
、不

要
不
急
の
外
出
を
極
力
控
え
る
こ
と
な
ど
を
要

請
し
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
、手
指
消
毒
及
び
換
気
な
ど
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、３
回
目
、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
。

■
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金（
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
分
）を
活
用
し
、日
常
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、村
独
自
の
給
付
事
業
を
考
え
て
い
る
。

　
ゆ
ず
農
家
を
は
じ
め
と
す
る
村
内
の
事
業
者

に
対
す
る
支
援
は
、国
や
県
の
動
き
を
注
視
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

■
地
方
創
生
総
合
戦
略

○
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

・
15
会
場
で
開
催
し
、延
べ
89
人
の
参
加

・
内
容第

２
期
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
関
し「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

（
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
）」を
軸
に

産
業
分
野
、健
康
づ
く
り
な
ど
の
取
組
状
況

を
説
明
。

・
意
見
、質
問

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、外
国
語

や
地
域
学
な
ど
の
取
り
組
み
を
評
価
い
た

だ
く
一
方
、子
ど
も
が
減
少
し
て
い
る
状
況

に
不
安
を
抱
く
声
な
ど
も
聞
か
れ
た
。

北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
ほ
場
整
備
が
進
む
な

か
、ゆ
ず
の
生
産
量
増
加
等
に
伴
う
販
路
拡

大
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

座
談
会
で
の
意
見
や
要
望
の
う
ち
、す
ぐ
に
着

手
で
き
る
も
の
は
実
行
に
移
し
て
い
く
。予
算
措

置
が
必
要
な
案
件
は
、今
後
の
予
算
編
成
な
ど
を

通
じ
て
、実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

○
北
部
地
区
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
立
案
や
運
営
支
援
を

行
う
集
落
再
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
を
８

月
１
日
に
配
置
。現
在
、北
部
地
区
の
現
状
把
握

を
行
い
な
が
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
の
策
定

　
今
年
度
に
研
修
を
卒
業
す
る
農
業
研
修
生
３

名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
農
家
と
の
３
者
面
談
を

行
っ
た
う
え
で
作
成
し
た
事
業
計
画
書
の
内
容

を
精
査
し
て
い
る
。経
営
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、

素
案
の
段
階
で
あ
る
が
、就
農
か
ら
し
ば
ら
く
は

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
試
算
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
国
の
経
営
開
始
資
金
終
了
後
の
数
年
を
ど

う
乗
り
越
え
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。今
後

は
、ほ
場
整
備
や
成
木
園
地
確
保
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、今
月
末
を
目
標
に
経
営
モ
デ
ル
と
園
地

配
分
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
い
く
。

○
ゆ
ず
の
母
樹
園
設
置

　
Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
柚
子
部
北
川
支
部
よ
り
、

「
柚
子
部
が
主
体
と
な
り
管
理
を
し
て
き
た
、ゆ

ず
の
苗
木
を
生
産
す
る
母
樹
の
多
く
が
病
気
等
に

な
っ
た
た
め
穂
木
が
不
足
し
て
い
る
」「
苗
木
生

産
の
事
業
者
が
高
齢
化
し
て
お
り
、今
後
の
苗
木

生
産
の
継
続
性
が
見
通
せ
な
い
」と
の
相
談
が

あ
っ
た
。こ
れ
を
受
け
、Ｊ
Ａ
北
川
支
所
営
農
指

導
員
と
県
安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
普
及
指
導
員
、

村
産
業
政
策
課
職
員
で
母
樹
園
管
理
と
苗
木
生
産

を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
高
知
市
土
佐
山
柚
子
生
産
組

合
と
い
の
町
農
業
公
社
の
視
察
を
行
い
、産
業
構

築
の
一
環
と
し
て
村
内
で
の
安
定
的
な
苗
木
生
産

に
向
け
て
、Ｊ
Ａ
柚
子
部
や
関
係
機
関
と
の
協
議

を
重
ね
、村
と
し
て
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。

○
野
友
地
区
の
ほ
場
整
備

　
地
権
者
か
ら
同
意
を
得
て
、７
月
22
日
に
県
安

芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
で
全
地
権
者
へ
の

説
明
会
が
行
わ
れ
た
。説
明
会
で
は
、設
計
に
関

す
る
個
別
の
確
認
や
要
望
は
あ
っ
た
が
、反
対
意

見
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、10
月
着
工
の
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル

　
11
月
に
行
う
国
へ
の
事
業
申
請
書
を
作
成
し

て
い
る
。中
間
管
理
権
の
設
定
に
必
要
な
農
用
地

利
用
集
積
計
画
の
同
意
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
厳
し
い
。安
倉
地
区
1.4
h
a
に

お
い
て
、相
続
権
者
の
整
理
と
各
権
利
者
の
意
思

確
認
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、整
備
計
画
区
域
か

ら
一
旦
外
す
こ
と
と
し
、第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は

５
地
区
7.6
h
a
と
な
る
。

○
和
田
日
浦
地
区
の
ほ
場
整
備

　
県
に
よ
る
整
地
工
事
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、村
が
行
う
農
道
及
び
水
路
の
整
備
工
事
を
県

の
整
地
工
事
と
並
行
し
て
10
月
か
ら
行
う
こ
と

と
し
、県
工
事
の
進
捗
を
確
認
・
調
整
し
な
が
ら
、

来
年
３
月
の
完
成
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
村
道
久
府
付
線
及
び
村
道
内
谷
線
の
道
路
改

良
事
業

　
６
月
13
日
に
測
量
設
計
の
委
託
契
約
を
締
結
。

　
村
道
久
府
付
線
は
、測
量
設
計
を
12
月
中
に
完

了
し
、工
事
は
簡
易
水
道
耐
震
管
設
置
工
事
と
併

せ
て
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
を
予
定
。村
道
内

谷
線
は
、測
量
設
計
を
９
月
末
に
完
了
さ
せ
、11

月
に
着
工
、３
月
完
成
予
定
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
７
月
１
日
に
村
内
全
戸
へ
工
事
実
施
の
お
知

ら
せ
を
配
布
し
、７
月
12
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ

着
工
し
た
。９
月
12
日
か
ら
躯
体
工
事
に
入
り
、

来
年
３
月
の
完
成
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

　
６
月
29
日
に
株
式
会
社
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
委
託
契
約
を
締
結
。現
在
、温
室
効
果
ガ
ス

排
出
状
況
な
ど
村
の
現
状
を
把
握
す
る
基
礎
調
査

を
行
っ
て
い
る
。計
画
策
定
に
あ
た
り
、高
知
工
科

大
学
、高
知
大
学
の
有
識
者
な
ど
９
名
の
委
員
に

よ
る
北
川
村
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
検
討
委
員

会
を
設
置
。９
月
１
日
の
第
１
回
検
討
委
員
会
で

は
、具
体
的
な
施
策
の
検
討
と
将
来
的
な
二
酸
化

炭
素
削
減
量
の
把
握
な
ど
の
基
礎
調
査
を
行
う
こ

と
。ま
た
、地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標

や
2
0
5
0
年
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
検
討
を
重
ね
、村
と
し
て
の
計
画
を
策
定
。

来
年
１
月
か
ら
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
脱
炭

素
先
行
地
域
1
0
0
選
の
選
定
に
応
募
、来
年
度

以
降
の
事
業
化
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化（
8
月
末
申
請
件
数
）

診
断
３
件
　
設
計
４
件
　
改
修
工
事
３
件

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却（
8
月
末
件
数
）

相
談
６
件
、う
ち
完
了
２
件

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
集
団
検
診

　
健
康
づ
く
り
婦
人
会
と
保
健
福
祉
推
進
員
に

よ
る
戸
別
訪
問
や
健
診
時
間
の
指
定
に
よ
る
待

ち
時
間
の
短
縮
な
ど
、検
診
を
受
け
や
す
い
環
境

整
備
に
努
め
、前
年
度
を
26
人
上
回
る
2
0
5
人

が
受
診
。今
後
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、継
続
的
な
戸
別
訪
問

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、医
療
機
関
に
受
診
勧
奨

の
協
力
要
請
を
し
て
い
く
。

○
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施

　
管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
か

ら
だ
づ
く
り
健
康
教
室
を
開
催
。加
茂
農
業
セ
ン

タ
ー
や
野
川
、野
友
、宗
ノ
上
、小
島
の
集
会
所
で

52
人
が
参
加
。筋
力
維
持
の
た
め
に
タ
ン
パ
ク
質

の
摂
取
を
主
と
し
た
食
改
善
や
運
動
の
相
談
と

指
導
を
行
っ
た
。同
時
に
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、参
加
者
の
介
護
予
防
に
関
す
る
分
析
に
活

用
し
て
い
く
。

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
先
月
末
現
在
40
名
が
利
用
。コ
ロ
ナ
禍
が
長
引

く
な
か
、社
会
参
加
活
動
の
減
少
や
運
動
機
能
の

低
下
に
よ
り
一
時
的
な
支
援
の
希
望
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、コ
ロ
ナ

禍
前
の
自
立
し
た
食
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、自
ら
調
理
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
本

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き

見
守
り
や
健
康
管
理
な
ど
を
行
い
、高
齢
者
等
の

低
栄
養
リ
ス
ク
改
善
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
８
月
末
現
在
　
入
園
者
数
　
6
3
，4
5
7
人
。

（
前
年
同
期
　
3
8
，3
0
4
人
＋
66
％
。

令
和
２
年
度
同
期
　
2
9
，8
3
9
人
＋

1
1
3
％
。）

　
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
行
動
制
限
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、６
月
、７
月
は
個
人
、団
体
客
と
も
に
好
調
で

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
傾
向
に
あ
っ
た

が
、８
月
は
よ
さ
こ
い
祭
り
や
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
な
ど
に
よ
り
、観
光
ツ
ア
ー
の
宿
泊

が
困
難
と
な
っ
た
影
響
か
ら
、団
体
客
の
予
約
が

減
少
。今
月
は
、団
体
客
の
予
約
が
37
件
、約

7
0
0
名（
前
年
同
月
９
件
、1
0
0
名
）と
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、感
染
第
７
波
の
影
響

が
危
惧
さ
れ
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
８
月
末
現
在
　
利
用
者
数
　
9
，1
4
3
人
。

（
昨
年
同
期
　
8
，4
0
0
人
＋
９
％
。

令
和
２
年
度
同
期
　
6
，9
2
6
人
＋
32
％
。）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
密
状
態
を
回
避
し
た
宿

泊
予
約
な
ど
の
対
応
を
継
続
。高
知
県
東
部
観
光

協
議
会
に
よ
る
５
月
９
日
か
ら
９
月
末
ま
で
の

「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の

　
ま
た
、子
ど
も
の
減
少
に
よ
る
少
人
数
学
級
・

多
年
齢
学
習（
複
式
学
級
）に
つ
い
て
は
、メ
リ
ッ

ト
が
多
い
と
感
じ
る
方
が
い
る
一
方
、学
級
編
成

へ
の
不
安
や
学
習
進
度
の
遅
れ
を
心
配
す
る
声

も
あ
る
。

　
今
後
は
、座
談
会
や
子
育
て
世
帯
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、先
駆
的
な
山

間
地
教
育
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
仕
組
み
を
模
索

し
、永
続
さ
せ
ら
れ
る
北
川
村
な
ら
で
は
の
15
年

一
貫
し
た
子
育
て
を
目
指
す
た
め
、教
育
水
準
書

の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
継
続
し
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
８
月
末
現
在
　
入
館
者
数
　
2
，2
5
7
人

（
前
年
同
期
1
，8
8
2
人
＋
20
％
。

令
和
２
年
同
期
1
，0
9
9
人
＋
1
0
5
％
。）

　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、厳
し
い
状
況
も
考
え
ら
れ
る
が
、感

染
対
策
の
徹
底
や
企
画
展
等
の
充
実
を
図
り
、来

館
者
の
増
加
に
努
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

運
営

　
移
管
事
業
や
新
規
事
業
の
整
理
・
精
査
に
つ
い

て
、関
係
者
の
方
々
と
協
議
・
検
討
を
重
ね
、10
月

１
日
か
ら
の
移
行
に
目
処
が
立
っ
た
。令
和
６
年

度
に
迎
え
る
開
館
30
周
年
を
契
機
に
交
流
・
関
係

人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、業
務
全
般
を
円
滑
に

遂
行
で
き
る
よ
う
、体
制
の
精
査
や
課
題
整
理
な

ど
の
基
礎
固
め
を
行
い
、来
年
度
か
ら
新
た
な
事

業
を
実
施
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
9
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

小
水
力
発
電
計
画
に
つ
い
て

9
　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
に
応
募
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
、こ
の

第
３
回
定
例
会
行
政
報
告
の
中
で
も
説
明
が

あ
っ
た
。再
度
、小
水
力
発
電
計
画
に
お
け
る
現

在
ま
で
の
進
捗
状
況
及
び
、今
後
の
取
組
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
宗
ノ
上
地
区
及
び
安
倉
地
区（
蛇
谷
と
矢
筈

谷
）、電
源
開
発
が
計
画
し
て
い
た
平
鍋
清
水
バ

イ
パ
ス
の
４
ヶ
所
の
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
、脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
選
定
さ
れ
た

場
合
に
、活
用
が
可
能
な
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
よ
る
事
業
化
を
検
討
し
て

お
り
、昨
年
12
月
ご
ろ
か
ら
、環
境
省
や
経
済
産

業
省
、総
務
省
、県
選
出
国
会
議
員
等
に
事
業
要

望
を
行
っ
て
き
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
計
画
策
定
に
係

る
調
査
等
費
用
に
対
し
４
月
26
日
に
、公
益
財
団

法
人
日
本
環
境
協
会
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
費
等
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
。

そ
の
後
、指
名
競
争
入
札
を
経
て
６
月
29
日
に
株

式
会
社
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
、基
礎
調

査
等
委
託
業
務
に
関
す
る
委
託
契
約
を
締
結
し
、

現
在
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況
や
再
エ
ネ
導
入

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
な
ど
、村
の
現
状
を
把
握
す

る
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、脱
炭
素
及
び
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

専
門
的
な
知
見
か
ら
協
議
と
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
に
高
知
工
科
大
学
や
高
知
大
学
の
有
識
者
な
ど

の
委
員
９
名
に
よ
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、９
月

１
日
に
第
１
回
目
を
開
催
し
た
。今
後
は
、脱
炭

素
シ
ナ
リ
オ
や
脱
炭
素
化
に
向
け
た
施
策
等
の
検

討
を
行
い
、令
和
５
年
１
月
か
ら
２
月
ご
ろ
の
脱

炭
素
先
行
地
域
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
向
け
て
、年

内
の
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
調
査
、あ
る
い

は
検
討
し
て
き
た
資
料
情
報
に
つ
い
て
は
、随
時

新
し
い
も
の
を
含
め
て
共
有
し
て
い
る
。

9
　
電
源
開
発
本
店
に
村
長
と
常
任
委
員
長
が

小
水
力
発
電
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
協
力
依

頼
に
行
っ
た
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
な
内
容
の
協

力
依
頼
を
し
た
の
か
。ま
た
電
源
開
発
側
の
感
触

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
に
あ
た
り
、地
域
企
業
と
協
力
体
制
を
築
き

事
業
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、脱
炭
素
先
行

地
域
計
画
書
に
電
源
開
発
と
の
協
力
を
明
記
す

る
方
向
で
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

発
電
し
て
い
る
電
力
の
う
ち
契
約
会
社
と
の
契

約
分
を
上
回
る
余
剰
電
力
分
に
つ
い
て
、可
能
な

限
り
提
供
す
る
旨
の
回
答
が
あ
り
、地
域
貢
献
と

い
う
部
分
で
支
援
を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
地
域
企
業
で
あ
る
電
源
開
発
と
電
力
事
業
者

で
あ
る
四
国
電
力
と
協
力
し
て
い
か
な
い
と
、脱

炭
素
を
村
が
目
指
す
と
こ
ろ
の
民
生
分

1
0
0
％
再
エ
ネ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い

の
で
、協
議
を
重
ね
た
う
え
で
、協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

避
難
所（
交
流
セ
ン
タ
ー
）のW

i-Fi

整
備
に

つ
い
て

9
　
村
内
各
地
域
の
交
流
セ
ン
タ
ー
と
集
会
所

は
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。防
災
対
策
の
一

つ
と
し
てW

i-Fi

を
整
備
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
。ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。現
状

と
し
て
、村
内
でW

i-Fi

使
用
可
能
な
施
設
に
つ

い
て
も
併
せ
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
村
が
管
理
す
る
施
設
のW

i-Fi

整
備
は
、フ

リ
ー
あ
る
い
は
パ
ス
ワ
ー
ド
等
が
必
要
に
な
る

場
合
も
あ
る
が
、総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
除

き
、主
立
っ
た
公
共
施
設
で
対
応
で
き
て
い
る
。

ま
た
、集
会
所
等
で
は
、北
部
集
会
所
の
み
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
が
あ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
発
災
時
に
は
、避
難
者
の
安
全
や
人
数
、被
害

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、避
難
所
と
村
と
が
相
互

に
情
報
の
伝
達
や
収
集
を
行
え
る
環
境
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。こ
の
た
め
災
害
時
に
通
信
が
で

き
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
衛
星
携
帯
電
話
を

順
次
整
備
し
て
お
り
、各
避
難
所
と
連
絡
が
と
れ

る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

　
一
方
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
は
、当
然
発
災
時

の
通
信
手
段
の
一
つ
で
あ
る
が
、断
線
や
停
電
等

の
状
況
に
よ
り
、大
規
模
な
災
害
時
に
は
一
時
的

ま
た
は
中
期
的
に
不
通
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

光
ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
す
るW

i-Fi

整
備
も
同
様
と

考
え
て
い
る
。ま
た
整
備
後
の
維
持
経
費
等
活
用

場
面
を
想
定
し
た
場
合
、防
災
対
策
の
み
で
の

W
i-Fi

整
備
は
考
え
づ
ら
い
現
状
で
あ
る
。

9
　
防
災
対
策
の
み
で
の
整
備
は
考
え
て
い
な

い
よ
う
だ
が
、地
域
で
の
活
動
や
ほ
か
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
の
活
用
を
含
め
たW

i-Fi

整
備
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
や
リ
モ
ー
ト
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
行
う
こ
と
が
大
変
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、当
村
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
に
お
い
て

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
と
い
う
新
た
な
視
点

も
重
要
な
こ
と
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

 

答

　村
長

　
防
災
以
外
で
は
、北
部
地
区
で
の
取
り
組
み
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
整
え
ば
地
域
活
性
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
の
向
上
、効
率
化
に
つ
な
が
る
な
ど
活
用

の
場
面
が
増
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
北
部
集
会
所
に
お
い
て
地
域
活
性
化

の
面
でW

i-Fi

が
活
用
さ
れ
る
の
か
。ま
た
、今
後

リ
モ
ー
ト
を
使
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
ら
対
応
可
能
な
の
か
実
証

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

今
あ
る
拠
点
で
対
応
が
可
能
な
の
か
精
査
し
、実

証
し
て
、そ
の
う
え
で
整
備
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

買
い
物
弱
者
に
つ
い
て

9
　
令
和
３
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
後
の

検
討
経
過
を
問
う
。ま
た
、関
連
事
項
と
し
て
マ

ル
ナ
カ
の
移
動
販
売
に
つ
い
て
今
の
現
状
を
問

う
。

 

答

　村
長

　
昨
年
12
月
定
例
会
で
答
弁
し
た
A
コ
ー
プ
閉

店
後
の
影
響
に
つ
い
て
、社
会
福
祉
協
議
会
の

「
心
配
事
相
談
」に
お
い
て
36
名
の
独
居
及
び
高

齢
者
世
帯
の
方
か
ら
状
況
を
聞
き
取
り
、

・
閉
店
し
て
困
る
こ
と（
複
数
回
答
あ
り
）

「
近
隣
の
店
舗
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い
。不

便
だ
。」（
19
名
）

「
日
々
の
食
材
及
び
惣
菜
の
購
入
な
ど
に
困
る
。」

（
10
名
）

「
急
な
日
用
品
の
購
入
に
困
る
。」（
9
名
）

・
要
望
・
希
望

「
現
在
の
場
所
で
品
ぞ
ろ
え
の
豊
富
な
店
が
あ

る
と
助
か
る
。」

「
免
許
返
納
や
バ
ス
に
乗
れ
な
く
な
る
と
近
く

に
店
が
な
い
の
は
困
る
。」

「
日
々
の
食
事
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。」

な
ど
の
声
が
あ
る
。村
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、既
存
の
買
物
支
援
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、改
め
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、必
要
な
支
援

が
漏
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
積
極
的
に
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
対
応
の
な
か
、マ
ル
ナ
カ
が
中
芸
地

区
で
移
動
販
売
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
る
と
の

連
絡
が
中
芸
広
域
連
合
か
ら
あ
り
、問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
事
業
内
容
の
説
明
を
い
た
だ
け
る
と

の
こ
と
で
、７
月
21
日
に
担
当
課
長
と
保
健
師
で

対
応
を
行
っ
て
い
る
。マ
ル
ナ
カ
と
し
て
は
、中

芸
地
区
で
移
動
販
売
を
す
る
こ
と
は
決
定
事
項

で
あ
る
こ
と
、販
売
場
所
は
未
確
定
で
あ
る
こ
と
、

村
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
の
余
地
が
あ
る

こ
と
か
ら
、村
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し
て
、

集
い
の
場
等
で
高
齢
者
の
意
見
を
聞
き
、ル
ー
ト

と
販
売
場
所
を
集
約
し
、９
月
12
日
に
打
合
わ
せ

を
行
う
予
定
だ
と
報
告
を
受
け
た
。マ
ル
ナ
カ
に

よ
る
移
動
販
売
の
計
画
は
、あ
く
ま
で
も
民
間
事

業
者
に
よ
る
主
体
的
な
事
業
で
あ
る
た
め
、ど
こ

ま
で
村
が
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
か
は
分
か

り
か
ね
る
が
、買
い
物
支
援
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
本
村
に
と
っ
て
は
、ぜ
ひ
実
現
し
て
い
た
だ
き

た
い
事
業
で
も
あ
る
た
め
、村
と
し
て
も
積
極
的

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、こ
の
こ
と
は
マ
ル
ナ
カ
に
お
い
て
事
業

実
施
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る
こ
と
、民
間
事
業

者
主
体
の
事
業
で
あ
る
の
で
、現
時
点
で
こ
れ
以

上
の
こ
と
を
周
知
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。事
業

内
容
が
確
定
し
た
ら
、民
間
事
業
者
か
ら
周
知
の

チ
ラ
シ
等
が
配
布
さ
れ
る
と
も
聞
い
て
い
る
の

で
、村
と
し
て
も
広
報
等
に
よ
り
周
知
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

◇
報
告
◇

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
第
３
条
第
１
項
及
び
同
法
第
22
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

北
川
村
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価

に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、教
育
委
員
会

の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

◇
契
約
◇

島
橋
橋
梁
補
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　
５
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
第
96
条

第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
有
限
会
社
　
浜
渦
工
務
店

　
請
負
金
額
　
　
9
4
，0
5
0
，0
0
0
円

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

◇
人
事
◇

北
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
求
め
る

も
の
。

　
濵
渦
　
　
努
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　
地
方
税
法
第
4
2
3
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
上
村
　
尚
幸
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

◇
条
例
◇
　

北
川
村
議
会
議
員
及
び
北
川
村
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

令
和
4
年

第
3
回
議
会
定
例
会

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　 

議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
物
価
高
騰
対
応
給
付
金

及
び
中
岡
慎
太
郎
館
指
定
管
理
に
要
す
る
経
費
を

補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
お
い
て

歳
入
の
調
整
が
必
要
と
な
り
、一
般
会
計
へ
の
返

還
に
要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
保
健
事
業
及
び
介
護
予
防
の
一
体
的
な
事
業
に

要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
決
算
◇

　
令
和
３
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、所
管
課

よ
り
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
主
要
な
施
策
の
成

果
の
概
要
を
踏
ま
え
各
事
業
の
説
明
を
受
け
審
査

を
行
っ
た
結
果
、全
員
賛
成
で「
認
定
」と
決
定
し
た
。

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇
指
定
管
理
◇

中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
4
4
条
の
２
第
６
項
の
規
定

に
よ
り
、中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
も
の
。

　
指
定
管
理
者
　
特
定
非
営
利
法
人

　
　
　
　
　
　
　
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

　
指
定
期
間
　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
そ
の
他
◇

高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　
高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
の
解
散

に
係
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
第

2
9
0
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
令
和
４
年
度
執
行
状
況

◇
日
時
　
令
和
４
年
10
月
31
日（
月
）

◇
内
容

①
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て

②
令
和
４
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。・・ 

研
修 

・・

■
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

◇
日
時
　
令
和
４
年
10
月
20
日（
木
）

◇
場
所
　
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

◇
目
的

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、自

治
体
経
営
に
係
る
経
営
戦
略
、社
会
経
済
情

勢
、地
方
行
政
制
度
等
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
。

◇
内
容

　
・
講
演
　「
東
日
本
大
震
災
か
ら
未
来
へ
」

　
　  

宮
崎
県
南
三
陸
町

　
　
　  

町
長
　
佐
藤
　
仁

　
・
政
策
研
究
共
同
研
修
報
告

上村　　誠 村長

　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
北
川
村
議
会
議
員

及
び
北
川
村
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自

動
車
の
費
用
等
に
つ
い
て
、公
費
で
負
担
す
る
限

度
額
等
を
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
先
で
あ
る
特
定
非

営
利
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
へ
職
員
を
派

遣
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和

の
た
め
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
柏
木
飲
料
水
供
給
施
設
を
地
区
管
理
か
ら
村
管

理
と
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
予
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て



8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ

ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
が
好
評
で
、追
い
風

と
な
り
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
が
、感
染
第
７
波
と

な
っ
た
７
月
以
降
に
は
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
ぐ
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
７
月
末
現
在
で
1
，3
5
1
件
、1
0
，9
3
2

千
円（
前
年
度
同
期
1
，6
7
6
件
、1
2
，

3
2
6
千
円
▲
11
・
3
％
。）と
昨
年
を
下
回
っ
て

い
る
が
、近
年
の
寄
附
金
額
の
動
向
と
比
較
す
る

と
令
和
２
年
度
と
同
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

　
年
末
に
向
け
て
寄
附
が
増
加
す
る
の
で
、引
き

続
き
顕
彰
会
と
連
携
し
、魅
力
あ
る
返
礼
品
の
企

画
に
取
り
組
む
。

■
教
育
関
係

○「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
保
小
中

の
一
体
的
な
取
り
組
み

　
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
や
学
校
運
営
協

議
会
、保
育
所
・
小
中
学
校
保
護
者
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
て
、取
り
組
み
状
況
や
教
育
の
理
念
な
ど

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、保
護
者
や
村
民

の
皆
様
か
ら
広
く
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
き
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
は
、

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
学
習
な
ど
の
取
り

組
み
に
驚
い
た
。

・
今
の
教
育
は
、子
ど
も
達
の
郷
土
愛
や
村
に

帰
っ
て
き
た
い
と
い
う
想
い
を
育
ん
で
い
る

と
感
じ
た
。

・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
併
せ
て
、子
ど
も

を
増
や
す
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
令
和
４
年
9
月
定
例
議
会
は
、9
月
7
日
に
開

会
し
報
告
２
件
、条
例
制
定
、固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
、教
育
委
員
の
任
命
、一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
日
に
は
、令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、２
氏

が
３
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
感
染
者
の
急
増
に
よ
り
医
療
提
供
体
制
が

ひ
っ
迫
し
、自
宅
療
養
者
が
増
加
状
況
に
あ
る
。

　
県
は
、８
月
16
日
か
ら
対
応
ス
テ
ー
ジ
を
５
段

階
の
う
ち
最
も
厳
し
い「
特
別
対
策（
紫
）」に
引

き
上
げ
、高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
、不

要
不
急
の
外
出
を
極
力
控
え
る
こ
と
な
ど
を
要

請
し
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
、手
指
消
毒
及
び
換
気
な
ど
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、３
回
目
、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
。

■
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金（
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
分
）を
活
用
し
、日
常
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、村
独
自
の
給
付
事
業
を
考
え
て
い
る
。

　
ゆ
ず
農
家
を
は
じ
め
と
す
る
村
内
の
事
業
者

に
対
す
る
支
援
は
、国
や
県
の
動
き
を
注
視
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

■
地
方
創
生
総
合
戦
略

○
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

・
15
会
場
で
開
催
し
、延
べ
89
人
の
参
加

・
内
容第

２
期
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
関
し「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

（
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
）」を
軸
に

産
業
分
野
、健
康
づ
く
り
な
ど
の
取
組
状
況

を
説
明
。

・
意
見
、質
問

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、外
国
語

や
地
域
学
な
ど
の
取
り
組
み
を
評
価
い
た

だ
く
一
方
、子
ど
も
が
減
少
し
て
い
る
状
況

に
不
安
を
抱
く
声
な
ど
も
聞
か
れ
た
。

北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
ほ
場
整
備
が
進
む
な

か
、ゆ
ず
の
生
産
量
増
加
等
に
伴
う
販
路
拡

大
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

座
談
会
で
の
意
見
や
要
望
の
う
ち
、す
ぐ
に
着

手
で
き
る
も
の
は
実
行
に
移
し
て
い
く
。予
算
措

置
が
必
要
な
案
件
は
、今
後
の
予
算
編
成
な
ど
を

通
じ
て
、実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

○
北
部
地
区
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
立
案
や
運
営
支
援
を

行
う
集
落
再
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
を
８

月
１
日
に
配
置
。現
在
、北
部
地
区
の
現
状
把
握

を
行
い
な
が
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
の
策
定

　
今
年
度
に
研
修
を
卒
業
す
る
農
業
研
修
生
３

名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
農
家
と
の
３
者
面
談
を

行
っ
た
う
え
で
作
成
し
た
事
業
計
画
書
の
内
容

を
精
査
し
て
い
る
。経
営
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、

素
案
の
段
階
で
あ
る
が
、就
農
か
ら
し
ば
ら
く
は

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
試
算
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
国
の
経
営
開
始
資
金
終
了
後
の
数
年
を
ど

う
乗
り
越
え
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。今
後

は
、ほ
場
整
備
や
成
木
園
地
確
保
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、今
月
末
を
目
標
に
経
営
モ
デ
ル
と
園
地

配
分
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
い
く
。

○
ゆ
ず
の
母
樹
園
設
置

　
Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
柚
子
部
北
川
支
部
よ
り
、

「
柚
子
部
が
主
体
と
な
り
管
理
を
し
て
き
た
、ゆ

ず
の
苗
木
を
生
産
す
る
母
樹
の
多
く
が
病
気
等
に

な
っ
た
た
め
穂
木
が
不
足
し
て
い
る
」「
苗
木
生

産
の
事
業
者
が
高
齢
化
し
て
お
り
、今
後
の
苗
木

生
産
の
継
続
性
が
見
通
せ
な
い
」と
の
相
談
が

あ
っ
た
。こ
れ
を
受
け
、Ｊ
Ａ
北
川
支
所
営
農
指

導
員
と
県
安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
普
及
指
導
員
、

村
産
業
政
策
課
職
員
で
母
樹
園
管
理
と
苗
木
生
産

を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
高
知
市
土
佐
山
柚
子
生
産
組

合
と
い
の
町
農
業
公
社
の
視
察
を
行
い
、産
業
構

築
の
一
環
と
し
て
村
内
で
の
安
定
的
な
苗
木
生
産

に
向
け
て
、Ｊ
Ａ
柚
子
部
や
関
係
機
関
と
の
協
議

を
重
ね
、村
と
し
て
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。

○
野
友
地
区
の
ほ
場
整
備

　
地
権
者
か
ら
同
意
を
得
て
、７
月
22
日
に
県
安

芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
で
全
地
権
者
へ
の

説
明
会
が
行
わ
れ
た
。説
明
会
で
は
、設
計
に
関

す
る
個
別
の
確
認
や
要
望
は
あ
っ
た
が
、反
対
意

見
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、10
月
着
工
の
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル

　
11
月
に
行
う
国
へ
の
事
業
申
請
書
を
作
成
し

て
い
る
。中
間
管
理
権
の
設
定
に
必
要
な
農
用
地

利
用
集
積
計
画
の
同
意
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
厳
し
い
。安
倉
地
区
1.4
h
a
に

お
い
て
、相
続
権
者
の
整
理
と
各
権
利
者
の
意
思

確
認
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、整
備
計
画
区
域
か

ら
一
旦
外
す
こ
と
と
し
、第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は

５
地
区
7.6
h
a
と
な
る
。

○
和
田
日
浦
地
区
の
ほ
場
整
備

　
県
に
よ
る
整
地
工
事
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、村
が
行
う
農
道
及
び
水
路
の
整
備
工
事
を
県

の
整
地
工
事
と
並
行
し
て
10
月
か
ら
行
う
こ
と

と
し
、県
工
事
の
進
捗
を
確
認
・
調
整
し
な
が
ら
、

来
年
３
月
の
完
成
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
村
道
久
府
付
線
及
び
村
道
内
谷
線
の
道
路
改

良
事
業

　
６
月
13
日
に
測
量
設
計
の
委
託
契
約
を
締
結
。

　
村
道
久
府
付
線
は
、測
量
設
計
を
12
月
中
に
完

了
し
、工
事
は
簡
易
水
道
耐
震
管
設
置
工
事
と
併

せ
て
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
を
予
定
。村
道
内

谷
線
は
、測
量
設
計
を
９
月
末
に
完
了
さ
せ
、11

月
に
着
工
、３
月
完
成
予
定
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
７
月
１
日
に
村
内
全
戸
へ
工
事
実
施
の
お
知

ら
せ
を
配
布
し
、７
月
12
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ

着
工
し
た
。９
月
12
日
か
ら
躯
体
工
事
に
入
り
、

来
年
３
月
の
完
成
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

　
６
月
29
日
に
株
式
会
社
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
委
託
契
約
を
締
結
。現
在
、温
室
効
果
ガ
ス

排
出
状
況
な
ど
村
の
現
状
を
把
握
す
る
基
礎
調
査

を
行
っ
て
い
る
。計
画
策
定
に
あ
た
り
、高
知
工
科

大
学
、高
知
大
学
の
有
識
者
な
ど
９
名
の
委
員
に

よ
る
北
川
村
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
検
討
委
員

会
を
設
置
。９
月
１
日
の
第
１
回
検
討
委
員
会
で

は
、具
体
的
な
施
策
の
検
討
と
将
来
的
な
二
酸
化

炭
素
削
減
量
の
把
握
な
ど
の
基
礎
調
査
を
行
う
こ

と
。ま
た
、地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標

や
2
0
5
0
年
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
検
討
を
重
ね
、村
と
し
て
の
計
画
を
策
定
。

来
年
１
月
か
ら
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
脱
炭

素
先
行
地
域
1
0
0
選
の
選
定
に
応
募
、来
年
度

以
降
の
事
業
化
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化（
8
月
末
申
請
件
数
）

診
断
３
件
　
設
計
４
件
　
改
修
工
事
３
件

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却（
8
月
末
件
数
）

相
談
６
件
、う
ち
完
了
２
件

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
集
団
検
診

　
健
康
づ
く
り
婦
人
会
と
保
健
福
祉
推
進
員
に

よ
る
戸
別
訪
問
や
健
診
時
間
の
指
定
に
よ
る
待

ち
時
間
の
短
縮
な
ど
、検
診
を
受
け
や
す
い
環
境

整
備
に
努
め
、前
年
度
を
26
人
上
回
る
2
0
5
人

が
受
診
。今
後
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、継
続
的
な
戸
別
訪
問

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、医
療
機
関
に
受
診
勧
奨

の
協
力
要
請
を
し
て
い
く
。

○
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施

　
管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
か

ら
だ
づ
く
り
健
康
教
室
を
開
催
。加
茂
農
業
セ
ン

タ
ー
や
野
川
、野
友
、宗
ノ
上
、小
島
の
集
会
所
で

52
人
が
参
加
。筋
力
維
持
の
た
め
に
タ
ン
パ
ク
質

の
摂
取
を
主
と
し
た
食
改
善
や
運
動
の
相
談
と

指
導
を
行
っ
た
。同
時
に
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、参
加
者
の
介
護
予
防
に
関
す
る
分
析
に
活

用
し
て
い
く
。

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
先
月
末
現
在
40
名
が
利
用
。コ
ロ
ナ
禍
が
長
引

く
な
か
、社
会
参
加
活
動
の
減
少
や
運
動
機
能
の

低
下
に
よ
り
一
時
的
な
支
援
の
希
望
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、コ
ロ
ナ

禍
前
の
自
立
し
た
食
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、自
ら
調
理
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
本

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き

見
守
り
や
健
康
管
理
な
ど
を
行
い
、高
齢
者
等
の

低
栄
養
リ
ス
ク
改
善
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
８
月
末
現
在
　
入
園
者
数
　
6
3
，4
5
7
人
。

（
前
年
同
期
　
3
8
，3
0
4
人
＋
66
％
。

令
和
２
年
度
同
期
　
2
9
，8
3
9
人
＋

1
1
3
％
。）

　
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
行
動
制
限
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、６
月
、７
月
は
個
人
、団
体
客
と
も
に
好
調
で

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
傾
向
に
あ
っ
た

が
、８
月
は
よ
さ
こ
い
祭
り
や
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
な
ど
に
よ
り
、観
光
ツ
ア
ー
の
宿
泊

が
困
難
と
な
っ
た
影
響
か
ら
、団
体
客
の
予
約
が

減
少
。今
月
は
、団
体
客
の
予
約
が
37
件
、約

7
0
0
名（
前
年
同
月
９
件
、1
0
0
名
）と
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、感
染
第
７
波
の
影
響

が
危
惧
さ
れ
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
８
月
末
現
在
　
利
用
者
数
　
9
，1
4
3
人
。

（
昨
年
同
期
　
8
，4
0
0
人
＋
９
％
。

令
和
２
年
度
同
期
　
6
，9
2
6
人
＋
32
％
。）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
密
状
態
を
回
避
し
た
宿

泊
予
約
な
ど
の
対
応
を
継
続
。高
知
県
東
部
観
光

協
議
会
に
よ
る
５
月
９
日
か
ら
９
月
末
ま
で
の

「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の

　
ま
た
、子
ど
も
の
減
少
に
よ
る
少
人
数
学
級
・

多
年
齢
学
習（
複
式
学
級
）に
つ
い
て
は
、メ
リ
ッ

ト
が
多
い
と
感
じ
る
方
が
い
る
一
方
、学
級
編
成

へ
の
不
安
や
学
習
進
度
の
遅
れ
を
心
配
す
る
声

も
あ
る
。

　
今
後
は
、座
談
会
や
子
育
て
世
帯
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、先
駆
的
な
山

間
地
教
育
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
仕
組
み
を
模
索

し
、永
続
さ
せ
ら
れ
る
北
川
村
な
ら
で
は
の
15
年

一
貫
し
た
子
育
て
を
目
指
す
た
め
、教
育
水
準
書

の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
継
続
し
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
８
月
末
現
在
　
入
館
者
数
　
2
，2
5
7
人

（
前
年
同
期
1
，8
8
2
人
＋
20
％
。

令
和
２
年
同
期
1
，0
9
9
人
＋
1
0
5
％
。）

　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、厳
し
い
状
況
も
考
え
ら
れ
る
が
、感

染
対
策
の
徹
底
や
企
画
展
等
の
充
実
を
図
り
、来

館
者
の
増
加
に
努
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

運
営

　
移
管
事
業
や
新
規
事
業
の
整
理
・
精
査
に
つ
い

て
、関
係
者
の
方
々
と
協
議
・
検
討
を
重
ね
、10
月

１
日
か
ら
の
移
行
に
目
処
が
立
っ
た
。令
和
６
年

度
に
迎
え
る
開
館
30
周
年
を
契
機
に
交
流
・
関
係

人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、業
務
全
般
を
円
滑
に

遂
行
で
き
る
よ
う
、体
制
の
精
査
や
課
題
整
理
な

ど
の
基
礎
固
め
を
行
い
、来
年
度
か
ら
新
た
な
事

業
を
実
施
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
9
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

小
水
力
発
電
計
画
に
つ
い
て

9
　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
に
応
募
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
、こ
の

第
３
回
定
例
会
行
政
報
告
の
中
で
も
説
明
が

あ
っ
た
。再
度
、小
水
力
発
電
計
画
に
お
け
る
現

在
ま
で
の
進
捗
状
況
及
び
、今
後
の
取
組
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
宗
ノ
上
地
区
及
び
安
倉
地
区（
蛇
谷
と
矢
筈

谷
）、電
源
開
発
が
計
画
し
て
い
た
平
鍋
清
水
バ

イ
パ
ス
の
４
ヶ
所
の
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
、脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
選
定
さ
れ
た

場
合
に
、活
用
が
可
能
な
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
よ
る
事
業
化
を
検
討
し
て

お
り
、昨
年
12
月
ご
ろ
か
ら
、環
境
省
や
経
済
産

業
省
、総
務
省
、県
選
出
国
会
議
員
等
に
事
業
要

望
を
行
っ
て
き
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
計
画
策
定
に
係

る
調
査
等
費
用
に
対
し
４
月
26
日
に
、公
益
財
団

法
人
日
本
環
境
協
会
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
費
等
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
。

そ
の
後
、指
名
競
争
入
札
を
経
て
６
月
29
日
に
株

式
会
社
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
、基
礎
調

査
等
委
託
業
務
に
関
す
る
委
託
契
約
を
締
結
し
、

現
在
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況
や
再
エ
ネ
導
入

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
な
ど
、村
の
現
状
を
把
握
す

る
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、脱
炭
素
及
び
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

専
門
的
な
知
見
か
ら
協
議
と
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
に
高
知
工
科
大
学
や
高
知
大
学
の
有
識
者
な
ど

の
委
員
９
名
に
よ
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、９
月

１
日
に
第
１
回
目
を
開
催
し
た
。今
後
は
、脱
炭

素
シ
ナ
リ
オ
や
脱
炭
素
化
に
向
け
た
施
策
等
の
検

討
を
行
い
、令
和
５
年
１
月
か
ら
２
月
ご
ろ
の
脱

炭
素
先
行
地
域
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
向
け
て
、年

内
の
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
調
査
、あ
る
い

は
検
討
し
て
き
た
資
料
情
報
に
つ
い
て
は
、随
時

新
し
い
も
の
を
含
め
て
共
有
し
て
い
る
。

9
　
電
源
開
発
本
店
に
村
長
と
常
任
委
員
長
が

小
水
力
発
電
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
協
力
依

頼
に
行
っ
た
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
な
内
容
の
協

力
依
頼
を
し
た
の
か
。ま
た
電
源
開
発
側
の
感
触

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
に
あ
た
り
、地
域
企
業
と
協
力
体
制
を
築
き

事
業
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、脱
炭
素
先
行

地
域
計
画
書
に
電
源
開
発
と
の
協
力
を
明
記
す

る
方
向
で
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

発
電
し
て
い
る
電
力
の
う
ち
契
約
会
社
と
の
契

約
分
を
上
回
る
余
剰
電
力
分
に
つ
い
て
、可
能
な

限
り
提
供
す
る
旨
の
回
答
が
あ
り
、地
域
貢
献
と

い
う
部
分
で
支
援
を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
地
域
企
業
で
あ
る
電
源
開
発
と
電
力
事
業
者

で
あ
る
四
国
電
力
と
協
力
し
て
い
か
な
い
と
、脱

炭
素
を
村
が
目
指
す
と
こ
ろ
の
民
生
分

1
0
0
％
再
エ
ネ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い

の
で
、協
議
を
重
ね
た
う
え
で
、協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

避
難
所（
交
流
セ
ン
タ
ー
）のW

i-Fi

整
備
に

つ
い
て

9
　
村
内
各
地
域
の
交
流
セ
ン
タ
ー
と
集
会
所

は
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。防
災
対
策
の
一

つ
と
し
てW

i-Fi

を
整
備
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
。ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。現
状

と
し
て
、村
内
でW

i-Fi

使
用
可
能
な
施
設
に
つ

い
て
も
併
せ
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
村
が
管
理
す
る
施
設
のW

i-Fi

整
備
は
、フ

リ
ー
あ
る
い
は
パ
ス
ワ
ー
ド
等
が
必
要
に
な
る

場
合
も
あ
る
が
、総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
除

き
、主
立
っ
た
公
共
施
設
で
対
応
で
き
て
い
る
。

ま
た
、集
会
所
等
で
は
、北
部
集
会
所
の
み
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
が
あ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
発
災
時
に
は
、避
難
者
の
安
全
や
人
数
、被
害

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、避
難
所
と
村
と
が
相
互

に
情
報
の
伝
達
や
収
集
を
行
え
る
環
境
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。こ
の
た
め
災
害
時
に
通
信
が
で

き
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
衛
星
携
帯
電
話
を

順
次
整
備
し
て
お
り
、各
避
難
所
と
連
絡
が
と
れ

る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

　
一
方
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
は
、当
然
発
災
時

の
通
信
手
段
の
一
つ
で
あ
る
が
、断
線
や
停
電
等

の
状
況
に
よ
り
、大
規
模
な
災
害
時
に
は
一
時
的

ま
た
は
中
期
的
に
不
通
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

光
ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
す
るW

i-Fi

整
備
も
同
様
と

考
え
て
い
る
。ま
た
整
備
後
の
維
持
経
費
等
活
用

場
面
を
想
定
し
た
場
合
、防
災
対
策
の
み
で
の

W
i-Fi

整
備
は
考
え
づ
ら
い
現
状
で
あ
る
。

9
　
防
災
対
策
の
み
で
の
整
備
は
考
え
て
い
な

い
よ
う
だ
が
、地
域
で
の
活
動
や
ほ
か
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
の
活
用
を
含
め
たW

i-Fi

整
備
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
や
リ
モ
ー
ト
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
行
う
こ
と
が
大
変
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、当
村
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
に
お
い
て

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
と
い
う
新
た
な
視
点

も
重
要
な
こ
と
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

 

答

　村
長

　
防
災
以
外
で
は
、北
部
地
区
で
の
取
り
組
み
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
整
え
ば
地
域
活
性
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
の
向
上
、効
率
化
に
つ
な
が
る
な
ど
活
用

の
場
面
が
増
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
北
部
集
会
所
に
お
い
て
地
域
活
性
化

の
面
でW

i-Fi

が
活
用
さ
れ
る
の
か
。ま
た
、今
後

リ
モ
ー
ト
を
使
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
ら
対
応
可
能
な
の
か
実
証

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

今
あ
る
拠
点
で
対
応
が
可
能
な
の
か
精
査
し
、実

証
し
て
、そ
の
う
え
で
整
備
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

買
い
物
弱
者
に
つ
い
て

9
　
令
和
３
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
後
の

検
討
経
過
を
問
う
。ま
た
、関
連
事
項
と
し
て
マ

ル
ナ
カ
の
移
動
販
売
に
つ
い
て
今
の
現
状
を
問

う
。

 

答

　村
長

　
昨
年
12
月
定
例
会
で
答
弁
し
た
A
コ
ー
プ
閉

店
後
の
影
響
に
つ
い
て
、社
会
福
祉
協
議
会
の

「
心
配
事
相
談
」に
お
い
て
36
名
の
独
居
及
び
高

齢
者
世
帯
の
方
か
ら
状
況
を
聞
き
取
り
、

・
閉
店
し
て
困
る
こ
と（
複
数
回
答
あ
り
）

「
近
隣
の
店
舗
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い
。不

便
だ
。」（
19
名
）

「
日
々
の
食
材
及
び
惣
菜
の
購
入
な
ど
に
困
る
。」

（
10
名
）

「
急
な
日
用
品
の
購
入
に
困
る
。」（
9
名
）

・
要
望
・
希
望

「
現
在
の
場
所
で
品
ぞ
ろ
え
の
豊
富
な
店
が
あ

る
と
助
か
る
。」

「
免
許
返
納
や
バ
ス
に
乗
れ
な
く
な
る
と
近
く

に
店
が
な
い
の
は
困
る
。」

「
日
々
の
食
事
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。」

な
ど
の
声
が
あ
る
。村
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、既
存
の
買
物
支
援
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、改
め
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、必
要
な
支
援

が
漏
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
積
極
的
に
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
対
応
の
な
か
、マ
ル
ナ
カ
が
中
芸
地

区
で
移
動
販
売
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
る
と
の

連
絡
が
中
芸
広
域
連
合
か
ら
あ
り
、問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
事
業
内
容
の
説
明
を
い
た
だ
け
る
と

の
こ
と
で
、７
月
21
日
に
担
当
課
長
と
保
健
師
で

対
応
を
行
っ
て
い
る
。マ
ル
ナ
カ
と
し
て
は
、中

芸
地
区
で
移
動
販
売
を
す
る
こ
と
は
決
定
事
項

で
あ
る
こ
と
、販
売
場
所
は
未
確
定
で
あ
る
こ
と
、

村
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
の
余
地
が
あ
る

こ
と
か
ら
、村
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し
て
、

集
い
の
場
等
で
高
齢
者
の
意
見
を
聞
き
、ル
ー
ト

と
販
売
場
所
を
集
約
し
、９
月
12
日
に
打
合
わ
せ

を
行
う
予
定
だ
と
報
告
を
受
け
た
。マ
ル
ナ
カ
に

よ
る
移
動
販
売
の
計
画
は
、あ
く
ま
で
も
民
間
事

業
者
に
よ
る
主
体
的
な
事
業
で
あ
る
た
め
、ど
こ

ま
で
村
が
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
か
は
分
か

り
か
ね
る
が
、買
い
物
支
援
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
本
村
に
と
っ
て
は
、ぜ
ひ
実
現
し
て
い
た
だ
き

た
い
事
業
で
も
あ
る
た
め
、村
と
し
て
も
積
極
的

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、こ
の
こ
と
は
マ
ル
ナ
カ
に
お
い
て
事
業

実
施
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る
こ
と
、民
間
事
業

者
主
体
の
事
業
で
あ
る
の
で
、現
時
点
で
こ
れ
以

上
の
こ
と
を
周
知
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。事
業

内
容
が
確
定
し
た
ら
、民
間
事
業
者
か
ら
周
知
の

チ
ラ
シ
等
が
配
布
さ
れ
る
と
も
聞
い
て
い
る
の

で
、村
と
し
て
も
広
報
等
に
よ
り
周
知
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

◇
報
告
◇

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
第
３
条
第
１
項
及
び
同
法
第
22
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

北
川
村
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価

に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、教
育
委
員
会

の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

◇
契
約
◇

島
橋
橋
梁
補
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　
５
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
第
96
条

第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
有
限
会
社
　
浜
渦
工
務
店

　
請
負
金
額
　
　
9
4
，0
5
0
，0
0
0
円

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

◇
人
事
◇

北
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
求
め
る

も
の
。

　
濵
渦
　
　
努
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　
地
方
税
法
第
4
2
3
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
上
村
　
尚
幸
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

◇
条
例
◇
　

北
川
村
議
会
議
員
及
び
北
川
村
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

令
和
4
年

第
3
回
議
会
定
例
会

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　 

議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
物
価
高
騰
対
応
給
付
金

及
び
中
岡
慎
太
郎
館
指
定
管
理
に
要
す
る
経
費
を

補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
お
い
て

歳
入
の
調
整
が
必
要
と
な
り
、一
般
会
計
へ
の
返

還
に
要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
保
健
事
業
及
び
介
護
予
防
の
一
体
的
な
事
業
に

要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
決
算
◇

　
令
和
３
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、所
管
課

よ
り
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
主
要
な
施
策
の
成

果
の
概
要
を
踏
ま
え
各
事
業
の
説
明
を
受
け
審
査

を
行
っ
た
結
果
、全
員
賛
成
で「
認
定
」と
決
定
し
た
。

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇
指
定
管
理
◇

中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
4
4
条
の
２
第
６
項
の
規
定

に
よ
り
、中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
も
の
。

　
指
定
管
理
者
　
特
定
非
営
利
法
人

　
　
　
　
　
　
　
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

　
指
定
期
間
　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
そ
の
他
◇

高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　
高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
の
解
散

に
係
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
第

2
9
0
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
令
和
４
年
度
執
行
状
況

◇
日
時
　
令
和
４
年
10
月
31
日（
月
）

◇
内
容

①
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て

②
令
和
４
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。・・ 

研
修 

・・

■
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

◇
日
時
　
令
和
４
年
10
月
20
日（
木
）

◇
場
所
　
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

◇
目
的

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、自

治
体
経
営
に
係
る
経
営
戦
略
、社
会
経
済
情

勢
、地
方
行
政
制
度
等
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
。

◇
内
容

　
・
講
演
　「
東
日
本
大
震
災
か
ら
未
来
へ
」

　
　  

宮
崎
県
南
三
陸
町

　
　
　  

町
長
　
佐
藤
　
仁

　
・
政
策
研
究
共
同
研
修
報
告

上村　　誠 村長

　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
北
川
村
議
会
議
員

及
び
北
川
村
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自

動
車
の
費
用
等
に
つ
い
て
、公
費
で
負
担
す
る
限

度
額
等
を
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
先
で
あ
る
特
定
非

営
利
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
へ
職
員
を
派

遣
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和

の
た
め
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
柏
木
飲
料
水
供
給
施
設
を
地
区
管
理
か
ら
村
管

理
と
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
予
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て



10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ

ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
が
好
評
で
、追
い
風

と
な
り
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
が
、感
染
第
７
波
と

な
っ
た
７
月
以
降
に
は
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
ぐ
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
７
月
末
現
在
で
1
，3
5
1
件
、1
0
，9
3
2

千
円（
前
年
度
同
期
1
，6
7
6
件
、1
2
，

3
2
6
千
円
▲
11
・
3
％
。）と
昨
年
を
下
回
っ
て

い
る
が
、近
年
の
寄
附
金
額
の
動
向
と
比
較
す
る

と
令
和
２
年
度
と
同
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

　
年
末
に
向
け
て
寄
附
が
増
加
す
る
の
で
、引
き

続
き
顕
彰
会
と
連
携
し
、魅
力
あ
る
返
礼
品
の
企

画
に
取
り
組
む
。

■
教
育
関
係

○「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
保
小
中

の
一
体
的
な
取
り
組
み

　
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
や
学
校
運
営
協

議
会
、保
育
所
・
小
中
学
校
保
護
者
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
て
、取
り
組
み
状
況
や
教
育
の
理
念
な
ど

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、保
護
者
や
村
民

の
皆
様
か
ら
広
く
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
き
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
は
、

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
学
習
な
ど
の
取
り

組
み
に
驚
い
た
。

・
今
の
教
育
は
、子
ど
も
達
の
郷
土
愛
や
村
に

帰
っ
て
き
た
い
と
い
う
想
い
を
育
ん
で
い
る

と
感
じ
た
。

・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
併
せ
て
、子
ど
も

を
増
や
す
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
令
和
４
年
9
月
定
例
議
会
は
、9
月
7
日
に
開

会
し
報
告
２
件
、条
例
制
定
、固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
、教
育
委
員
の
任
命
、一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
日
に
は
、令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、２
氏

が
３
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
感
染
者
の
急
増
に
よ
り
医
療
提
供
体
制
が

ひ
っ
迫
し
、自
宅
療
養
者
が
増
加
状
況
に
あ
る
。

　
県
は
、８
月
16
日
か
ら
対
応
ス
テ
ー
ジ
を
５
段

階
の
う
ち
最
も
厳
し
い「
特
別
対
策（
紫
）」に
引

き
上
げ
、高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
、不

要
不
急
の
外
出
を
極
力
控
え
る
こ
と
な
ど
を
要

請
し
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
、手
指
消
毒
及
び
換
気
な
ど
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、３
回
目
、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
。

■
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金（
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
分
）を
活
用
し
、日
常
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、村
独
自
の
給
付
事
業
を
考
え
て
い
る
。

　
ゆ
ず
農
家
を
は
じ
め
と
す
る
村
内
の
事
業
者

に
対
す
る
支
援
は
、国
や
県
の
動
き
を
注
視
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

■
地
方
創
生
総
合
戦
略

○
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

・
15
会
場
で
開
催
し
、延
べ
89
人
の
参
加

・
内
容第

２
期
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
関
し「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

（
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
）」を
軸
に

産
業
分
野
、健
康
づ
く
り
な
ど
の
取
組
状
況

を
説
明
。

・
意
見
、質
問

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、外
国
語

や
地
域
学
な
ど
の
取
り
組
み
を
評
価
い
た

だ
く
一
方
、子
ど
も
が
減
少
し
て
い
る
状
況

に
不
安
を
抱
く
声
な
ど
も
聞
か
れ
た
。

北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
ほ
場
整
備
が
進
む
な

か
、ゆ
ず
の
生
産
量
増
加
等
に
伴
う
販
路
拡

大
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

座
談
会
で
の
意
見
や
要
望
の
う
ち
、す
ぐ
に
着

手
で
き
る
も
の
は
実
行
に
移
し
て
い
く
。予
算
措

置
が
必
要
な
案
件
は
、今
後
の
予
算
編
成
な
ど
を

通
じ
て
、実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

○
北
部
地
区
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
立
案
や
運
営
支
援
を

行
う
集
落
再
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
を
８

月
１
日
に
配
置
。現
在
、北
部
地
区
の
現
状
把
握

を
行
い
な
が
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
の
策
定

　
今
年
度
に
研
修
を
卒
業
す
る
農
業
研
修
生
３

名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
農
家
と
の
３
者
面
談
を

行
っ
た
う
え
で
作
成
し
た
事
業
計
画
書
の
内
容

を
精
査
し
て
い
る
。経
営
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、

素
案
の
段
階
で
あ
る
が
、就
農
か
ら
し
ば
ら
く
は

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
試
算
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
国
の
経
営
開
始
資
金
終
了
後
の
数
年
を
ど

う
乗
り
越
え
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。今
後

は
、ほ
場
整
備
や
成
木
園
地
確
保
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、今
月
末
を
目
標
に
経
営
モ
デ
ル
と
園
地

配
分
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
い
く
。

○
ゆ
ず
の
母
樹
園
設
置

　
Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
柚
子
部
北
川
支
部
よ
り
、

「
柚
子
部
が
主
体
と
な
り
管
理
を
し
て
き
た
、ゆ

ず
の
苗
木
を
生
産
す
る
母
樹
の
多
く
が
病
気
等
に

な
っ
た
た
め
穂
木
が
不
足
し
て
い
る
」「
苗
木
生

産
の
事
業
者
が
高
齢
化
し
て
お
り
、今
後
の
苗
木

生
産
の
継
続
性
が
見
通
せ
な
い
」と
の
相
談
が

あ
っ
た
。こ
れ
を
受
け
、Ｊ
Ａ
北
川
支
所
営
農
指

導
員
と
県
安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
普
及
指
導
員
、

村
産
業
政
策
課
職
員
で
母
樹
園
管
理
と
苗
木
生
産

を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
高
知
市
土
佐
山
柚
子
生
産
組

合
と
い
の
町
農
業
公
社
の
視
察
を
行
い
、産
業
構

築
の
一
環
と
し
て
村
内
で
の
安
定
的
な
苗
木
生
産

に
向
け
て
、Ｊ
Ａ
柚
子
部
や
関
係
機
関
と
の
協
議

を
重
ね
、村
と
し
て
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。

○
野
友
地
区
の
ほ
場
整
備

　
地
権
者
か
ら
同
意
を
得
て
、７
月
22
日
に
県
安

芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
で
全
地
権
者
へ
の

説
明
会
が
行
わ
れ
た
。説
明
会
で
は
、設
計
に
関

す
る
個
別
の
確
認
や
要
望
は
あ
っ
た
が
、反
対
意

見
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、10
月
着
工
の
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル

　
11
月
に
行
う
国
へ
の
事
業
申
請
書
を
作
成
し

て
い
る
。中
間
管
理
権
の
設
定
に
必
要
な
農
用
地

利
用
集
積
計
画
の
同
意
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
厳
し
い
。安
倉
地
区
1.4
h
a
に

お
い
て
、相
続
権
者
の
整
理
と
各
権
利
者
の
意
思

確
認
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、整
備
計
画
区
域
か

ら
一
旦
外
す
こ
と
と
し
、第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は

５
地
区
7.6
h
a
と
な
る
。

○
和
田
日
浦
地
区
の
ほ
場
整
備

　
県
に
よ
る
整
地
工
事
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、村
が
行
う
農
道
及
び
水
路
の
整
備
工
事
を
県

の
整
地
工
事
と
並
行
し
て
10
月
か
ら
行
う
こ
と

と
し
、県
工
事
の
進
捗
を
確
認
・
調
整
し
な
が
ら
、

来
年
３
月
の
完
成
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
村
道
久
府
付
線
及
び
村
道
内
谷
線
の
道
路
改

良
事
業

　
６
月
13
日
に
測
量
設
計
の
委
託
契
約
を
締
結
。

　
村
道
久
府
付
線
は
、測
量
設
計
を
12
月
中
に
完

了
し
、工
事
は
簡
易
水
道
耐
震
管
設
置
工
事
と
併

せ
て
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
を
予
定
。村
道
内

谷
線
は
、測
量
設
計
を
９
月
末
に
完
了
さ
せ
、11

月
に
着
工
、３
月
完
成
予
定
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
７
月
１
日
に
村
内
全
戸
へ
工
事
実
施
の
お
知

ら
せ
を
配
布
し
、７
月
12
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ

着
工
し
た
。９
月
12
日
か
ら
躯
体
工
事
に
入
り
、

来
年
３
月
の
完
成
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

　
６
月
29
日
に
株
式
会
社
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
委
託
契
約
を
締
結
。現
在
、温
室
効
果
ガ
ス

排
出
状
況
な
ど
村
の
現
状
を
把
握
す
る
基
礎
調
査

を
行
っ
て
い
る
。計
画
策
定
に
あ
た
り
、高
知
工
科

大
学
、高
知
大
学
の
有
識
者
な
ど
９
名
の
委
員
に

よ
る
北
川
村
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
検
討
委
員

会
を
設
置
。９
月
１
日
の
第
１
回
検
討
委
員
会
で

は
、具
体
的
な
施
策
の
検
討
と
将
来
的
な
二
酸
化

炭
素
削
減
量
の
把
握
な
ど
の
基
礎
調
査
を
行
う
こ

と
。ま
た
、地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標

や
2
0
5
0
年
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
検
討
を
重
ね
、村
と
し
て
の
計
画
を
策
定
。

来
年
１
月
か
ら
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
脱
炭

素
先
行
地
域
1
0
0
選
の
選
定
に
応
募
、来
年
度

以
降
の
事
業
化
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化（
8
月
末
申
請
件
数
）

診
断
３
件
　
設
計
４
件
　
改
修
工
事
３
件

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却（
8
月
末
件
数
）

相
談
６
件
、う
ち
完
了
２
件

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
集
団
検
診

　
健
康
づ
く
り
婦
人
会
と
保
健
福
祉
推
進
員
に

よ
る
戸
別
訪
問
や
健
診
時
間
の
指
定
に
よ
る
待

ち
時
間
の
短
縮
な
ど
、検
診
を
受
け
や
す
い
環
境

整
備
に
努
め
、前
年
度
を
26
人
上
回
る
2
0
5
人

が
受
診
。今
後
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、継
続
的
な
戸
別
訪
問

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、医
療
機
関
に
受
診
勧
奨

の
協
力
要
請
を
し
て
い
く
。

○
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施

　
管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
か

ら
だ
づ
く
り
健
康
教
室
を
開
催
。加
茂
農
業
セ
ン

タ
ー
や
野
川
、野
友
、宗
ノ
上
、小
島
の
集
会
所
で

52
人
が
参
加
。筋
力
維
持
の
た
め
に
タ
ン
パ
ク
質

の
摂
取
を
主
と
し
た
食
改
善
や
運
動
の
相
談
と

指
導
を
行
っ
た
。同
時
に
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、参
加
者
の
介
護
予
防
に
関
す
る
分
析
に
活

用
し
て
い
く
。

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
先
月
末
現
在
40
名
が
利
用
。コ
ロ
ナ
禍
が
長
引

く
な
か
、社
会
参
加
活
動
の
減
少
や
運
動
機
能
の

低
下
に
よ
り
一
時
的
な
支
援
の
希
望
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、コ
ロ
ナ

禍
前
の
自
立
し
た
食
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、自
ら
調
理
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
本

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き

見
守
り
や
健
康
管
理
な
ど
を
行
い
、高
齢
者
等
の

低
栄
養
リ
ス
ク
改
善
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
８
月
末
現
在
　
入
園
者
数
　
6
3
，4
5
7
人
。

（
前
年
同
期
　
3
8
，3
0
4
人
＋
66
％
。

令
和
２
年
度
同
期
　
2
9
，8
3
9
人
＋

1
1
3
％
。）

　
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
行
動
制
限
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、６
月
、７
月
は
個
人
、団
体
客
と
も
に
好
調
で

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
傾
向
に
あ
っ
た

が
、８
月
は
よ
さ
こ
い
祭
り
や
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
な
ど
に
よ
り
、観
光
ツ
ア
ー
の
宿
泊

が
困
難
と
な
っ
た
影
響
か
ら
、団
体
客
の
予
約
が

減
少
。今
月
は
、団
体
客
の
予
約
が
37
件
、約

7
0
0
名（
前
年
同
月
９
件
、1
0
0
名
）と
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、感
染
第
７
波
の
影
響

が
危
惧
さ
れ
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
８
月
末
現
在
　
利
用
者
数
　
9
，1
4
3
人
。

（
昨
年
同
期
　
8
，4
0
0
人
＋
９
％
。

令
和
２
年
度
同
期
　
6
，9
2
6
人
＋
32
％
。）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
密
状
態
を
回
避
し
た
宿

泊
予
約
な
ど
の
対
応
を
継
続
。高
知
県
東
部
観
光

協
議
会
に
よ
る
５
月
９
日
か
ら
９
月
末
ま
で
の

「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の

　
ま
た
、子
ど
も
の
減
少
に
よ
る
少
人
数
学
級
・

多
年
齢
学
習（
複
式
学
級
）に
つ
い
て
は
、メ
リ
ッ

ト
が
多
い
と
感
じ
る
方
が
い
る
一
方
、学
級
編
成

へ
の
不
安
や
学
習
進
度
の
遅
れ
を
心
配
す
る
声

も
あ
る
。

　
今
後
は
、座
談
会
や
子
育
て
世
帯
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、先
駆
的
な
山

間
地
教
育
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
仕
組
み
を
模
索

し
、永
続
さ
せ
ら
れ
る
北
川
村
な
ら
で
は
の
15
年

一
貫
し
た
子
育
て
を
目
指
す
た
め
、教
育
水
準
書

の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
継
続
し
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
８
月
末
現
在
　
入
館
者
数
　
2
，2
5
7
人

（
前
年
同
期
1
，8
8
2
人
＋
20
％
。

令
和
２
年
同
期
1
，0
9
9
人
＋
1
0
5
％
。）

　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、厳
し
い
状
況
も
考
え
ら
れ
る
が
、感

染
対
策
の
徹
底
や
企
画
展
等
の
充
実
を
図
り
、来

館
者
の
増
加
に
努
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

運
営

　
移
管
事
業
や
新
規
事
業
の
整
理
・
精
査
に
つ
い

て
、関
係
者
の
方
々
と
協
議
・
検
討
を
重
ね
、10
月

１
日
か
ら
の
移
行
に
目
処
が
立
っ
た
。令
和
６
年

度
に
迎
え
る
開
館
30
周
年
を
契
機
に
交
流
・
関
係

人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、業
務
全
般
を
円
滑
に

遂
行
で
き
る
よ
う
、体
制
の
精
査
や
課
題
整
理
な

ど
の
基
礎
固
め
を
行
い
、来
年
度
か
ら
新
た
な
事

業
を
実
施
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
9
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

小
水
力
発
電
計
画
に
つ
い
て

9
　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
に
応
募
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
、こ
の

第
３
回
定
例
会
行
政
報
告
の
中
で
も
説
明
が

あ
っ
た
。再
度
、小
水
力
発
電
計
画
に
お
け
る
現

在
ま
で
の
進
捗
状
況
及
び
、今
後
の
取
組
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
宗
ノ
上
地
区
及
び
安
倉
地
区（
蛇
谷
と
矢
筈

谷
）、電
源
開
発
が
計
画
し
て
い
た
平
鍋
清
水
バ

イ
パ
ス
の
４
ヶ
所
の
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
、脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
選
定
さ
れ
た

場
合
に
、活
用
が
可
能
な
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
よ
る
事
業
化
を
検
討
し
て

お
り
、昨
年
12
月
ご
ろ
か
ら
、環
境
省
や
経
済
産

業
省
、総
務
省
、県
選
出
国
会
議
員
等
に
事
業
要

望
を
行
っ
て
き
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
計
画
策
定
に
係

る
調
査
等
費
用
に
対
し
４
月
26
日
に
、公
益
財
団

法
人
日
本
環
境
協
会
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
費
等
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
。

そ
の
後
、指
名
競
争
入
札
を
経
て
６
月
29
日
に
株

式
会
社
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
、基
礎
調

査
等
委
託
業
務
に
関
す
る
委
託
契
約
を
締
結
し
、

現
在
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況
や
再
エ
ネ
導
入

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
な
ど
、村
の
現
状
を
把
握
す

る
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、脱
炭
素
及
び
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

専
門
的
な
知
見
か
ら
協
議
と
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
に
高
知
工
科
大
学
や
高
知
大
学
の
有
識
者
な
ど

の
委
員
９
名
に
よ
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、９
月

１
日
に
第
１
回
目
を
開
催
し
た
。今
後
は
、脱
炭

素
シ
ナ
リ
オ
や
脱
炭
素
化
に
向
け
た
施
策
等
の
検

討
を
行
い
、令
和
５
年
１
月
か
ら
２
月
ご
ろ
の
脱

炭
素
先
行
地
域
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
向
け
て
、年

内
の
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
調
査
、あ
る
い

は
検
討
し
て
き
た
資
料
情
報
に
つ
い
て
は
、随
時

新
し
い
も
の
を
含
め
て
共
有
し
て
い
る
。

9
　
電
源
開
発
本
店
に
村
長
と
常
任
委
員
長
が

小
水
力
発
電
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
協
力
依

頼
に
行
っ
た
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
な
内
容
の
協

力
依
頼
を
し
た
の
か
。ま
た
電
源
開
発
側
の
感
触

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
に
あ
た
り
、地
域
企
業
と
協
力
体
制
を
築
き

事
業
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、脱
炭
素
先
行

地
域
計
画
書
に
電
源
開
発
と
の
協
力
を
明
記
す

る
方
向
で
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

発
電
し
て
い
る
電
力
の
う
ち
契
約
会
社
と
の
契

約
分
を
上
回
る
余
剰
電
力
分
に
つ
い
て
、可
能
な

限
り
提
供
す
る
旨
の
回
答
が
あ
り
、地
域
貢
献
と

い
う
部
分
で
支
援
を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
地
域
企
業
で
あ
る
電
源
開
発
と
電
力
事
業
者

で
あ
る
四
国
電
力
と
協
力
し
て
い
か
な
い
と
、脱

炭
素
を
村
が
目
指
す
と
こ
ろ
の
民
生
分

1
0
0
％
再
エ
ネ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い

の
で
、協
議
を
重
ね
た
う
え
で
、協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

避
難
所（
交
流
セ
ン
タ
ー
）のW

i-Fi

整
備
に

つ
い
て

9
　
村
内
各
地
域
の
交
流
セ
ン
タ
ー
と
集
会
所

は
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。防
災
対
策
の
一

つ
と
し
てW

i-Fi

を
整
備
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
。ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。現
状

と
し
て
、村
内
でW

i-Fi

使
用
可
能
な
施
設
に
つ

い
て
も
併
せ
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
村
が
管
理
す
る
施
設
のW

i-Fi

整
備
は
、フ

リ
ー
あ
る
い
は
パ
ス
ワ
ー
ド
等
が
必
要
に
な
る

場
合
も
あ
る
が
、総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
除

き
、主
立
っ
た
公
共
施
設
で
対
応
で
き
て
い
る
。

ま
た
、集
会
所
等
で
は
、北
部
集
会
所
の
み
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
が
あ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
発
災
時
に
は
、避
難
者
の
安
全
や
人
数
、被
害

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、避
難
所
と
村
と
が
相
互

に
情
報
の
伝
達
や
収
集
を
行
え
る
環
境
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。こ
の
た
め
災
害
時
に
通
信
が
で

き
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
衛
星
携
帯
電
話
を

順
次
整
備
し
て
お
り
、各
避
難
所
と
連
絡
が
と
れ

る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

　
一
方
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
は
、当
然
発
災
時

の
通
信
手
段
の
一
つ
で
あ
る
が
、断
線
や
停
電
等

の
状
況
に
よ
り
、大
規
模
な
災
害
時
に
は
一
時
的

ま
た
は
中
期
的
に
不
通
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

光
ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
す
るW

i-Fi

整
備
も
同
様
と

考
え
て
い
る
。ま
た
整
備
後
の
維
持
経
費
等
活
用

場
面
を
想
定
し
た
場
合
、防
災
対
策
の
み
で
の

W
i-Fi

整
備
は
考
え
づ
ら
い
現
状
で
あ
る
。

9
　
防
災
対
策
の
み
で
の
整
備
は
考
え
て
い
な

い
よ
う
だ
が
、地
域
で
の
活
動
や
ほ
か
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
の
活
用
を
含
め
たW

i-Fi

整
備
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
や
リ
モ
ー
ト
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
行
う
こ
と
が
大
変
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、当
村
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
に
お
い
て

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
と
い
う
新
た
な
視
点

も
重
要
な
こ
と
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

 

答

　村
長

　
防
災
以
外
で
は
、北
部
地
区
で
の
取
り
組
み
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
整
え
ば
地
域
活
性
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
の
向
上
、効
率
化
に
つ
な
が
る
な
ど
活
用

の
場
面
が
増
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
北
部
集
会
所
に
お
い
て
地
域
活
性
化

の
面
でW

i-Fi

が
活
用
さ
れ
る
の
か
。ま
た
、今
後

リ
モ
ー
ト
を
使
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
ら
対
応
可
能
な
の
か
実
証

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

今
あ
る
拠
点
で
対
応
が
可
能
な
の
か
精
査
し
、実

証
し
て
、そ
の
う
え
で
整
備
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

買
い
物
弱
者
に
つ
い
て

9
　
令
和
３
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
後
の

検
討
経
過
を
問
う
。ま
た
、関
連
事
項
と
し
て
マ

ル
ナ
カ
の
移
動
販
売
に
つ
い
て
今
の
現
状
を
問

う
。

 

答

　村
長

　
昨
年
12
月
定
例
会
で
答
弁
し
た
A
コ
ー
プ
閉

店
後
の
影
響
に
つ
い
て
、社
会
福
祉
協
議
会
の

「
心
配
事
相
談
」に
お
い
て
36
名
の
独
居
及
び
高

齢
者
世
帯
の
方
か
ら
状
況
を
聞
き
取
り
、

・
閉
店
し
て
困
る
こ
と（
複
数
回
答
あ
り
）

「
近
隣
の
店
舗
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い
。不

便
だ
。」（
19
名
）

「
日
々
の
食
材
及
び
惣
菜
の
購
入
な
ど
に
困
る
。」

（
10
名
）

「
急
な
日
用
品
の
購
入
に
困
る
。」（
9
名
）

・
要
望
・
希
望

「
現
在
の
場
所
で
品
ぞ
ろ
え
の
豊
富
な
店
が
あ

る
と
助
か
る
。」

「
免
許
返
納
や
バ
ス
に
乗
れ
な
く
な
る
と
近
く

に
店
が
な
い
の
は
困
る
。」

「
日
々
の
食
事
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。」

な
ど
の
声
が
あ
る
。村
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、既
存
の
買
物
支
援
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、改
め
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、必
要
な
支
援

が
漏
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
積
極
的
に
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
対
応
の
な
か
、マ
ル
ナ
カ
が
中
芸
地

区
で
移
動
販
売
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
る
と
の

連
絡
が
中
芸
広
域
連
合
か
ら
あ
り
、問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
事
業
内
容
の
説
明
を
い
た
だ
け
る
と

の
こ
と
で
、７
月
21
日
に
担
当
課
長
と
保
健
師
で

対
応
を
行
っ
て
い
る
。マ
ル
ナ
カ
と
し
て
は
、中

芸
地
区
で
移
動
販
売
を
す
る
こ
と
は
決
定
事
項

で
あ
る
こ
と
、販
売
場
所
は
未
確
定
で
あ
る
こ
と
、

村
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
の
余
地
が
あ
る

こ
と
か
ら
、村
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し
て
、

集
い
の
場
等
で
高
齢
者
の
意
見
を
聞
き
、ル
ー
ト

と
販
売
場
所
を
集
約
し
、９
月
12
日
に
打
合
わ
せ

を
行
う
予
定
だ
と
報
告
を
受
け
た
。マ
ル
ナ
カ
に

よ
る
移
動
販
売
の
計
画
は
、あ
く
ま
で
も
民
間
事

業
者
に
よ
る
主
体
的
な
事
業
で
あ
る
た
め
、ど
こ

ま
で
村
が
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
か
は
分
か

り
か
ね
る
が
、買
い
物
支
援
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
本
村
に
と
っ
て
は
、ぜ
ひ
実
現
し
て
い
た
だ
き

た
い
事
業
で
も
あ
る
た
め
、村
と
し
て
も
積
極
的

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、こ
の
こ
と
は
マ
ル
ナ
カ
に
お
い
て
事
業

実
施
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る
こ
と
、民
間
事
業

者
主
体
の
事
業
で
あ
る
の
で
、現
時
点
で
こ
れ
以

上
の
こ
と
を
周
知
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。事
業

内
容
が
確
定
し
た
ら
、民
間
事
業
者
か
ら
周
知
の

チ
ラ
シ
等
が
配
布
さ
れ
る
と
も
聞
い
て
い
る
の

で
、村
と
し
て
も
広
報
等
に
よ
り
周
知
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

◇
報
告
◇

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
第
３
条
第
１
項
及
び
同
法
第
22
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

北
川
村
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価

に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、教
育
委
員
会

の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

◇
契
約
◇

島
橋
橋
梁
補
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　
５
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
第
96
条

第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
有
限
会
社
　
浜
渦
工
務
店

　
請
負
金
額
　
　
9
4
，0
5
0
，0
0
0
円

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

◇
人
事
◇

北
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
求
め
る

も
の
。

　
濵
渦
　
　
努
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　
地
方
税
法
第
4
2
3
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
上
村
　
尚
幸
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

◇
条
例
◇
　

北
川
村
議
会
議
員
及
び
北
川
村
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

区
　
分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

928

発
注
件
数

811

完
了
件
数

31

発
注
率

89・
9
％

39・
3
％

完
了
率

33・
3
％

3
・
6
％

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
物
価
高
騰
対
応
給
付
金

及
び
中
岡
慎
太
郎
館
指
定
管
理
に
要
す
る
経
費
を

補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
お
い
て

歳
入
の
調
整
が
必
要
と
な
り
、一
般
会
計
へ
の
返

還
に
要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
保
健
事
業
及
び
介
護
予
防
の
一
体
的
な
事
業
に

要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
決
算
◇

　
令
和
３
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、所
管
課

よ
り
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
主
要
な
施
策
の
成

果
の
概
要
を
踏
ま
え
各
事
業
の
説
明
を
受
け
審
査

を
行
っ
た
結
果
、全
員
賛
成
で「
認
定
」と
決
定
し
た
。

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇
指
定
管
理
◇

中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
4
4
条
の
２
第
６
項
の
規
定

に
よ
り
、中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
も
の
。

　
指
定
管
理
者
　
特
定
非
営
利
法
人

　
　
　
　
　
　
　
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

　
指
定
期
間
　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
そ
の
他
◇

高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　
高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
の
解
散

に
係
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
第

2
9
0
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
令
和
４
年
度
執
行
状
況

◇
日
時
　
令
和
４
年
10
月
31
日（
月
）

◇
内
容

①
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て

②
令
和
４
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。・・ 

研
修 

・・

■
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

◇
日
時
　
令
和
４
年
10
月
20
日（
木
）

◇
場
所
　
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

◇
目
的

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、自

治
体
経
営
に
係
る
経
営
戦
略
、社
会
経
済
情

勢
、地
方
行
政
制
度
等
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
。

◇
内
容

　
・
講
演
　「
東
日
本
大
震
災
か
ら
未
来
へ
」

　
　  

宮
崎
県
南
三
陸
町

　
　
　  

町
長
　
佐
藤
　
仁

　
・
政
策
研
究
共
同
研
修
報
告

　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
北
川
村
議
会
議
員

及
び
北
川
村
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自

動
車
の
費
用
等
に
つ
い
て
、公
費
で
負
担
す
る
限

度
額
等
を
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
先
で
あ
る
特
定
非

営
利
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
へ
職
員
を
派

遣
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和

の
た
め
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
柏
木
飲
料
水
供
給
施
設
を
地
区
管
理
か
ら
村
管

理
と
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
予
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て

和田　和恵 議員

平岡　章秀 議員



10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ

ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
が
好
評
で
、追
い
風

と
な
り
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
が
、感
染
第
７
波
と

な
っ
た
７
月
以
降
に
は
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
ぐ
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
７
月
末
現
在
で
1
，3
5
1
件
、1
0
，9
3
2

千
円（
前
年
度
同
期
1
，6
7
6
件
、1
2
，

3
2
6
千
円
▲
11
・
3
％
。）と
昨
年
を
下
回
っ
て

い
る
が
、近
年
の
寄
附
金
額
の
動
向
と
比
較
す
る

と
令
和
２
年
度
と
同
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

　
年
末
に
向
け
て
寄
附
が
増
加
す
る
の
で
、引
き

続
き
顕
彰
会
と
連
携
し
、魅
力
あ
る
返
礼
品
の
企

画
に
取
り
組
む
。

■
教
育
関
係

○「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
保
小
中

の
一
体
的
な
取
り
組
み

　
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
や
学
校
運
営
協

議
会
、保
育
所
・
小
中
学
校
保
護
者
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
て
、取
り
組
み
状
況
や
教
育
の
理
念
な
ど

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、保
護
者
や
村
民

の
皆
様
か
ら
広
く
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
き
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
は
、

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
学
習
な
ど
の
取
り

組
み
に
驚
い
た
。

・
今
の
教
育
は
、子
ど
も
達
の
郷
土
愛
や
村
に

帰
っ
て
き
た
い
と
い
う
想
い
を
育
ん
で
い
る

と
感
じ
た
。

・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
併
せ
て
、子
ど
も

を
増
や
す
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
令
和
４
年
9
月
定
例
議
会
は
、9
月
7
日
に
開

会
し
報
告
２
件
、条
例
制
定
、固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
、教
育
委
員
の
任
命
、一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
日
に
は
、令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、２
氏

が
３
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
感
染
者
の
急
増
に
よ
り
医
療
提
供
体
制
が

ひ
っ
迫
し
、自
宅
療
養
者
が
増
加
状
況
に
あ
る
。

　
県
は
、８
月
16
日
か
ら
対
応
ス
テ
ー
ジ
を
５
段

階
の
う
ち
最
も
厳
し
い「
特
別
対
策（
紫
）」に
引

き
上
げ
、高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
、不

要
不
急
の
外
出
を
極
力
控
え
る
こ
と
な
ど
を
要

請
し
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
、手
指
消
毒
及
び
換
気
な
ど
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、３
回
目
、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
。

■
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金（
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
分
）を
活
用
し
、日
常
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、村
独
自
の
給
付
事
業
を
考
え
て
い
る
。

　
ゆ
ず
農
家
を
は
じ
め
と
す
る
村
内
の
事
業
者

に
対
す
る
支
援
は
、国
や
県
の
動
き
を
注
視
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

■
地
方
創
生
総
合
戦
略

○
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

・
15
会
場
で
開
催
し
、延
べ
89
人
の
参
加

・
内
容第

２
期
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
関
し「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

（
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
）」を
軸
に

産
業
分
野
、健
康
づ
く
り
な
ど
の
取
組
状
況

を
説
明
。

・
意
見
、質
問

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、外
国
語

や
地
域
学
な
ど
の
取
り
組
み
を
評
価
い
た

だ
く
一
方
、子
ど
も
が
減
少
し
て
い
る
状
況

に
不
安
を
抱
く
声
な
ど
も
聞
か
れ
た
。

北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
ほ
場
整
備
が
進
む
な

か
、ゆ
ず
の
生
産
量
増
加
等
に
伴
う
販
路
拡

大
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

座
談
会
で
の
意
見
や
要
望
の
う
ち
、す
ぐ
に
着

手
で
き
る
も
の
は
実
行
に
移
し
て
い
く
。予
算
措

置
が
必
要
な
案
件
は
、今
後
の
予
算
編
成
な
ど
を

通
じ
て
、実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

○
北
部
地
区
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
立
案
や
運
営
支
援
を

行
う
集
落
再
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
を
８

月
１
日
に
配
置
。現
在
、北
部
地
区
の
現
状
把
握

を
行
い
な
が
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
の
策
定

　
今
年
度
に
研
修
を
卒
業
す
る
農
業
研
修
生
３

名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
農
家
と
の
３
者
面
談
を

行
っ
た
う
え
で
作
成
し
た
事
業
計
画
書
の
内
容

を
精
査
し
て
い
る
。経
営
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、

素
案
の
段
階
で
あ
る
が
、就
農
か
ら
し
ば
ら
く
は

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
試
算
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
国
の
経
営
開
始
資
金
終
了
後
の
数
年
を
ど

う
乗
り
越
え
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。今
後

は
、ほ
場
整
備
や
成
木
園
地
確
保
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、今
月
末
を
目
標
に
経
営
モ
デ
ル
と
園
地

配
分
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
い
く
。

○
ゆ
ず
の
母
樹
園
設
置

　
Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
柚
子
部
北
川
支
部
よ
り
、

「
柚
子
部
が
主
体
と
な
り
管
理
を
し
て
き
た
、ゆ

ず
の
苗
木
を
生
産
す
る
母
樹
の
多
く
が
病
気
等
に

な
っ
た
た
め
穂
木
が
不
足
し
て
い
る
」「
苗
木
生

産
の
事
業
者
が
高
齢
化
し
て
お
り
、今
後
の
苗
木

生
産
の
継
続
性
が
見
通
せ
な
い
」と
の
相
談
が

あ
っ
た
。こ
れ
を
受
け
、Ｊ
Ａ
北
川
支
所
営
農
指

導
員
と
県
安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
普
及
指
導
員
、

村
産
業
政
策
課
職
員
で
母
樹
園
管
理
と
苗
木
生
産

を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
高
知
市
土
佐
山
柚
子
生
産
組

合
と
い
の
町
農
業
公
社
の
視
察
を
行
い
、産
業
構

築
の
一
環
と
し
て
村
内
で
の
安
定
的
な
苗
木
生
産

に
向
け
て
、Ｊ
Ａ
柚
子
部
や
関
係
機
関
と
の
協
議

を
重
ね
、村
と
し
て
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。

○
野
友
地
区
の
ほ
場
整
備

　
地
権
者
か
ら
同
意
を
得
て
、７
月
22
日
に
県
安

芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
で
全
地
権
者
へ
の

説
明
会
が
行
わ
れ
た
。説
明
会
で
は
、設
計
に
関

す
る
個
別
の
確
認
や
要
望
は
あ
っ
た
が
、反
対
意

見
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、10
月
着
工
の
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル

　
11
月
に
行
う
国
へ
の
事
業
申
請
書
を
作
成
し

て
い
る
。中
間
管
理
権
の
設
定
に
必
要
な
農
用
地

利
用
集
積
計
画
の
同
意
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
厳
し
い
。安
倉
地
区
1.4
h
a
に

お
い
て
、相
続
権
者
の
整
理
と
各
権
利
者
の
意
思

確
認
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、整
備
計
画
区
域
か

ら
一
旦
外
す
こ
と
と
し
、第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は

５
地
区
7.6
h
a
と
な
る
。

○
和
田
日
浦
地
区
の
ほ
場
整
備

　
県
に
よ
る
整
地
工
事
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、村
が
行
う
農
道
及
び
水
路
の
整
備
工
事
を
県

の
整
地
工
事
と
並
行
し
て
10
月
か
ら
行
う
こ
と

と
し
、県
工
事
の
進
捗
を
確
認
・
調
整
し
な
が
ら
、

来
年
３
月
の
完
成
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
村
道
久
府
付
線
及
び
村
道
内
谷
線
の
道
路
改

良
事
業

　
６
月
13
日
に
測
量
設
計
の
委
託
契
約
を
締
結
。

　
村
道
久
府
付
線
は
、測
量
設
計
を
12
月
中
に
完

了
し
、工
事
は
簡
易
水
道
耐
震
管
設
置
工
事
と
併

せ
て
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
を
予
定
。村
道
内

谷
線
は
、測
量
設
計
を
９
月
末
に
完
了
さ
せ
、11

月
に
着
工
、３
月
完
成
予
定
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
７
月
１
日
に
村
内
全
戸
へ
工
事
実
施
の
お
知

ら
せ
を
配
布
し
、７
月
12
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ

着
工
し
た
。９
月
12
日
か
ら
躯
体
工
事
に
入
り
、

来
年
３
月
の
完
成
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

　
６
月
29
日
に
株
式
会
社
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
委
託
契
約
を
締
結
。現
在
、温
室
効
果
ガ
ス

排
出
状
況
な
ど
村
の
現
状
を
把
握
す
る
基
礎
調
査

を
行
っ
て
い
る
。計
画
策
定
に
あ
た
り
、高
知
工
科

大
学
、高
知
大
学
の
有
識
者
な
ど
９
名
の
委
員
に

よ
る
北
川
村
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
検
討
委
員

会
を
設
置
。９
月
１
日
の
第
１
回
検
討
委
員
会
で

は
、具
体
的
な
施
策
の
検
討
と
将
来
的
な
二
酸
化

炭
素
削
減
量
の
把
握
な
ど
の
基
礎
調
査
を
行
う
こ

と
。ま
た
、地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標

や
2
0
5
0
年
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
検
討
を
重
ね
、村
と
し
て
の
計
画
を
策
定
。

来
年
１
月
か
ら
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
脱
炭

素
先
行
地
域
1
0
0
選
の
選
定
に
応
募
、来
年
度

以
降
の
事
業
化
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化（
8
月
末
申
請
件
数
）

診
断
３
件
　
設
計
４
件
　
改
修
工
事
３
件

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却（
8
月
末
件
数
）

相
談
６
件
、う
ち
完
了
２
件

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
集
団
検
診

　
健
康
づ
く
り
婦
人
会
と
保
健
福
祉
推
進
員
に

よ
る
戸
別
訪
問
や
健
診
時
間
の
指
定
に
よ
る
待

ち
時
間
の
短
縮
な
ど
、検
診
を
受
け
や
す
い
環
境

整
備
に
努
め
、前
年
度
を
26
人
上
回
る
2
0
5
人

が
受
診
。今
後
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、継
続
的
な
戸
別
訪
問

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、医
療
機
関
に
受
診
勧
奨

の
協
力
要
請
を
し
て
い
く
。

○
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施

　
管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
か

ら
だ
づ
く
り
健
康
教
室
を
開
催
。加
茂
農
業
セ
ン

タ
ー
や
野
川
、野
友
、宗
ノ
上
、小
島
の
集
会
所
で

52
人
が
参
加
。筋
力
維
持
の
た
め
に
タ
ン
パ
ク
質

の
摂
取
を
主
と
し
た
食
改
善
や
運
動
の
相
談
と

指
導
を
行
っ
た
。同
時
に
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、参
加
者
の
介
護
予
防
に
関
す
る
分
析
に
活

用
し
て
い
く
。

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
先
月
末
現
在
40
名
が
利
用
。コ
ロ
ナ
禍
が
長
引

く
な
か
、社
会
参
加
活
動
の
減
少
や
運
動
機
能
の

低
下
に
よ
り
一
時
的
な
支
援
の
希
望
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、コ
ロ
ナ

禍
前
の
自
立
し
た
食
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、自
ら
調
理
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
本

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き

見
守
り
や
健
康
管
理
な
ど
を
行
い
、高
齢
者
等
の

低
栄
養
リ
ス
ク
改
善
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
８
月
末
現
在
　
入
園
者
数
　
6
3
，4
5
7
人
。

（
前
年
同
期
　
3
8
，3
0
4
人
＋
66
％
。

令
和
２
年
度
同
期
　
2
9
，8
3
9
人
＋

1
1
3
％
。）

　
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
行
動
制
限
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、６
月
、７
月
は
個
人
、団
体
客
と
も
に
好
調
で

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
傾
向
に
あ
っ
た

が
、８
月
は
よ
さ
こ
い
祭
り
や
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
な
ど
に
よ
り
、観
光
ツ
ア
ー
の
宿
泊

が
困
難
と
な
っ
た
影
響
か
ら
、団
体
客
の
予
約
が

減
少
。今
月
は
、団
体
客
の
予
約
が
37
件
、約

7
0
0
名（
前
年
同
月
９
件
、1
0
0
名
）と
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、感
染
第
７
波
の
影
響

が
危
惧
さ
れ
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
８
月
末
現
在
　
利
用
者
数
　
9
，1
4
3
人
。

（
昨
年
同
期
　
8
，4
0
0
人
＋
９
％
。

令
和
２
年
度
同
期
　
6
，9
2
6
人
＋
32
％
。）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
密
状
態
を
回
避
し
た
宿

泊
予
約
な
ど
の
対
応
を
継
続
。高
知
県
東
部
観
光

協
議
会
に
よ
る
５
月
９
日
か
ら
９
月
末
ま
で
の

「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の

　
ま
た
、子
ど
も
の
減
少
に
よ
る
少
人
数
学
級
・

多
年
齢
学
習（
複
式
学
級
）に
つ
い
て
は
、メ
リ
ッ

ト
が
多
い
と
感
じ
る
方
が
い
る
一
方
、学
級
編
成

へ
の
不
安
や
学
習
進
度
の
遅
れ
を
心
配
す
る
声

も
あ
る
。

　
今
後
は
、座
談
会
や
子
育
て
世
帯
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、先
駆
的
な
山

間
地
教
育
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
仕
組
み
を
模
索

し
、永
続
さ
せ
ら
れ
る
北
川
村
な
ら
で
は
の
15
年

一
貫
し
た
子
育
て
を
目
指
す
た
め
、教
育
水
準
書

の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
継
続
し
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
８
月
末
現
在
　
入
館
者
数
　
2
，2
5
7
人

（
前
年
同
期
1
，8
8
2
人
＋
20
％
。

令
和
２
年
同
期
1
，0
9
9
人
＋
1
0
5
％
。）

　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、厳
し
い
状
況
も
考
え
ら
れ
る
が
、感

染
対
策
の
徹
底
や
企
画
展
等
の
充
実
を
図
り
、来

館
者
の
増
加
に
努
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

運
営

　
移
管
事
業
や
新
規
事
業
の
整
理
・
精
査
に
つ
い

て
、関
係
者
の
方
々
と
協
議
・
検
討
を
重
ね
、10
月

１
日
か
ら
の
移
行
に
目
処
が
立
っ
た
。令
和
６
年

度
に
迎
え
る
開
館
30
周
年
を
契
機
に
交
流
・
関
係

人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、業
務
全
般
を
円
滑
に

遂
行
で
き
る
よ
う
、体
制
の
精
査
や
課
題
整
理
な

ど
の
基
礎
固
め
を
行
い
、来
年
度
か
ら
新
た
な
事

業
を
実
施
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
9
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

小
水
力
発
電
計
画
に
つ
い
て

9
　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
に
応
募
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
、こ
の

第
３
回
定
例
会
行
政
報
告
の
中
で
も
説
明
が

あ
っ
た
。再
度
、小
水
力
発
電
計
画
に
お
け
る
現

在
ま
で
の
進
捗
状
況
及
び
、今
後
の
取
組
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
宗
ノ
上
地
区
及
び
安
倉
地
区（
蛇
谷
と
矢
筈

谷
）、電
源
開
発
が
計
画
し
て
い
た
平
鍋
清
水
バ

イ
パ
ス
の
４
ヶ
所
の
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
、脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
選
定
さ
れ
た

場
合
に
、活
用
が
可
能
な
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
よ
る
事
業
化
を
検
討
し
て

お
り
、昨
年
12
月
ご
ろ
か
ら
、環
境
省
や
経
済
産

業
省
、総
務
省
、県
選
出
国
会
議
員
等
に
事
業
要

望
を
行
っ
て
き
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
計
画
策
定
に
係

る
調
査
等
費
用
に
対
し
４
月
26
日
に
、公
益
財
団

法
人
日
本
環
境
協
会
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
費
等
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
。

そ
の
後
、指
名
競
争
入
札
を
経
て
６
月
29
日
に
株

式
会
社
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
、基
礎
調

査
等
委
託
業
務
に
関
す
る
委
託
契
約
を
締
結
し
、

現
在
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況
や
再
エ
ネ
導
入

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
な
ど
、村
の
現
状
を
把
握
す

る
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、脱
炭
素
及
び
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

専
門
的
な
知
見
か
ら
協
議
と
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
に
高
知
工
科
大
学
や
高
知
大
学
の
有
識
者
な
ど

の
委
員
９
名
に
よ
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、９
月

１
日
に
第
１
回
目
を
開
催
し
た
。今
後
は
、脱
炭

素
シ
ナ
リ
オ
や
脱
炭
素
化
に
向
け
た
施
策
等
の
検

討
を
行
い
、令
和
５
年
１
月
か
ら
２
月
ご
ろ
の
脱

炭
素
先
行
地
域
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
向
け
て
、年

内
の
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
調
査
、あ
る
い

は
検
討
し
て
き
た
資
料
情
報
に
つ
い
て
は
、随
時

新
し
い
も
の
を
含
め
て
共
有
し
て
い
る
。

9
　
電
源
開
発
本
店
に
村
長
と
常
任
委
員
長
が

小
水
力
発
電
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
協
力
依

頼
に
行
っ
た
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
な
内
容
の
協

力
依
頼
を
し
た
の
か
。ま
た
電
源
開
発
側
の
感
触

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
に
あ
た
り
、地
域
企
業
と
協
力
体
制
を
築
き

事
業
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、脱
炭
素
先
行

地
域
計
画
書
に
電
源
開
発
と
の
協
力
を
明
記
す

る
方
向
で
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

発
電
し
て
い
る
電
力
の
う
ち
契
約
会
社
と
の
契

約
分
を
上
回
る
余
剰
電
力
分
に
つ
い
て
、可
能
な

限
り
提
供
す
る
旨
の
回
答
が
あ
り
、地
域
貢
献
と

い
う
部
分
で
支
援
を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
地
域
企
業
で
あ
る
電
源
開
発
と
電
力
事
業
者

で
あ
る
四
国
電
力
と
協
力
し
て
い
か
な
い
と
、脱

炭
素
を
村
が
目
指
す
と
こ
ろ
の
民
生
分

1
0
0
％
再
エ
ネ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い

の
で
、協
議
を
重
ね
た
う
え
で
、協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

避
難
所（
交
流
セ
ン
タ
ー
）のW

i-Fi

整
備
に

つ
い
て

9
　
村
内
各
地
域
の
交
流
セ
ン
タ
ー
と
集
会
所

は
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。防
災
対
策
の
一

つ
と
し
てW

i-Fi

を
整
備
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
。ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。現
状

と
し
て
、村
内
でW

i-Fi

使
用
可
能
な
施
設
に
つ

い
て
も
併
せ
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
村
が
管
理
す
る
施
設
のW

i-Fi

整
備
は
、フ

リ
ー
あ
る
い
は
パ
ス
ワ
ー
ド
等
が
必
要
に
な
る

場
合
も
あ
る
が
、総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
除

き
、主
立
っ
た
公
共
施
設
で
対
応
で
き
て
い
る
。

ま
た
、集
会
所
等
で
は
、北
部
集
会
所
の
み
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
が
あ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
発
災
時
に
は
、避
難
者
の
安
全
や
人
数
、被
害

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、避
難
所
と
村
と
が
相
互

に
情
報
の
伝
達
や
収
集
を
行
え
る
環
境
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。こ
の
た
め
災
害
時
に
通
信
が
で

き
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
衛
星
携
帯
電
話
を

順
次
整
備
し
て
お
り
、各
避
難
所
と
連
絡
が
と
れ

る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

　
一
方
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
は
、当
然
発
災
時

の
通
信
手
段
の
一
つ
で
あ
る
が
、断
線
や
停
電
等

の
状
況
に
よ
り
、大
規
模
な
災
害
時
に
は
一
時
的

ま
た
は
中
期
的
に
不
通
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

光
ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
す
るW

i-Fi

整
備
も
同
様
と

考
え
て
い
る
。ま
た
整
備
後
の
維
持
経
費
等
活
用

場
面
を
想
定
し
た
場
合
、防
災
対
策
の
み
で
の

W
i-Fi

整
備
は
考
え
づ
ら
い
現
状
で
あ
る
。

9
　
防
災
対
策
の
み
で
の
整
備
は
考
え
て
い
な

い
よ
う
だ
が
、地
域
で
の
活
動
や
ほ
か
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
の
活
用
を
含
め
たW

i-Fi

整
備
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
や
リ
モ
ー
ト
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
行
う
こ
と
が
大
変
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、当
村
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
に
お
い
て

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
と
い
う
新
た
な
視
点

も
重
要
な
こ
と
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

 

答

　村
長

　
防
災
以
外
で
は
、北
部
地
区
で
の
取
り
組
み
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
整
え
ば
地
域
活
性
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
の
向
上
、効
率
化
に
つ
な
が
る
な
ど
活
用

の
場
面
が
増
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
北
部
集
会
所
に
お
い
て
地
域
活
性
化

の
面
でW

i-Fi

が
活
用
さ
れ
る
の
か
。ま
た
、今
後

リ
モ
ー
ト
を
使
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
ら
対
応
可
能
な
の
か
実
証

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

今
あ
る
拠
点
で
対
応
が
可
能
な
の
か
精
査
し
、実

証
し
て
、そ
の
う
え
で
整
備
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

買
い
物
弱
者
に
つ
い
て

9
　
令
和
３
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
後
の

検
討
経
過
を
問
う
。ま
た
、関
連
事
項
と
し
て
マ

ル
ナ
カ
の
移
動
販
売
に
つ
い
て
今
の
現
状
を
問

う
。

 

答

　村
長

　
昨
年
12
月
定
例
会
で
答
弁
し
た
A
コ
ー
プ
閉

店
後
の
影
響
に
つ
い
て
、社
会
福
祉
協
議
会
の

「
心
配
事
相
談
」に
お
い
て
36
名
の
独
居
及
び
高

齢
者
世
帯
の
方
か
ら
状
況
を
聞
き
取
り
、

・
閉
店
し
て
困
る
こ
と（
複
数
回
答
あ
り
）

「
近
隣
の
店
舗
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い
。不

便
だ
。」（
19
名
）

「
日
々
の
食
材
及
び
惣
菜
の
購
入
な
ど
に
困
る
。」

（
10
名
）

「
急
な
日
用
品
の
購
入
に
困
る
。」（
9
名
）

・
要
望
・
希
望

「
現
在
の
場
所
で
品
ぞ
ろ
え
の
豊
富
な
店
が
あ

る
と
助
か
る
。」

「
免
許
返
納
や
バ
ス
に
乗
れ
な
く
な
る
と
近
く

に
店
が
な
い
の
は
困
る
。」

「
日
々
の
食
事
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。」

な
ど
の
声
が
あ
る
。村
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、既
存
の
買
物
支
援
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、改
め
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、必
要
な
支
援

が
漏
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
積
極
的
に
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
対
応
の
な
か
、マ
ル
ナ
カ
が
中
芸
地

区
で
移
動
販
売
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
る
と
の

連
絡
が
中
芸
広
域
連
合
か
ら
あ
り
、問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
事
業
内
容
の
説
明
を
い
た
だ
け
る
と

の
こ
と
で
、７
月
21
日
に
担
当
課
長
と
保
健
師
で

対
応
を
行
っ
て
い
る
。マ
ル
ナ
カ
と
し
て
は
、中

芸
地
区
で
移
動
販
売
を
す
る
こ
と
は
決
定
事
項

で
あ
る
こ
と
、販
売
場
所
は
未
確
定
で
あ
る
こ
と
、

村
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
の
余
地
が
あ
る

こ
と
か
ら
、村
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し
て
、

集
い
の
場
等
で
高
齢
者
の
意
見
を
聞
き
、ル
ー
ト

と
販
売
場
所
を
集
約
し
、９
月
12
日
に
打
合
わ
せ

を
行
う
予
定
だ
と
報
告
を
受
け
た
。マ
ル
ナ
カ
に

よ
る
移
動
販
売
の
計
画
は
、あ
く
ま
で
も
民
間
事

業
者
に
よ
る
主
体
的
な
事
業
で
あ
る
た
め
、ど
こ

ま
で
村
が
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
か
は
分
か

り
か
ね
る
が
、買
い
物
支
援
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
本
村
に
と
っ
て
は
、ぜ
ひ
実
現
し
て
い
た
だ
き

た
い
事
業
で
も
あ
る
た
め
、村
と
し
て
も
積
極
的

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、こ
の
こ
と
は
マ
ル
ナ
カ
に
お
い
て
事
業

実
施
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る
こ
と
、民
間
事
業

者
主
体
の
事
業
で
あ
る
の
で
、現
時
点
で
こ
れ
以

上
の
こ
と
を
周
知
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。事
業

内
容
が
確
定
し
た
ら
、民
間
事
業
者
か
ら
周
知
の

チ
ラ
シ
等
が
配
布
さ
れ
る
と
も
聞
い
て
い
る
の

で
、村
と
し
て
も
広
報
等
に
よ
り
周
知
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

◇
報
告
◇

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
第
３
条
第
１
項
及
び
同
法
第
22
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

北
川
村
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価

に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、教
育
委
員
会

の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

◇
契
約
◇

島
橋
橋
梁
補
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　
５
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
第
96
条

第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
有
限
会
社
　
浜
渦
工
務
店

　
請
負
金
額
　
　
9
4
，0
5
0
，0
0
0
円

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

◇
人
事
◇

北
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
求
め
る

も
の
。

　
濵
渦
　
　
努
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　
地
方
税
法
第
4
2
3
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
上
村
　
尚
幸
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

◇
条
例
◇
　

北
川
村
議
会
議
員
及
び
北
川
村
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

区
　
分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

928

発
注
件
数

811

完
了
件
数

31

発
注
率

89・
9
％

39・
3
％

完
了
率

33・
3
％

3
・
6
％

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
物
価
高
騰
対
応
給
付
金

及
び
中
岡
慎
太
郎
館
指
定
管
理
に
要
す
る
経
費
を

補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
お
い
て

歳
入
の
調
整
が
必
要
と
な
り
、一
般
会
計
へ
の
返

還
に
要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
保
健
事
業
及
び
介
護
予
防
の
一
体
的
な
事
業
に

要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
決
算
◇

　
令
和
３
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、所
管
課

よ
り
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
主
要
な
施
策
の
成

果
の
概
要
を
踏
ま
え
各
事
業
の
説
明
を
受
け
審
査

を
行
っ
た
結
果
、全
員
賛
成
で「
認
定
」と
決
定
し
た
。

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇
指
定
管
理
◇

中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
4
4
条
の
２
第
６
項
の
規
定

に
よ
り
、中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
も
の
。

　
指
定
管
理
者
　
特
定
非
営
利
法
人

　
　
　
　
　
　
　
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

　
指
定
期
間
　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
そ
の
他
◇

高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　
高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
の
解
散

に
係
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
第

2
9
0
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
令
和
４
年
度
執
行
状
況

◇
日
時
　
令
和
４
年
10
月
31
日（
月
）

◇
内
容

①
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て

②
令
和
４
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。・・ 

研
修 

・・

■
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

◇
日
時
　
令
和
４
年
10
月
20
日（
木
）

◇
場
所
　
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

◇
目
的

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、自

治
体
経
営
に
係
る
経
営
戦
略
、社
会
経
済
情

勢
、地
方
行
政
制
度
等
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
。

◇
内
容

　
・
講
演
　「
東
日
本
大
震
災
か
ら
未
来
へ
」

　
　  

宮
崎
県
南
三
陸
町

　
　
　  

町
長
　
佐
藤
　
仁

　
・
政
策
研
究
共
同
研
修
報
告

　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
北
川
村
議
会
議
員

及
び
北
川
村
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自

動
車
の
費
用
等
に
つ
い
て
、公
費
で
負
担
す
る
限

度
額
等
を
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
先
で
あ
る
特
定
非

営
利
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
へ
職
員
を
派

遣
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和

の
た
め
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
柏
木
飲
料
水
供
給
施
設
を
地
区
管
理
か
ら
村
管

理
と
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
予
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て

和田　和恵 議員

平岡　章秀 議員



12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た   
が   
わ

ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
が
好
評
で
、追
い
風

と
な
り
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
が
、感
染
第
７
波
と

な
っ
た
７
月
以
降
に
は
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
ぐ
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
７
月
末
現
在
で
1
，3
5
1
件
、1
0
，9
3
2

千
円（
前
年
度
同
期
1
，6
7
6
件
、1
2
，

3
2
6
千
円
▲
11
・
3
％
。）と
昨
年
を
下
回
っ
て

い
る
が
、近
年
の
寄
附
金
額
の
動
向
と
比
較
す
る

と
令
和
２
年
度
と
同
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

　
年
末
に
向
け
て
寄
附
が
増
加
す
る
の
で
、引
き

続
き
顕
彰
会
と
連
携
し
、魅
力
あ
る
返
礼
品
の
企

画
に
取
り
組
む
。

■
教
育
関
係

○「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
保
小
中

の
一
体
的
な
取
り
組
み

　
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
や
学
校
運
営
協

議
会
、保
育
所
・
小
中
学
校
保
護
者
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
て
、取
り
組
み
状
況
や
教
育
の
理
念
な
ど

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、保
護
者
や
村
民

の
皆
様
か
ら
広
く
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
き
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
は
、

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
学
習
な
ど
の
取
り

組
み
に
驚
い
た
。

・
今
の
教
育
は
、子
ど
も
達
の
郷
土
愛
や
村
に

帰
っ
て
き
た
い
と
い
う
想
い
を
育
ん
で
い
る

と
感
じ
た
。

・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
併
せ
て
、子
ど
も

を
増
や
す
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
令
和
４
年
9
月
定
例
議
会
は
、9
月
7
日
に
開

会
し
報
告
２
件
、条
例
制
定
、固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
、教
育
委
員
の
任
命
、一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
日
に
は
、令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、２
氏

が
３
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
感
染
者
の
急
増
に
よ
り
医
療
提
供
体
制
が

ひ
っ
迫
し
、自
宅
療
養
者
が
増
加
状
況
に
あ
る
。

　
県
は
、８
月
16
日
か
ら
対
応
ス
テ
ー
ジ
を
５
段

階
の
う
ち
最
も
厳
し
い「
特
別
対
策（
紫
）」に
引

き
上
げ
、高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
、不

要
不
急
の
外
出
を
極
力
控
え
る
こ
と
な
ど
を
要

請
し
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
、手
指
消
毒
及
び
換
気
な
ど
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、３
回
目
、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
。

■
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金（
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
分
）を
活
用
し
、日
常
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、村
独
自
の
給
付
事
業
を
考
え
て
い
る
。

　
ゆ
ず
農
家
を
は
じ
め
と
す
る
村
内
の
事
業
者

に
対
す
る
支
援
は
、国
や
県
の
動
き
を
注
視
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

■
地
方
創
生
総
合
戦
略

○
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

・
15
会
場
で
開
催
し
、延
べ
89
人
の
参
加

・
内
容第

２
期
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
関
し「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

（
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
）」を
軸
に

産
業
分
野
、健
康
づ
く
り
な
ど
の
取
組
状
況

を
説
明
。

・
意
見
、質
問

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、外
国
語

や
地
域
学
な
ど
の
取
り
組
み
を
評
価
い
た

だ
く
一
方
、子
ど
も
が
減
少
し
て
い
る
状
況

に
不
安
を
抱
く
声
な
ど
も
聞
か
れ
た
。

北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
ほ
場
整
備
が
進
む
な

か
、ゆ
ず
の
生
産
量
増
加
等
に
伴
う
販
路
拡

大
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

座
談
会
で
の
意
見
や
要
望
の
う
ち
、す
ぐ
に
着

手
で
き
る
も
の
は
実
行
に
移
し
て
い
く
。予
算
措

置
が
必
要
な
案
件
は
、今
後
の
予
算
編
成
な
ど
を

通
じ
て
、実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

○
北
部
地
区
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
立
案
や
運
営
支
援
を

行
う
集
落
再
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
を
８

月
１
日
に
配
置
。現
在
、北
部
地
区
の
現
状
把
握

を
行
い
な
が
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
の
策
定

　
今
年
度
に
研
修
を
卒
業
す
る
農
業
研
修
生
３

名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
農
家
と
の
３
者
面
談
を

行
っ
た
う
え
で
作
成
し
た
事
業
計
画
書
の
内
容

を
精
査
し
て
い
る
。経
営
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、

素
案
の
段
階
で
あ
る
が
、就
農
か
ら
し
ば
ら
く
は

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
試
算
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
国
の
経
営
開
始
資
金
終
了
後
の
数
年
を
ど

う
乗
り
越
え
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。今
後

は
、ほ
場
整
備
や
成
木
園
地
確
保
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、今
月
末
を
目
標
に
経
営
モ
デ
ル
と
園
地

配
分
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
い
く
。

○
ゆ
ず
の
母
樹
園
設
置

　
Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
柚
子
部
北
川
支
部
よ
り
、

「
柚
子
部
が
主
体
と
な
り
管
理
を
し
て
き
た
、ゆ

ず
の
苗
木
を
生
産
す
る
母
樹
の
多
く
が
病
気
等
に

な
っ
た
た
め
穂
木
が
不
足
し
て
い
る
」「
苗
木
生

産
の
事
業
者
が
高
齢
化
し
て
お
り
、今
後
の
苗
木

生
産
の
継
続
性
が
見
通
せ
な
い
」と
の
相
談
が

あ
っ
た
。こ
れ
を
受
け
、Ｊ
Ａ
北
川
支
所
営
農
指

導
員
と
県
安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
普
及
指
導
員
、

村
産
業
政
策
課
職
員
で
母
樹
園
管
理
と
苗
木
生
産

を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
高
知
市
土
佐
山
柚
子
生
産
組

合
と
い
の
町
農
業
公
社
の
視
察
を
行
い
、産
業
構

築
の
一
環
と
し
て
村
内
で
の
安
定
的
な
苗
木
生
産

に
向
け
て
、Ｊ
Ａ
柚
子
部
や
関
係
機
関
と
の
協
議

を
重
ね
、村
と
し
て
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。

○
野
友
地
区
の
ほ
場
整
備

　
地
権
者
か
ら
同
意
を
得
て
、７
月
22
日
に
県
安

芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
で
全
地
権
者
へ
の

説
明
会
が
行
わ
れ
た
。説
明
会
で
は
、設
計
に
関

す
る
個
別
の
確
認
や
要
望
は
あ
っ
た
が
、反
対
意

見
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、10
月
着
工
の
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル

　
11
月
に
行
う
国
へ
の
事
業
申
請
書
を
作
成
し

て
い
る
。中
間
管
理
権
の
設
定
に
必
要
な
農
用
地

利
用
集
積
計
画
の
同
意
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
厳
し
い
。安
倉
地
区
1.4
h
a
に

お
い
て
、相
続
権
者
の
整
理
と
各
権
利
者
の
意
思

確
認
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、整
備
計
画
区
域
か

ら
一
旦
外
す
こ
と
と
し
、第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は

５
地
区
7.6
h
a
と
な
る
。

○
和
田
日
浦
地
区
の
ほ
場
整
備

　
県
に
よ
る
整
地
工
事
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、村
が
行
う
農
道
及
び
水
路
の
整
備
工
事
を
県

の
整
地
工
事
と
並
行
し
て
10
月
か
ら
行
う
こ
と

と
し
、県
工
事
の
進
捗
を
確
認
・
調
整
し
な
が
ら
、

来
年
３
月
の
完
成
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
村
道
久
府
付
線
及
び
村
道
内
谷
線
の
道
路
改

良
事
業

　
６
月
13
日
に
測
量
設
計
の
委
託
契
約
を
締
結
。

　
村
道
久
府
付
線
は
、測
量
設
計
を
12
月
中
に
完

了
し
、工
事
は
簡
易
水
道
耐
震
管
設
置
工
事
と
併

せ
て
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
を
予
定
。村
道
内

谷
線
は
、測
量
設
計
を
９
月
末
に
完
了
さ
せ
、11

月
に
着
工
、３
月
完
成
予
定
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
７
月
１
日
に
村
内
全
戸
へ
工
事
実
施
の
お
知

ら
せ
を
配
布
し
、７
月
12
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ

着
工
し
た
。９
月
12
日
か
ら
躯
体
工
事
に
入
り
、

来
年
３
月
の
完
成
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

　
６
月
29
日
に
株
式
会
社
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
委
託
契
約
を
締
結
。現
在
、温
室
効
果
ガ
ス

排
出
状
況
な
ど
村
の
現
状
を
把
握
す
る
基
礎
調
査

を
行
っ
て
い
る
。計
画
策
定
に
あ
た
り
、高
知
工
科

大
学
、高
知
大
学
の
有
識
者
な
ど
９
名
の
委
員
に

よ
る
北
川
村
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
検
討
委
員

会
を
設
置
。９
月
１
日
の
第
１
回
検
討
委
員
会
で

は
、具
体
的
な
施
策
の
検
討
と
将
来
的
な
二
酸
化

炭
素
削
減
量
の
把
握
な
ど
の
基
礎
調
査
を
行
う
こ

と
。ま
た
、地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標

や
2
0
5
0
年
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
検
討
を
重
ね
、村
と
し
て
の
計
画
を
策
定
。

来
年
１
月
か
ら
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
脱
炭

素
先
行
地
域
1
0
0
選
の
選
定
に
応
募
、来
年
度

以
降
の
事
業
化
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化（
8
月
末
申
請
件
数
）

診
断
３
件
　
設
計
４
件
　
改
修
工
事
３
件

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却（
8
月
末
件
数
）

相
談
６
件
、う
ち
完
了
２
件

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
集
団
検
診

　
健
康
づ
く
り
婦
人
会
と
保
健
福
祉
推
進
員
に

よ
る
戸
別
訪
問
や
健
診
時
間
の
指
定
に
よ
る
待

ち
時
間
の
短
縮
な
ど
、検
診
を
受
け
や
す
い
環
境

整
備
に
努
め
、前
年
度
を
26
人
上
回
る
2
0
5
人

が
受
診
。今
後
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、継
続
的
な
戸
別
訪
問

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、医
療
機
関
に
受
診
勧
奨

の
協
力
要
請
を
し
て
い
く
。

○
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施

　
管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
か

ら
だ
づ
く
り
健
康
教
室
を
開
催
。加
茂
農
業
セ
ン

タ
ー
や
野
川
、野
友
、宗
ノ
上
、小
島
の
集
会
所
で

52
人
が
参
加
。筋
力
維
持
の
た
め
に
タ
ン
パ
ク
質

の
摂
取
を
主
と
し
た
食
改
善
や
運
動
の
相
談
と

指
導
を
行
っ
た
。同
時
に
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、参
加
者
の
介
護
予
防
に
関
す
る
分
析
に
活

用
し
て
い
く
。

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
先
月
末
現
在
40
名
が
利
用
。コ
ロ
ナ
禍
が
長
引

く
な
か
、社
会
参
加
活
動
の
減
少
や
運
動
機
能
の

低
下
に
よ
り
一
時
的
な
支
援
の
希
望
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、コ
ロ
ナ

禍
前
の
自
立
し
た
食
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、自
ら
調
理
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
本

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き

見
守
り
や
健
康
管
理
な
ど
を
行
い
、高
齢
者
等
の

低
栄
養
リ
ス
ク
改
善
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
８
月
末
現
在
　
入
園
者
数
　
6
3
，4
5
7
人
。

（
前
年
同
期
　
3
8
，3
0
4
人
＋
66
％
。

令
和
２
年
度
同
期
　
2
9
，8
3
9
人
＋

1
1
3
％
。）

　
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
行
動
制
限
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、６
月
、７
月
は
個
人
、団
体
客
と
も
に
好
調
で

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
傾
向
に
あ
っ
た

が
、８
月
は
よ
さ
こ
い
祭
り
や
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
な
ど
に
よ
り
、観
光
ツ
ア
ー
の
宿
泊

が
困
難
と
な
っ
た
影
響
か
ら
、団
体
客
の
予
約
が

減
少
。今
月
は
、団
体
客
の
予
約
が
37
件
、約

7
0
0
名（
前
年
同
月
９
件
、1
0
0
名
）と
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、感
染
第
７
波
の
影
響

が
危
惧
さ
れ
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
８
月
末
現
在
　
利
用
者
数
　
9
，1
4
3
人
。

（
昨
年
同
期
　
8
，4
0
0
人
＋
９
％
。

令
和
２
年
度
同
期
　
6
，9
2
6
人
＋
32
％
。）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
密
状
態
を
回
避
し
た
宿

泊
予
約
な
ど
の
対
応
を
継
続
。高
知
県
東
部
観
光

協
議
会
に
よ
る
５
月
９
日
か
ら
９
月
末
ま
で
の

「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の

　
ま
た
、子
ど
も
の
減
少
に
よ
る
少
人
数
学
級
・

多
年
齢
学
習（
複
式
学
級
）に
つ
い
て
は
、メ
リ
ッ

ト
が
多
い
と
感
じ
る
方
が
い
る
一
方
、学
級
編
成

へ
の
不
安
や
学
習
進
度
の
遅
れ
を
心
配
す
る
声

も
あ
る
。

　
今
後
は
、座
談
会
や
子
育
て
世
帯
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、先
駆
的
な
山

間
地
教
育
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
仕
組
み
を
模
索

し
、永
続
さ
せ
ら
れ
る
北
川
村
な
ら
で
は
の
15
年

一
貫
し
た
子
育
て
を
目
指
す
た
め
、教
育
水
準
書

の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
継
続
し
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
８
月
末
現
在
　
入
館
者
数
　
2
，2
5
7
人

（
前
年
同
期
1
，8
8
2
人
＋
20
％
。

令
和
２
年
同
期
1
，0
9
9
人
＋
1
0
5
％
。）

　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、厳
し
い
状
況
も
考
え
ら
れ
る
が
、感

染
対
策
の
徹
底
や
企
画
展
等
の
充
実
を
図
り
、来

館
者
の
増
加
に
努
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

運
営

　
移
管
事
業
や
新
規
事
業
の
整
理
・
精
査
に
つ
い

て
、関
係
者
の
方
々
と
協
議
・
検
討
を
重
ね
、10
月

１
日
か
ら
の
移
行
に
目
処
が
立
っ
た
。令
和
６
年

度
に
迎
え
る
開
館
30
周
年
を
契
機
に
交
流
・
関
係

人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、業
務
全
般
を
円
滑
に

遂
行
で
き
る
よ
う
、体
制
の
精
査
や
課
題
整
理
な

ど
の
基
礎
固
め
を
行
い
、来
年
度
か
ら
新
た
な
事

業
を
実
施
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
9
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

小
水
力
発
電
計
画
に
つ
い
て

9
　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
に
応
募
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
、こ
の

第
３
回
定
例
会
行
政
報
告
の
中
で
も
説
明
が

あ
っ
た
。再
度
、小
水
力
発
電
計
画
に
お
け
る
現

在
ま
で
の
進
捗
状
況
及
び
、今
後
の
取
組
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
宗
ノ
上
地
区
及
び
安
倉
地
区（
蛇
谷
と
矢
筈

谷
）、電
源
開
発
が
計
画
し
て
い
た
平
鍋
清
水
バ

イ
パ
ス
の
４
ヶ
所
の
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
、脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
選
定
さ
れ
た

場
合
に
、活
用
が
可
能
な
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
よ
る
事
業
化
を
検
討
し
て

お
り
、昨
年
12
月
ご
ろ
か
ら
、環
境
省
や
経
済
産

業
省
、総
務
省
、県
選
出
国
会
議
員
等
に
事
業
要

望
を
行
っ
て
き
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
計
画
策
定
に
係

る
調
査
等
費
用
に
対
し
４
月
26
日
に
、公
益
財
団

法
人
日
本
環
境
協
会
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
費
等
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
。

そ
の
後
、指
名
競
争
入
札
を
経
て
６
月
29
日
に
株

式
会
社
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
、基
礎
調

査
等
委
託
業
務
に
関
す
る
委
託
契
約
を
締
結
し
、

現
在
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況
や
再
エ
ネ
導
入

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
な
ど
、村
の
現
状
を
把
握
す

る
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、脱
炭
素
及
び
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

専
門
的
な
知
見
か
ら
協
議
と
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
に
高
知
工
科
大
学
や
高
知
大
学
の
有
識
者
な
ど

の
委
員
９
名
に
よ
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、９
月

１
日
に
第
１
回
目
を
開
催
し
た
。今
後
は
、脱
炭

素
シ
ナ
リ
オ
や
脱
炭
素
化
に
向
け
た
施
策
等
の
検

討
を
行
い
、令
和
５
年
１
月
か
ら
２
月
ご
ろ
の
脱

炭
素
先
行
地
域
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
向
け
て
、年

内
の
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
調
査
、あ
る
い

は
検
討
し
て
き
た
資
料
情
報
に
つ
い
て
は
、随
時

新
し
い
も
の
を
含
め
て
共
有
し
て
い
る
。

9
　
電
源
開
発
本
店
に
村
長
と
常
任
委
員
長
が

小
水
力
発
電
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
協
力
依

頼
に
行
っ
た
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
な
内
容
の
協

力
依
頼
を
し
た
の
か
。ま
た
電
源
開
発
側
の
感
触

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
に
あ
た
り
、地
域
企
業
と
協
力
体
制
を
築
き

事
業
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、脱
炭
素
先
行

地
域
計
画
書
に
電
源
開
発
と
の
協
力
を
明
記
す

る
方
向
で
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

発
電
し
て
い
る
電
力
の
う
ち
契
約
会
社
と
の
契

約
分
を
上
回
る
余
剰
電
力
分
に
つ
い
て
、可
能
な

限
り
提
供
す
る
旨
の
回
答
が
あ
り
、地
域
貢
献
と

い
う
部
分
で
支
援
を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
地
域
企
業
で
あ
る
電
源
開
発
と
電
力
事
業
者

で
あ
る
四
国
電
力
と
協
力
し
て
い
か
な
い
と
、脱

炭
素
を
村
が
目
指
す
と
こ
ろ
の
民
生
分

1
0
0
％
再
エ
ネ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い

の
で
、協
議
を
重
ね
た
う
え
で
、協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

避
難
所（
交
流
セ
ン
タ
ー
）のW

i-Fi

整
備
に

つ
い
て

9
　
村
内
各
地
域
の
交
流
セ
ン
タ
ー
と
集
会
所

は
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。防
災
対
策
の
一

つ
と
し
てW

i-Fi

を
整
備
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
。ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。現
状

と
し
て
、村
内
でW

i-Fi

使
用
可
能
な
施
設
に
つ

い
て
も
併
せ
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
村
が
管
理
す
る
施
設
のW

i-Fi

整
備
は
、フ

リ
ー
あ
る
い
は
パ
ス
ワ
ー
ド
等
が
必
要
に
な
る

場
合
も
あ
る
が
、総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
除

き
、主
立
っ
た
公
共
施
設
で
対
応
で
き
て
い
る
。

ま
た
、集
会
所
等
で
は
、北
部
集
会
所
の
み
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
が
あ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
発
災
時
に
は
、避
難
者
の
安
全
や
人
数
、被
害

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、避
難
所
と
村
と
が
相
互

に
情
報
の
伝
達
や
収
集
を
行
え
る
環
境
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。こ
の
た
め
災
害
時
に
通
信
が
で

き
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
衛
星
携
帯
電
話
を

順
次
整
備
し
て
お
り
、各
避
難
所
と
連
絡
が
と
れ

る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

　
一
方
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
は
、当
然
発
災
時

の
通
信
手
段
の
一
つ
で
あ
る
が
、断
線
や
停
電
等

の
状
況
に
よ
り
、大
規
模
な
災
害
時
に
は
一
時
的

ま
た
は
中
期
的
に
不
通
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

光
ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
す
るW

i-Fi

整
備
も
同
様
と

考
え
て
い
る
。ま
た
整
備
後
の
維
持
経
費
等
活
用

場
面
を
想
定
し
た
場
合
、防
災
対
策
の
み
で
の

W
i-Fi

整
備
は
考
え
づ
ら
い
現
状
で
あ
る
。

9
　
防
災
対
策
の
み
で
の
整
備
は
考
え
て
い
な

い
よ
う
だ
が
、地
域
で
の
活
動
や
ほ
か
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
の
活
用
を
含
め
たW

i-Fi

整
備
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
や
リ
モ
ー
ト
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
行
う
こ
と
が
大
変
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、当
村
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
に
お
い
て

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
と
い
う
新
た
な
視
点

も
重
要
な
こ
と
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

 

答

　村
長

　
防
災
以
外
で
は
、北
部
地
区
で
の
取
り
組
み
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
整
え
ば
地
域
活
性
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
の
向
上
、効
率
化
に
つ
な
が
る
な
ど
活
用

の
場
面
が
増
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
北
部
集
会
所
に
お
い
て
地
域
活
性
化

の
面
でW

i-Fi

が
活
用
さ
れ
る
の
か
。ま
た
、今
後

リ
モ
ー
ト
を
使
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
ら
対
応
可
能
な
の
か
実
証

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

今
あ
る
拠
点
で
対
応
が
可
能
な
の
か
精
査
し
、実

証
し
て
、そ
の
う
え
で
整
備
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

買
い
物
弱
者
に
つ
い
て

9
　
令
和
３
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
後
の

検
討
経
過
を
問
う
。ま
た
、関
連
事
項
と
し
て
マ

ル
ナ
カ
の
移
動
販
売
に
つ
い
て
今
の
現
状
を
問

う
。

 

答

　村
長

　
昨
年
12
月
定
例
会
で
答
弁
し
た
A
コ
ー
プ
閉

店
後
の
影
響
に
つ
い
て
、社
会
福
祉
協
議
会
の

「
心
配
事
相
談
」に
お
い
て
36
名
の
独
居
及
び
高

齢
者
世
帯
の
方
か
ら
状
況
を
聞
き
取
り
、

・
閉
店
し
て
困
る
こ
と（
複
数
回
答
あ
り
）

「
近
隣
の
店
舗
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い
。不

便
だ
。」（
19
名
）

「
日
々
の
食
材
及
び
惣
菜
の
購
入
な
ど
に
困
る
。」

（
10
名
）

「
急
な
日
用
品
の
購
入
に
困
る
。」（
9
名
）

・
要
望
・
希
望

「
現
在
の
場
所
で
品
ぞ
ろ
え
の
豊
富
な
店
が
あ

る
と
助
か
る
。」

「
免
許
返
納
や
バ
ス
に
乗
れ
な
く
な
る
と
近
く

に
店
が
な
い
の
は
困
る
。」

「
日
々
の
食
事
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。」

な
ど
の
声
が
あ
る
。村
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、既
存
の
買
物
支
援
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、改
め
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、必
要
な
支
援

が
漏
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
積
極
的
に
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
対
応
の
な
か
、マ
ル
ナ
カ
が
中
芸
地

区
で
移
動
販
売
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
る
と
の

連
絡
が
中
芸
広
域
連
合
か
ら
あ
り
、問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
事
業
内
容
の
説
明
を
い
た
だ
け
る
と

の
こ
と
で
、７
月
21
日
に
担
当
課
長
と
保
健
師
で

対
応
を
行
っ
て
い
る
。マ
ル
ナ
カ
と
し
て
は
、中

芸
地
区
で
移
動
販
売
を
す
る
こ
と
は
決
定
事
項

で
あ
る
こ
と
、販
売
場
所
は
未
確
定
で
あ
る
こ
と
、

村
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
の
余
地
が
あ
る

こ
と
か
ら
、村
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し
て
、

集
い
の
場
等
で
高
齢
者
の
意
見
を
聞
き
、ル
ー
ト

と
販
売
場
所
を
集
約
し
、９
月
12
日
に
打
合
わ
せ

を
行
う
予
定
だ
と
報
告
を
受
け
た
。マ
ル
ナ
カ
に

よ
る
移
動
販
売
の
計
画
は
、あ
く
ま
で
も
民
間
事

業
者
に
よ
る
主
体
的
な
事
業
で
あ
る
た
め
、ど
こ

ま
で
村
が
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
か
は
分
か

り
か
ね
る
が
、買
い
物
支
援
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
本
村
に
と
っ
て
は
、ぜ
ひ
実
現
し
て
い
た
だ
き

た
い
事
業
で
も
あ
る
た
め
、村
と
し
て
も
積
極
的

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、こ
の
こ
と
は
マ
ル
ナ
カ
に
お
い
て
事
業

実
施
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る
こ
と
、民
間
事
業

者
主
体
の
事
業
で
あ
る
の
で
、現
時
点
で
こ
れ
以

上
の
こ
と
を
周
知
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。事
業

内
容
が
確
定
し
た
ら
、民
間
事
業
者
か
ら
周
知
の

チ
ラ
シ
等
が
配
布
さ
れ
る
と
も
聞
い
て
い
る
の

で
、村
と
し
て
も
広
報
等
に
よ
り
周
知
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

◇
報
告
◇

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
第
３
条
第
１
項
及
び
同
法
第
22
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

北
川
村
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価

に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、教
育
委
員
会

の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

◇
契
約
◇

島
橋
橋
梁
補
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　
５
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
第
96
条

第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
有
限
会
社
　
浜
渦
工
務
店

　
請
負
金
額
　
　
9
4
，0
5
0
，0
0
0
円

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

◇
人
事
◇

北
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
求
め
る

も
の
。

　
濵
渦
　
　
努
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　
地
方
税
法
第
4
2
3
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
上
村
　
尚
幸
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

◇
条
例
◇
　

北
川
村
議
会
議
員
及
び
北
川
村
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
物
価
高
騰
対
応
給
付
金

及
び
中
岡
慎
太
郎
館
指
定
管
理
に
要
す
る
経
費
を

補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
お
い
て

歳
入
の
調
整
が
必
要
と
な
り
、一
般
会
計
へ
の
返

還
に
要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
保
健
事
業
及
び
介
護
予
防
の
一
体
的
な
事
業
に

要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
決
算
◇

　
令
和
３
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、所
管
課

よ
り
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
主
要
な
施
策
の
成

果
の
概
要
を
踏
ま
え
各
事
業
の
説
明
を
受
け
審
査

を
行
っ
た
結
果
、全
員
賛
成
で「
認
定
」と
決
定
し
た
。

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇
指
定
管
理
◇

中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
4
4
条
の
２
第
６
項
の
規
定

に
よ
り
、中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
も
の
。

　
指
定
管
理
者
　
特
定
非
営
利
法
人

　
　
　
　
　
　
　
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

　
指
定
期
間
　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
そ
の
他
◇

高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　
高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
の
解
散

に
係
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
第

2
9
0
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
令
和
４
年
度
執
行
状
況

◇
日
時
　
令
和
４
年
10
月
31
日（
月
）

◇
内
容

①
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て

②
令
和
４
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。・・ 

研
修 

・・

■
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

◇
日
時
　
令
和
４
年
10
月
20
日（
木
）

◇
場
所
　
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

◇
目
的

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、自

治
体
経
営
に
係
る
経
営
戦
略
、社
会
経
済
情

勢
、地
方
行
政
制
度
等
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
。

◇
内
容

　
・
講
演
　「
東
日
本
大
震
災
か
ら
未
来
へ
」

　
　  

宮
崎
県
南
三
陸
町

　
　
　  

町
長
　
佐
藤
　
仁

　
・
政
策
研
究
共
同
研
修
報
告

　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
北
川
村
議
会
議
員

及
び
北
川
村
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自

動
車
の
費
用
等
に
つ
い
て
、公
費
で
負
担
す
る
限

度
額
等
を
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
先
で
あ
る
特
定
非

営
利
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
へ
職
員
を
派

遣
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和

の
た
め
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
柏
木
飲
料
水
供
給
施
設
を
地
区
管
理
か
ら
村
管

理
と
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
予
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て

　
議
会
で
は
、年
４
回（
３
月
・
６
月
・
９

月
・
12
月
）の
定
例
会
と
臨
時
会
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
明
る
く
住
み
よ
い
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
に
、み
な
さ
ん
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
を
聞
き
、質
疑
等
を
通
じ
て
、村

の
予
算
や
契
約
、条
例
な
ど
の
最
終
的
な

決
定
を
し
て
い
ま
す
。村
の
仕
事
は
議
会

と
村
長
が
お
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、

協
力
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
開
始
時
間
は
午
前
10
時
で
す
。

　
会
議
の
様
子
を
直
接
見
た
り
、聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
傍
聴
さ
れ
る
場
合
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
入
口
で
手
指

消
毒
し
、マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
の
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ

６
名
で
し
た
。

　
次
回
、第
４
回
定
例
会
は
12
月
で
す
。

　
ぜ
ひ
、傍
聴
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

議
会
を

傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

令和4年度　補正予算

会計名 補正額 補正後の額

一 般 会 計

国民健康保険
特 別 会 計

後 期 高 齢 者
医療特別会計

56,008千円

772千円

1,738千円

2,785,130千円

214,381千円

40,627千円

令和3年度　各会計決算の状況

会計名 歳　入 歳　出

一 般 会 計

代 替 輸 送
特 別 会 計

国民健康保険
特 別 会 計

簡 易 水 道
特 別 会 計

後 期 高 齢 者
医療特別会計

2,511,275千円

33,008千円

198,028千円

149,083千円

31,582千円

2,310,528千円

33,002千円

198,027千円

149,000千円

30,340千円

【活動報告】　総務産業建設常任委員会



12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た   
が   
わ

ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
が
好
評
で
、追
い
風

と
な
り
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
が
、感
染
第
７
波
と

な
っ
た
７
月
以
降
に
は
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
ぐ
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
７
月
末
現
在
で
1
，3
5
1
件
、1
0
，9
3
2

千
円（
前
年
度
同
期
1
，6
7
6
件
、1
2
，

3
2
6
千
円
▲
11
・
3
％
。）と
昨
年
を
下
回
っ
て

い
る
が
、近
年
の
寄
附
金
額
の
動
向
と
比
較
す
る

と
令
和
２
年
度
と
同
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

　
年
末
に
向
け
て
寄
附
が
増
加
す
る
の
で
、引
き

続
き
顕
彰
会
と
連
携
し
、魅
力
あ
る
返
礼
品
の
企

画
に
取
り
組
む
。

■
教
育
関
係

○「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
保
小
中

の
一
体
的
な
取
り
組
み

　
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
や
学
校
運
営
協

議
会
、保
育
所
・
小
中
学
校
保
護
者
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
て
、取
り
組
み
状
況
や
教
育
の
理
念
な
ど

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、保
護
者
や
村
民

の
皆
様
か
ら
広
く
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
き
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
は
、

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
学
習
な
ど
の
取
り

組
み
に
驚
い
た
。

・
今
の
教
育
は
、子
ど
も
達
の
郷
土
愛
や
村
に

帰
っ
て
き
た
い
と
い
う
想
い
を
育
ん
で
い
る

と
感
じ
た
。

・
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
併
せ
て
、子
ど
も

を
増
や
す
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
令
和
４
年
9
月
定
例
議
会
は
、9
月
7
日
に
開

会
し
報
告
２
件
、条
例
制
定
、固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
、教
育
委
員
の
任
命
、一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
日
に
は
、令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、２
氏

が
３
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
感
染
者
の
急
増
に
よ
り
医
療
提
供
体
制
が

ひ
っ
迫
し
、自
宅
療
養
者
が
増
加
状
況
に
あ
る
。

　
県
は
、８
月
16
日
か
ら
対
応
ス
テ
ー
ジ
を
５
段

階
の
う
ち
最
も
厳
し
い「
特
別
対
策（
紫
）」に
引

き
上
げ
、高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
、不

要
不
急
の
外
出
を
極
力
控
え
る
こ
と
な
ど
を
要

請
し
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
、手
指
消
毒
及
び
換
気
な
ど
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、３
回
目
、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
。

■
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金（
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
分
）を
活
用
し
、日
常
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、村
独
自
の
給
付
事
業
を
考
え
て
い
る
。

　
ゆ
ず
農
家
を
は
じ
め
と
す
る
村
内
の
事
業
者

に
対
す
る
支
援
は
、国
や
県
の
動
き
を
注
視
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

■
地
方
創
生
総
合
戦
略

○
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

・
15
会
場
で
開
催
し
、延
べ
89
人
の
参
加

・
内
容第

２
期
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
関
し「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

（
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
）」を
軸
に

産
業
分
野
、健
康
づ
く
り
な
ど
の
取
組
状
況

を
説
明
。

・
意
見
、質
問

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、外
国
語

や
地
域
学
な
ど
の
取
り
組
み
を
評
価
い
た

だ
く
一
方
、子
ど
も
が
減
少
し
て
い
る
状
況

に
不
安
を
抱
く
声
な
ど
も
聞
か
れ
た
。

北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
ほ
場
整
備
が
進
む
な

か
、ゆ
ず
の
生
産
量
増
加
等
に
伴
う
販
路
拡

大
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

座
談
会
で
の
意
見
や
要
望
の
う
ち
、す
ぐ
に
着

手
で
き
る
も
の
は
実
行
に
移
し
て
い
く
。予
算
措

置
が
必
要
な
案
件
は
、今
後
の
予
算
編
成
な
ど
を

通
じ
て
、実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

○
北
部
地
区
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
立
案
や
運
営
支
援
を

行
う
集
落
再
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
を
８

月
１
日
に
配
置
。現
在
、北
部
地
区
の
現
状
把
握

を
行
い
な
が
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興

○
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
の
策
定

　
今
年
度
に
研
修
を
卒
業
す
る
農
業
研
修
生
３

名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
農
家
と
の
３
者
面
談
を

行
っ
た
う
え
で
作
成
し
た
事
業
計
画
書
の
内
容

を
精
査
し
て
い
る
。経
営
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、

素
案
の
段
階
で
あ
る
が
、就
農
か
ら
し
ば
ら
く
は

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
試
算
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
国
の
経
営
開
始
資
金
終
了
後
の
数
年
を
ど

う
乗
り
越
え
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。今
後

は
、ほ
場
整
備
や
成
木
園
地
確
保
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、今
月
末
を
目
標
に
経
営
モ
デ
ル
と
園
地

配
分
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
い
く
。

○
ゆ
ず
の
母
樹
園
設
置

　
Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
柚
子
部
北
川
支
部
よ
り
、

「
柚
子
部
が
主
体
と
な
り
管
理
を
し
て
き
た
、ゆ

ず
の
苗
木
を
生
産
す
る
母
樹
の
多
く
が
病
気
等
に

な
っ
た
た
め
穂
木
が
不
足
し
て
い
る
」「
苗
木
生

産
の
事
業
者
が
高
齢
化
し
て
お
り
、今
後
の
苗
木

生
産
の
継
続
性
が
見
通
せ
な
い
」と
の
相
談
が

あ
っ
た
。こ
れ
を
受
け
、Ｊ
Ａ
北
川
支
所
営
農
指

導
員
と
県
安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
普
及
指
導
員
、

村
産
業
政
策
課
職
員
で
母
樹
園
管
理
と
苗
木
生
産

を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
高
知
市
土
佐
山
柚
子
生
産
組

合
と
い
の
町
農
業
公
社
の
視
察
を
行
い
、産
業
構

築
の
一
環
と
し
て
村
内
で
の
安
定
的
な
苗
木
生
産

に
向
け
て
、Ｊ
Ａ
柚
子
部
や
関
係
機
関
と
の
協
議

を
重
ね
、村
と
し
て
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。

○
野
友
地
区
の
ほ
場
整
備

　
地
権
者
か
ら
同
意
を
得
て
、７
月
22
日
に
県
安

芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
で
全
地
権
者
へ
の

説
明
会
が
行
わ
れ
た
。説
明
会
で
は
、設
計
に
関

す
る
個
別
の
確
認
や
要
望
は
あ
っ
た
が
、反
対
意

見
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、10
月
着
工
の
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

○
第
２
期
北
川
モ
デ
ル

　
11
月
に
行
う
国
へ
の
事
業
申
請
書
を
作
成
し

て
い
る
。中
間
管
理
権
の
設
定
に
必
要
な
農
用
地

利
用
集
積
計
画
の
同
意
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
厳
し
い
。安
倉
地
区
1.4
h
a
に

お
い
て
、相
続
権
者
の
整
理
と
各
権
利
者
の
意
思

確
認
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、整
備
計
画
区
域
か

ら
一
旦
外
す
こ
と
と
し
、第
２
期
北
川
モ
デ
ル
は

５
地
区
7.6
h
a
と
な
る
。

○
和
田
日
浦
地
区
の
ほ
場
整
備

　
県
に
よ
る
整
地
工
事
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、村
が
行
う
農
道
及
び
水
路
の
整
備
工
事
を
県

の
整
地
工
事
と
並
行
し
て
10
月
か
ら
行
う
こ
と

と
し
、県
工
事
の
進
捗
を
確
認
・
調
整
し
な
が
ら
、

来
年
３
月
の
完
成
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
村
道
久
府
付
線
及
び
村
道
内
谷
線
の
道
路
改

良
事
業

　
６
月
13
日
に
測
量
設
計
の
委
託
契
約
を
締
結
。

　
村
道
久
府
付
線
は
、測
量
設
計
を
12
月
中
に
完

了
し
、工
事
は
簡
易
水
道
耐
震
管
設
置
工
事
と
併

せ
て
令
和
５
年
度
か
ら
２
か
年
を
予
定
。村
道
内

谷
線
は
、測
量
設
計
を
９
月
末
に
完
了
さ
せ
、11

月
に
着
工
、３
月
完
成
予
定
。

○
共
同
社
員
住
宅

　
７
月
１
日
に
村
内
全
戸
へ
工
事
実
施
の
お
知

ら
せ
を
配
布
し
、７
月
12
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ

着
工
し
た
。９
月
12
日
か
ら
躯
体
工
事
に
入
り
、

来
年
３
月
の
完
成
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画

　
６
月
29
日
に
株
式
会
社
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
委
託
契
約
を
締
結
。現
在
、温
室
効
果
ガ
ス

排
出
状
況
な
ど
村
の
現
状
を
把
握
す
る
基
礎
調
査

を
行
っ
て
い
る
。計
画
策
定
に
あ
た
り
、高
知
工
科

大
学
、高
知
大
学
の
有
識
者
な
ど
９
名
の
委
員
に

よ
る
北
川
村
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
検
討
委
員

会
を
設
置
。９
月
１
日
の
第
１
回
検
討
委
員
会
で

は
、具
体
的
な
施
策
の
検
討
と
将
来
的
な
二
酸
化

炭
素
削
減
量
の
把
握
な
ど
の
基
礎
調
査
を
行
う
こ

と
。ま
た
、地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標

や
2
0
5
0
年
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
の
検
討
を
重
ね
、村
と
し
て
の
計
画
を
策
定
。

来
年
１
月
か
ら
２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
脱
炭

素
先
行
地
域
1
0
0
選
の
選
定
に
応
募
、来
年
度

以
降
の
事
業
化
を
目
指
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化（
8
月
末
申
請
件
数
）

診
断
３
件
　
設
計
４
件
　
改
修
工
事
３
件

○
老
朽
化
住
宅
の
除
却（
8
月
末
件
数
）

相
談
６
件
、う
ち
完
了
２
件

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
集
団
検
診

　
健
康
づ
く
り
婦
人
会
と
保
健
福
祉
推
進
員
に

よ
る
戸
別
訪
問
や
健
診
時
間
の
指
定
に
よ
る
待

ち
時
間
の
短
縮
な
ど
、検
診
を
受
け
や
す
い
環
境

整
備
に
努
め
、前
年
度
を
26
人
上
回
る
2
0
5
人

が
受
診
。今
後
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、継
続
的
な
戸
別
訪
問

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、医
療
機
関
に
受
診
勧
奨

の
協
力
要
請
を
し
て
い
く
。

○
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施

　
管
理
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
か

ら
だ
づ
く
り
健
康
教
室
を
開
催
。加
茂
農
業
セ
ン

タ
ー
や
野
川
、野
友
、宗
ノ
上
、小
島
の
集
会
所
で

52
人
が
参
加
。筋
力
維
持
の
た
め
に
タ
ン
パ
ク
質

の
摂
取
を
主
と
し
た
食
改
善
や
運
動
の
相
談
と

指
導
を
行
っ
た
。同
時
に
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、参
加
者
の
介
護
予
防
に
関
す
る
分
析
に
活

用
し
て
い
く
。

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
先
月
末
現
在
40
名
が
利
用
。コ
ロ
ナ
禍
が
長
引

く
な
か
、社
会
参
加
活
動
の
減
少
や
運
動
機
能
の

低
下
に
よ
り
一
時
的
な
支
援
の
希
望
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、コ
ロ
ナ

禍
前
の
自
立
し
た
食
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、自
ら
調
理
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
本

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き

見
守
り
や
健
康
管
理
な
ど
を
行
い
、高
齢
者
等
の

低
栄
養
リ
ス
ク
改
善
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
８
月
末
現
在
　
入
園
者
数
　
6
3
，4
5
7
人
。

（
前
年
同
期
　
3
8
，3
0
4
人
＋
66
％
。

令
和
２
年
度
同
期
　
2
9
，8
3
9
人
＋

1
1
3
％
。）

　
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
行
動
制
限
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、６
月
、７
月
は
個
人
、団
体
客
と
も
に
好
調
で

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
傾
向
に
あ
っ
た

が
、８
月
は
よ
さ
こ
い
祭
り
や
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
な
ど
に
よ
り
、観
光
ツ
ア
ー
の
宿
泊

が
困
難
と
な
っ
た
影
響
か
ら
、団
体
客
の
予
約
が

減
少
。今
月
は
、団
体
客
の
予
約
が
37
件
、約

7
0
0
名（
前
年
同
月
９
件
、1
0
0
名
）と
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、感
染
第
７
波
の
影
響

が
危
惧
さ
れ
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
８
月
末
現
在
　
利
用
者
数
　
9
，1
4
3
人
。

（
昨
年
同
期
　
8
，4
0
0
人
＋
９
％
。

令
和
２
年
度
同
期
　
6
，9
2
6
人
＋
32
％
。）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
密
状
態
を
回
避
し
た
宿

泊
予
約
な
ど
の
対
応
を
継
続
。高
知
県
東
部
観
光

協
議
会
に
よ
る
５
月
９
日
か
ら
９
月
末
ま
で
の

「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の

　
ま
た
、子
ど
も
の
減
少
に
よ
る
少
人
数
学
級
・

多
年
齢
学
習（
複
式
学
級
）に
つ
い
て
は
、メ
リ
ッ

ト
が
多
い
と
感
じ
る
方
が
い
る
一
方
、学
級
編
成

へ
の
不
安
や
学
習
進
度
の
遅
れ
を
心
配
す
る
声

も
あ
る
。

　
今
後
は
、座
談
会
や
子
育
て
世
帯
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、先
駆
的
な
山

間
地
教
育
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
仕
組
み
を
模
索

し
、永
続
さ
せ
ら
れ
る
北
川
村
な
ら
で
は
の
15
年

一
貫
し
た
子
育
て
を
目
指
す
た
め
、教
育
水
準
書

の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
継
続
し
て
い
く
。

○
中
岡
慎
太
郎
関
係

　
８
月
末
現
在
　
入
館
者
数
　
2
，2
5
7
人

（
前
年
同
期
1
，8
8
2
人
＋
20
％
。

令
和
２
年
同
期
1
，0
9
9
人
＋
1
0
5
％
。）

　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、厳
し
い
状
況
も
考
え
ら
れ
る
が
、感

染
対
策
の
徹
底
や
企
画
展
等
の
充
実
を
図
り
、来

館
者
の
増
加
に
努
め
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

運
営

　
移
管
事
業
や
新
規
事
業
の
整
理
・
精
査
に
つ
い

て
、関
係
者
の
方
々
と
協
議
・
検
討
を
重
ね
、10
月

１
日
か
ら
の
移
行
に
目
処
が
立
っ
た
。令
和
６
年

度
に
迎
え
る
開
館
30
周
年
を
契
機
に
交
流
・
関
係

人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、業
務
全
般
を
円
滑
に

遂
行
で
き
る
よ
う
、体
制
の
精
査
や
課
題
整
理
な

ど
の
基
礎
固
め
を
行
い
、来
年
度
か
ら
新
た
な
事

業
を
実
施
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
9
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

・・ 

一
般
質
問 

・・

小
水
力
発
電
計
画
に
つ
い
て

9
　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
、脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
に
応
募
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
、こ
の

第
３
回
定
例
会
行
政
報
告
の
中
で
も
説
明
が

あ
っ
た
。再
度
、小
水
力
発
電
計
画
に
お
け
る
現

在
ま
で
の
進
捗
状
況
及
び
、今
後
の
取
組
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
宗
ノ
上
地
区
及
び
安
倉
地
区（
蛇
谷
と
矢
筈

谷
）、電
源
開
発
が
計
画
し
て
い
た
平
鍋
清
水
バ

イ
パ
ス
の
４
ヶ
所
の
小
水
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
、脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
選
定
さ
れ
た

場
合
に
、活
用
が
可
能
な
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
に
よ
る
事
業
化
を
検
討
し
て

お
り
、昨
年
12
月
ご
ろ
か
ら
、環
境
省
や
経
済
産

業
省
、総
務
省
、県
選
出
国
会
議
員
等
に
事
業
要

望
を
行
っ
て
き
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、脱
炭
素
先
行
地
域

1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
計
画
策
定
に
係

る
調
査
等
費
用
に
対
し
４
月
26
日
に
、公
益
財
団

法
人
日
本
環
境
協
会
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
費
等
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
。

そ
の
後
、指
名
競
争
入
札
を
経
て
６
月
29
日
に
株

式
会
社
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
、基
礎
調

査
等
委
託
業
務
に
関
す
る
委
託
契
約
を
締
結
し
、

現
在
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況
や
再
エ
ネ
導
入

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
な
ど
、村
の
現
状
を
把
握
す

る
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、脱
炭
素
及
び
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

専
門
的
な
知
見
か
ら
協
議
と
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
に
高
知
工
科
大
学
や
高
知
大
学
の
有
識
者
な
ど

の
委
員
９
名
に
よ
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、９
月

１
日
に
第
１
回
目
を
開
催
し
た
。今
後
は
、脱
炭

素
シ
ナ
リ
オ
や
脱
炭
素
化
に
向
け
た
施
策
等
の
検

討
を
行
い
、令
和
５
年
１
月
か
ら
２
月
ご
ろ
の
脱

炭
素
先
行
地
域
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
向
け
て
、年

内
の
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
調
査
、あ
る
い

は
検
討
し
て
き
た
資
料
情
報
に
つ
い
て
は
、随
時

新
し
い
も
の
を
含
め
て
共
有
し
て
い
る
。

9
　
電
源
開
発
本
店
に
村
長
と
常
任
委
員
長
が

小
水
力
発
電
を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
協
力
依

頼
に
行
っ
た
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
な
内
容
の
協

力
依
頼
を
し
た
の
か
。ま
た
電
源
開
発
側
の
感
触

に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
脱
炭
素
先
行
地
域
1
0
0
選
に
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
に
あ
た
り
、地
域
企
業
と
協
力
体
制
を
築
き

事
業
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、脱
炭
素
先
行

地
域
計
画
書
に
電
源
開
発
と
の
協
力
を
明
記
す

る
方
向
で
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

発
電
し
て
い
る
電
力
の
う
ち
契
約
会
社
と
の
契

約
分
を
上
回
る
余
剰
電
力
分
に
つ
い
て
、可
能
な

限
り
提
供
す
る
旨
の
回
答
が
あ
り
、地
域
貢
献
と

い
う
部
分
で
支
援
を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
地
域
企
業
で
あ
る
電
源
開
発
と
電
力
事
業
者

で
あ
る
四
国
電
力
と
協
力
し
て
い
か
な
い
と
、脱

炭
素
を
村
が
目
指
す
と
こ
ろ
の
民
生
分

1
0
0
％
再
エ
ネ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い

の
で
、協
議
を
重
ね
た
う
え
で
、協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

避
難
所（
交
流
セ
ン
タ
ー
）のW

i-Fi

整
備
に

つ
い
て

9
　
村
内
各
地
域
の
交
流
セ
ン
タ
ー
と
集
会
所

は
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。防
災
対
策
の
一

つ
と
し
てW

i-Fi

を
整
備
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
。ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。現
状

と
し
て
、村
内
でW

i-Fi

使
用
可
能
な
施
設
に
つ

い
て
も
併
せ
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
村
が
管
理
す
る
施
設
のW

i-Fi

整
備
は
、フ

リ
ー
あ
る
い
は
パ
ス
ワ
ー
ド
等
が
必
要
に
な
る

場
合
も
あ
る
が
、総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
除

き
、主
立
っ
た
公
共
施
設
で
対
応
で
き
て
い
る
。

ま
た
、集
会
所
等
で
は
、北
部
集
会
所
の
み
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
が
あ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
発
災
時
に
は
、避
難
者
の
安
全
や
人
数
、被
害

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、避
難
所
と
村
と
が
相
互

に
情
報
の
伝
達
や
収
集
を
行
え
る
環
境
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。こ
の
た
め
災
害
時
に
通
信
が
で

き
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
衛
星
携
帯
電
話
を

順
次
整
備
し
て
お
り
、各
避
難
所
と
連
絡
が
と
れ

る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

　
一
方
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
は
、当
然
発
災
時

の
通
信
手
段
の
一
つ
で
あ
る
が
、断
線
や
停
電
等

の
状
況
に
よ
り
、大
規
模
な
災
害
時
に
は
一
時
的

ま
た
は
中
期
的
に
不
通
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

光
ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
す
るW

i-Fi

整
備
も
同
様
と

考
え
て
い
る
。ま
た
整
備
後
の
維
持
経
費
等
活
用

場
面
を
想
定
し
た
場
合
、防
災
対
策
の
み
で
の

W
i-Fi

整
備
は
考
え
づ
ら
い
現
状
で
あ
る
。

9
　
防
災
対
策
の
み
で
の
整
備
は
考
え
て
い
な

い
よ
う
だ
が
、地
域
で
の
活
動
や
ほ
か
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
の
活
用
を
含
め
たW

i-Fi

整
備
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
や
リ
モ
ー
ト
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
行
う
こ
と
が
大
変
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、当
村
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
に
お
い
て

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
と
い
う
新
た
な
視
点

も
重
要
な
こ
と
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

 

答

　村
長

　
防
災
以
外
で
は
、北
部
地
区
で
の
取
り
組
み
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
整
え
ば
地
域
活
性
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
の
向
上
、効
率
化
に
つ
な
が
る
な
ど
活
用

の
場
面
が
増
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
北
部
集
会
所
に
お
い
て
地
域
活
性
化

の
面
でW

i-Fi

が
活
用
さ
れ
る
の
か
。ま
た
、今
後

リ
モ
ー
ト
を
使
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
ら
対
応
可
能
な
の
か
実
証

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

今
あ
る
拠
点
で
対
応
が
可
能
な
の
か
精
査
し
、実

証
し
て
、そ
の
う
え
で
整
備
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

買
い
物
弱
者
に
つ
い
て

9
　
令
和
３
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
後
の

検
討
経
過
を
問
う
。ま
た
、関
連
事
項
と
し
て
マ

ル
ナ
カ
の
移
動
販
売
に
つ
い
て
今
の
現
状
を
問

う
。

 

答

　村
長

　
昨
年
12
月
定
例
会
で
答
弁
し
た
A
コ
ー
プ
閉

店
後
の
影
響
に
つ
い
て
、社
会
福
祉
協
議
会
の

「
心
配
事
相
談
」に
お
い
て
36
名
の
独
居
及
び
高

齢
者
世
帯
の
方
か
ら
状
況
を
聞
き
取
り
、

・
閉
店
し
て
困
る
こ
と（
複
数
回
答
あ
り
）

「
近
隣
の
店
舗
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い
。不

便
だ
。」（
19
名
）

「
日
々
の
食
材
及
び
惣
菜
の
購
入
な
ど
に
困
る
。」

（
10
名
）

「
急
な
日
用
品
の
購
入
に
困
る
。」（
9
名
）

・
要
望
・
希
望

「
現
在
の
場
所
で
品
ぞ
ろ
え
の
豊
富
な
店
が
あ

る
と
助
か
る
。」

「
免
許
返
納
や
バ
ス
に
乗
れ
な
く
な
る
と
近
く

に
店
が
な
い
の
は
困
る
。」

「
日
々
の
食
事
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。」

な
ど
の
声
が
あ
る
。村
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、既
存
の
買
物
支
援
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、改
め
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、必
要
な
支
援

が
漏
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
積
極
的
に
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
対
応
の
な
か
、マ
ル
ナ
カ
が
中
芸
地

区
で
移
動
販
売
を
実
施
す
る
計
画
が
あ
る
と
の

連
絡
が
中
芸
広
域
連
合
か
ら
あ
り
、問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
事
業
内
容
の
説
明
を
い
た
だ
け
る
と

の
こ
と
で
、７
月
21
日
に
担
当
課
長
と
保
健
師
で

対
応
を
行
っ
て
い
る
。マ
ル
ナ
カ
と
し
て
は
、中

芸
地
区
で
移
動
販
売
を
す
る
こ
と
は
決
定
事
項

で
あ
る
こ
と
、販
売
場
所
は
未
確
定
で
あ
る
こ
と
、

村
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
の
余
地
が
あ
る

こ
と
か
ら
、村
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し
て
、

集
い
の
場
等
で
高
齢
者
の
意
見
を
聞
き
、ル
ー
ト

と
販
売
場
所
を
集
約
し
、９
月
12
日
に
打
合
わ
せ

を
行
う
予
定
だ
と
報
告
を
受
け
た
。マ
ル
ナ
カ
に

よ
る
移
動
販
売
の
計
画
は
、あ
く
ま
で
も
民
間
事

業
者
に
よ
る
主
体
的
な
事
業
で
あ
る
た
め
、ど
こ

ま
で
村
が
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
か
は
分
か

り
か
ね
る
が
、買
い
物
支
援
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
本
村
に
と
っ
て
は
、ぜ
ひ
実
現
し
て
い
た
だ
き

た
い
事
業
で
も
あ
る
た
め
、村
と
し
て
も
積
極
的

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、こ
の
こ
と
は
マ
ル
ナ
カ
に
お
い
て
事
業

実
施
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る
こ
と
、民
間
事
業

者
主
体
の
事
業
で
あ
る
の
で
、現
時
点
で
こ
れ
以

上
の
こ
と
を
周
知
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。事
業

内
容
が
確
定
し
た
ら
、民
間
事
業
者
か
ら
周
知
の

チ
ラ
シ
等
が
配
布
さ
れ
る
と
も
聞
い
て
い
る
の

で
、村
と
し
て
も
広
報
等
に
よ
り
周
知
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

◇
報
告
◇

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
第
３
条
第
１
項
及
び
同
法
第
22
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

北
川
村
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価

に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
26
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、教
育
委
員
会

の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

◇
契
約
◇

島
橋
橋
梁
補
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　
５
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
第
96
条

第
１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
の
相
手
　
有
限
会
社
　
浜
渦
工
務
店

　
請
負
金
額
　
　
9
4
，0
5
0
，0
0
0
円

　
全
員
賛
成
　（
原
案
可
決
）

◇
人
事
◇

北
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
同
意
を
求
め
る

も
の
。

　
濵
渦
　
　
努
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　
地
方
税
法
第
4
2
3
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
上
村
　
尚
幸
　
氏

　
全
員
賛
成（
原
案
同
意
）

◇
条
例
◇
　

北
川
村
議
会
議
員
及
び
北
川
村
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
物
価
高
騰
対
応
給
付
金

及
び
中
岡
慎
太
郎
館
指
定
管
理
に
要
す
る
経
費
を

補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
お
い
て

歳
入
の
調
整
が
必
要
と
な
り
、一
般
会
計
へ
の
返

還
に
要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
４
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
保
健
事
業
及
び
介
護
予
防
の
一
体
的
な
事
業
に

要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
決
算
◇

　
令
和
３
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、所
管
課

よ
り
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
主
要
な
施
策
の
成

果
の
概
要
を
踏
ま
え
各
事
業
の
説
明
を
受
け
審
査

を
行
っ
た
結
果
、全
員
賛
成
で「
認
定
」と
決
定
し
た
。

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇
指
定
管
理
◇

中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
4
4
条
の
２
第
６
項
の
規
定

に
よ
り
、中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
も
の
。

　
指
定
管
理
者
　
特
定
非
営
利
法
人

　
　
　
　
　
　
　
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

　
指
定
期
間
　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
そ
の
他
◇

高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　
高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
の
解
散

に
係
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
第

2
9
0
条
の
規
定
に
よ
り
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
令
和
４
年
度
執
行
状
況

◇
日
時
　
令
和
４
年
10
月
31
日（
月
）

◇
内
容

①
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て

②
令
和
４
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。・・ 

研
修 

・・

■
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

◇
日
時
　
令
和
４
年
10
月
20
日（
木
）

◇
場
所
　
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

◇
目
的

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、自

治
体
経
営
に
係
る
経
営
戦
略
、社
会
経
済
情

勢
、地
方
行
政
制
度
等
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
。

◇
内
容

　
・
講
演
　「
東
日
本
大
震
災
か
ら
未
来
へ
」

　
　  

宮
崎
県
南
三
陸
町

　
　
　  

町
長
　
佐
藤
　
仁

　
・
政
策
研
究
共
同
研
修
報
告

　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
北
川
村
議
会
議
員

及
び
北
川
村
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自

動
車
の
費
用
等
に
つ
い
て
、公
費
で
負
担
す
る
限

度
額
等
を
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
中
岡
慎
太
郎
館
の
指
定
管
理
先
で
あ
る
特
定
非

営
利
法
人
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
へ
職
員
を
派

遣
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和

の
た
め
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
柏
木
飲
料
水
供
給
施
設
を
地
区
管
理
か
ら
村
管

理
と
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
を
行
う
も
の
。

　
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
予
算
◇

令
和
４
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て

　
議
会
で
は
、年
４
回（
３
月
・
６
月
・
９

月
・
12
月
）の
定
例
会
と
臨
時
会
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
明
る
く
住
み
よ
い
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
に
、み
な
さ
ん
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
を
聞
き
、質
疑
等
を
通
じ
て
、村

の
予
算
や
契
約
、条
例
な
ど
の
最
終
的
な

決
定
を
し
て
い
ま
す
。村
の
仕
事
は
議
会

と
村
長
が
お
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、

協
力
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
開
始
時
間
は
午
前
10
時
で
す
。

　
会
議
の
様
子
を
直
接
見
た
り
、聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
傍
聴
さ
れ
る
場
合
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
入
口
で
手
指

消
毒
し
、マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
の
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ

６
名
で
し
た
。

　
次
回
、第
４
回
定
例
会
は
12
月
で
す
。

　
ぜ
ひ
、傍
聴
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

議
会
を

傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

令和4年度　補正予算

会計名 補正額 補正後の額

一 般 会 計

国民健康保険
特 別 会 計

後 期 高 齢 者
医療特別会計

56,008千円

772千円

1,738千円

2,785,130千円

214,381千円

40,627千円

令和3年度　各会計決算の状況

会計名 歳　入 歳　出

一 般 会 計

代 替 輸 送
特 別 会 計

国民健康保険
特 別 会 計

簡 易 水 道
特 別 会 計

後 期 高 齢 者
医療特別会計

2,511,275千円

33,008千円

198,028千円

149,083千円

31,582千円

2,310,528千円

33,002千円

198,027千円

149,000千円

30,340千円

【活動報告】　総務産業建設常任委員会
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第
２
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
定
時

評
議
員
会（
北
川
村
）

第
２
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会
・
理
事
会（
高
知
市
／
高

知
県
自
治
会
館
）

（
公
財
）高
知
県
市
町
村
振
興
協

会
第
１
回
評
議
員
会
事
前
説
明

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

（
公
財
）高
知
県
市
町
村
振
興
協

会
第
１
回
評
議
員
会（
高
知
市
／

高
知
県
自
治
会
館
）

青
少
年
健
全
育
成
北
川
村
民
会

議（
北
川
村
）

北
川
村
子
育
て
教
育
環
境
整
備

学
習
会（
北
川
村
庁
舎
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
６
月
定
例

会（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

２
０
２
２
年
納
涼
祭
　
第
１
回

実
行
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

四
国
直
轄（
吉
野
川
・
重
信
川
・
奈

半
利
川
）砂
防
事
業
促
進
期
成
同

盟
会
要
望
活
動（
東
京
都
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会（
北

川
村
庁
舎
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
視

察
研
修（
熊
本
県
／
球
磨
村
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
視

察
研
修（
鹿
児
島
県
／
鹿
屋
市
や

ね
だ
ん（
串
良
町
柳
谷
集
落
））

「
農
山
漁
村
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
」農

村
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル（
北
川
村
）

第
１
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

臨
時
会（
奈
半
利
町
／
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会
総

会（
ダ
ム
公
害
対
策
特
別
委
員

長
）（
奈
半
利
町
／
奈
半
利
町
民

会
館
）

第
２
回
ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性

化
協
議
会
総
会

第
2
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
議
会
定
例
会（
安
芸
市
／

安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促

進
四
国
東
南
部
連
盟
総
会
・
道
路

6
月
16
日（
木
）

6
月
17
日（
金
）

6
月
21
日（
火
）

6
月
22
日（
水
）

6
月
24
日（
金
）

6
月
27
日（
月
）

7
月
4
日（
月
）

7
月
6
日（
水
）

7
月
8
日（
金
）

7
月
11
日（
月
）

7
月
12
日（
火
）

7
月
16
日（
土
）

7
月
21
日（
木
）

7
月
22
日（
金
）

7
月
25
日（
月
）

7
月
26
日（
火
）

令
和
４
年
６
月
議
会
以
降

岩
垣
實
男
議
長
会
務
報
告

7
月
27
日（
水
）

7
月
30
日（
土
）

8
月
12
日（
金
）

8
月
17
日（
水
）

8
月
19
日（
金
）

8
月
22
日（
月
）

8
月
24
日（
水
）

8
月
25
日（
木
）

8
月
30
日（
火
）

9
月
2
日（
金
）

整
備
の
充
実
を
求
め
る
四
国
東

南
部
大
会（
徳
島
県
／
阿
南
市
文

化
会
館
）

四
国
直
轄（
吉
野
川
・
重
信
川
・
奈

半
利
川
）砂
防
事
業
促
進
期
成
同

盟
会
要
望
活
動（
東
京
都
）

書
宗
院
懇
親
会
・
書
宗
院
展
祝
賀

会（
東
京
都
）

第
48
回
高
知
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
議
会
定
例
会（
高
知
市
／

高
知
県
自
治
会
館
）

村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会（
北

川
村
）

主
要
地
方
道
安
田
東
洋
・
魚
梁
瀬

公
園
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

監
査（
北
川
村
庁
舎
）

村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会（
北

川
村
）

村
営
住
宅
選
考
委
員
会（
北
川
村

庁
舎
）

町
村
議
会
議
長
研
修
及
び
県
政

に
対
す
る
意
見
交
換
会（
高
知
市

／
高
知
県
自
治
会
館
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁

舎
）

決
算
審
査
意
見
書
報
告（
北
川
村

庁
舎
）

中
芸
広
域
連
合
全
員
協
議
会（
安

田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所
◇電　話　０８８７－３５－２７４９
◇E-mail　kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp

※状況により、試験日時の変更又は中止になる場合がございます。
※詳しくは自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、
　自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までお問合せください。

▼資料請求

令和4年度
自衛官等採用案内

受付期間・試験日資　　　格

自 衛 官 候 補 生

○任期制隊員の一般的なコースで、令和３年度は高知県から４０名が入隊されました。
○任期終了後は…①退職して民間企業へ就職（再就職に向けた資格取得などのサポートが充実）
                      ②退職して国内の大学へ進学（進学支援として一定額を給付（一定の条件あり））
○任期を継続……選抜試験に合格すれば、昇任して「曹」に進むことも可能です。
○合格後の入隊…令和５年３月末～４月上旬予定

受付：年間を通じて実施しています。
第５回採用試験：Ｗｅｂ試験　12月3日(土) ～ 5日(月)
　　　　　　　 口述試験（面接）、身体検査　12月10日(土)
第６回採用試験：Ｗｅｂ試験　1月21日(土) ～ 23日(月)
　　　　　　　 口述試験（面接）、身体検査　1月28日(土)

採用予定月の１日現在において、
18歳以上33歳未満の者

32歳の人は、採用予定月の末日現
在に33歳に達していないことが条
件です。

受付期間・試験日 備　　　　　考資　　　格

陸上自衛隊　高等工科学校生徒（一般試験）

普通科高校と同等の一般教育や自衛隊の各種技術の専門教育、陸上自衛官として必要な防衛基礎学を主な
教育として受け、将来陸上自衛官として活躍できる基礎をつくります。
３学年修了時には、提携している神奈川県立修悠館高等学校(通信制)の卒業資格を取得することができま
す。卒業後は各部隊へ配属となりますが、防衛大学校や航空学生等の受験が可能です。

受付：10月1日(土) ～

　　　　令和5年1月6日(金)

第１次試験

　　　　令和5年1月14日(土)

令和5年4月1日現在において、
15歳以上17歳未満の男子

身分：特別職国家公務員(生徒)
手当：生徒手当　月額103,700円
　　　　　　(令和4年1月1日現在)
　　：期末手当　年２回(6月、12月)
宿舎：無料　　食事：支給(無料)
週休2日制、祝日、年末年始休暇等

令和５年３月に中学校卒業又は
中等教育学校の前期課程修了
見込みの者を含みます。 短

歌
教
室

山
﨑
　
昌
子

窓
口
に
バ
ッ
タ
が
ひ
っ
付
き
登
っ
て
る

　
日
が
か
た
む
い
て
ど
こ
か
に
去
っ
た

浜
渦
　
静
子

事
故
に
あ
い
し
わ
が
家
の
猫
を
治
療
す
る

　
獣
医
は
こ
の
こ
こ
の
こ
と
言
へ
り

浜
渦
　
美
恵
子

海
の
青
空
の
青
に
も
あ
き
て
き
て

　
丘
の
コ
ス
モ
ス
寝
そ
べ
っ
て
咲
く

中
村
　
武
志

旅
立
ち
て
こ
の
世
を
憂
う
志
士
達
も

　
我
が
ふ
る
さ
と
に
想
い
巡
ら
す

内
藤
　
明
信

何
気
な
く
過
ぎ
て
行
く
日
々
亡
き
人
の

　
時
の
流
れ
に
た
ゆ
た
ふ
思
い田

中
　
照
喜

大
き
く
な
っ
た
仔
猫
た
ち
食
欲
が
あ
り

　
高
騰
の
エ
サ
代
サ
イ
フ
に
ひ
び
く
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第
２
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
定
時

評
議
員
会（
北
川
村
）

第
２
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会
・
理
事
会（
高
知
市
／
高

知
県
自
治
会
館
）

（
公
財
）高
知
県
市
町
村
振
興
協

会
第
１
回
評
議
員
会
事
前
説
明

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

（
公
財
）高
知
県
市
町
村
振
興
協

会
第
１
回
評
議
員
会（
高
知
市
／

高
知
県
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自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所
◇電　話　０８８７－３５－２７４９
◇E-mail　kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp

※状況により、試験日時の変更又は中止になる場合がございます。
※詳しくは自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、
　自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までお問合せください。

▼資料請求

令和4年度
自衛官等採用案内

受付期間・試験日資　　　格

自 衛 官 候 補 生

○任期制隊員の一般的なコースで、令和３年度は高知県から４０名が入隊されました。
○任期終了後は…①退職して民間企業へ就職（再就職に向けた資格取得などのサポートが充実）
                      ②退職して国内の大学へ進学（進学支援として一定額を給付（一定の条件あり））
○任期を継続……選抜試験に合格すれば、昇任して「曹」に進むことも可能です。
○合格後の入隊…令和５年３月末～４月上旬予定

受付：年間を通じて実施しています。
第５回採用試験：Ｗｅｂ試験　12月3日(土) ～ 5日(月)
　　　　　　　 口述試験（面接）、身体検査　12月10日(土)
第６回採用試験：Ｗｅｂ試験　1月21日(土) ～ 23日(月)
　　　　　　　 口述試験（面接）、身体検査　1月28日(土)

採用予定月の１日現在において、
18歳以上33歳未満の者

32歳の人は、採用予定月の末日現
在に33歳に達していないことが条
件です。

受付期間・試験日 備　　　　　考資　　　格

陸上自衛隊　高等工科学校生徒（一般試験）

普通科高校と同等の一般教育や自衛隊の各種技術の専門教育、陸上自衛官として必要な防衛基礎学を主な
教育として受け、将来陸上自衛官として活躍できる基礎をつくります。
３学年修了時には、提携している神奈川県立修悠館高等学校(通信制)の卒業資格を取得することができま
す。卒業後は各部隊へ配属となりますが、防衛大学校や航空学生等の受験が可能です。

受付：10月1日(土) ～

　　　　令和5年1月6日(金)

第１次試験

　　　　令和5年1月14日(土)

令和5年4月1日現在において、
15歳以上17歳未満の男子

身分：特別職国家公務員(生徒)
手当：生徒手当　月額103,700円
　　　　　　(令和4年1月1日現在)
　　：期末手当　年２回(6月、12月)
宿舎：無料　　食事：支給(無料)
週休2日制、祝日、年末年始休暇等

令和５年３月に中学校卒業又は
中等教育学校の前期課程修了
見込みの者を含みます。 短
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10月11日（火）に東京で行われた高知県観光説明会に参加してきました。
令和5年春から牧野富太郎博士をモデルにした連続テレビ小説「らんまん」

が放送されることから、高知県内の観光関係者が旅行会社に各地域の観光
PRを行いました。旅行会社の方は村内の観光や宿泊施設だけでなく、特産
品のゆずやゆずの収穫体験、色鮮やかな田舎寿司などの郷土料理に興味を持たれていました。
観光説明会への参加をとおして団体旅行向けと個人旅行向けのニーズの違いなど勉強になることが多く、
北川村を訪れてもらうためのきっかけになるものを様々な角度から見つけていくことの大切さを学びました。

10月19日（水）にモネの庭に特設スタジオを設けて「RKCラジオキャラバンin北川村」が
午前８時20分から６時間以上にわたって生放送されました。当日はモネの庭からだけでな

く、村内のゆずの園地や観光施設などからも中継が行われ、ゆず農家や村内の観光関係者、北川中学校2年
生の皆さんなどに出演いただき、村のPRを行いました。パーソナリティーの渡
辺さおりさん、藤井慎子アナウンサーには北川村の観光に関する情報だけでな
く、田舎寿司やかんば餅を試食して食に関する情報も発信していただきました。
生放送当日に特設スタジオに足を運んでくれるリスナーの方たちを見て、

ラジオの影響力を改めて感じました。

高知県観光説明会に参加してきましたNEWS
1

北川村観光協会　TEL ＆ FAX 30－1972 ／ 080－8638－6211（スタッフ直通：橋本、山脇）

「RKCラジオキャラバン in 北川村」が放送されました。
NEWS

2

日本遺産
第3号認定
登録番号051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.65～

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（安田町役場日本遺産推進室内）

メール:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎30-1865　FAX：30-1866

地域資源を活かして新しく起業したい。すでに行っている事業をさらに磨きたい。中芸地域の仲間とつなが
りたい。そんな方のために、ビジネス化やブランド化について学べる講座（全３回）を開催します。
地域の産品をブランドにするコツ、小さな地域にあった観光のカタチ、町や村と連携して価値を生む仕組み
を各分野の専門家から学んでみませんか？参加を希望する方は、下記協議会事務局までお申し込みください。

◎参加費：無料　　　◎定員：30名（原則として3回全ての講座にご参加ください。）
◎会　場：安田町多目的交流センターなかやま（安田町大字正弘1538番地）

地域で起業したい・ビジネスを磨きたい人のための
中芸・地域ビジネス講座を開催します（全3回）

11月7日（月）から10日（木）に、地域独自の観光資源を活用した旅行商品
の開発の一環として、モニターツアーを開催しました。
Ｅ-バイク（電動自転車）を使い、かつて林業で繁栄した中芸地域の森林
鉄道の軌跡をたどりながらトンネルや橋梁などの遺構をガイド。また、ゆず
工場を見学したり、文化庁「100年フード宣言」に認定された『ゆず料理』を
味わったりと日本一の生産量を誇るゆずにも触れていただきました。
今後もツアーを通じて観光客を呼び込み、地域活性化につなげていきた
いと考えています。興味のある方はぜひ事務局までお問い合わせください。

中芸アドベンチャートラベル・モニターツアー開催

第1回

第2回

第3回

令和4年12月24日（土） 14:00～16:00　講師　山本翔太郎
 (株)四銀地域経済研究所　主任研究員
令和5年  1月21日（土） 14:00～16:00　講師　小山　龍介
 （一社）ビジネスモデルイノベーション協会代表理事
令和5年  1月28日（土） 14:00～16:00　講師　御子柴北斗
 （株）まちづくり小浜　社長

155回忌 中岡慎太郎墓前祭
11月17日(木)に北川村柏木の松林寺で、北川村出身の勤王の
志士である中岡慎太郎の墓前祭祭礼が執り行われ、来賓や役場関
係者が参列しました。祭礼終了後には県内外からのファンの方々に
も参拝していただきました。
慎太郎生家では慎太郎茶会を開催し、慎太郎食堂では訪れた方に
軍鶏汁が振る舞われました。実食された方からは「出汁が効いてい
ておいしい」との感想をいただきました。
参加者とともに中岡慎太郎を偲ぶ日となりました。

モネ
の

からの
お知らせ

★SNSで日々の庭情報発信中。ぜひご覧ください♪ボルディゲラの庭から見える夕日がとても綺麗です。

★休園日：12月～2月末日

北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/

【お問い合わせ・ご予約】

FAX

モネのナイトキャンバスFinalシーズン開催中

　モネの庭は、12月1日より冬期メンテナンス休園期間に入りました。冬の土壌
改良の作業も一部スタートしていますが、第2週までの土・日曜日は開園しま
す。冬鳥たちの声をBGMに紅葉に彩られた水の庭や晩秋
の花が咲き誇る花の庭、夜には幻想的にライトアップされた
風景もどうぞお楽しみください。

・・冬期メンテナンス休園・・

12月1日～2月末日
ただし、12月3日（土）・4日（日）・10日（土）・11日（日）は開園

※同日はモネのナイトキャンバスも開催します。

◇開催期間
　12月11日（日）まで
　期間中の土・日・祝日 開催
◇開催時間
　17:00～20:30（最終入園20:00）
◇入場料
　一般1,500円・小中学生500円

モネのナイトキャンバス

村民の皆さまは無料

♪12月上旬が見ごろの花♪
紅葉、サザンカ、サルビア・インボルクラータ
クフェア・ミクロペタラ、レモンマリーゴールド
皇帝ひまわり、タイキンギクなど

　Finalシーズンのテーマは「シャンパンゴールドと紅葉の情景」。池周り
の美しい紅葉が幻想的にライトアップされます。ボルディゲラの庭にある
リヴィエラの小屋ではクリスマスツリーも登場♪大好評の謎解きラリー
や星空を楽しむブラックナイトもお楽しみください。夜間は冷え込みます
ので暖かくしてお越しください。詳しくはHPをご覧ください。
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10月19日（水）にモネの庭に特設スタジオを設けて「RKCラジオキャラバンin北川村」が
午前８時20分から６時間以上にわたって生放送されました。当日はモネの庭からだけでな
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生の皆さんなどに出演いただき、村のPRを行いました。パーソナリティーの渡
辺さおりさん、藤井慎子アナウンサーには北川村の観光に関する情報だけでな
く、田舎寿司やかんば餅を試食して食に関する情報も発信していただきました。
生放送当日に特設スタジオに足を運んでくれるリスナーの方たちを見て、

ラジオの影響力を改めて感じました。
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「RKCラジオキャラバン in 北川村」が放送されました。
NEWS

2

日本遺産
第3号認定
登録番号051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.65～

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（安田町役場日本遺産推進室内）

メール:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎30-1865　FAX：30-1866

地域資源を活かして新しく起業したい。すでに行っている事業をさらに磨きたい。中芸地域の仲間とつなが
りたい。そんな方のために、ビジネス化やブランド化について学べる講座（全３回）を開催します。
地域の産品をブランドにするコツ、小さな地域にあった観光のカタチ、町や村と連携して価値を生む仕組み
を各分野の専門家から学んでみませんか？参加を希望する方は、下記協議会事務局までお申し込みください。

◎参加費：無料　　　◎定員：30名（原則として3回全ての講座にご参加ください。）
◎会　場：安田町多目的交流センターなかやま（安田町大字正弘1538番地）

地域で起業したい・ビジネスを磨きたい人のための
中芸・地域ビジネス講座を開催します（全3回）

11月7日（月）から10日（木）に、地域独自の観光資源を活用した旅行商品
の開発の一環として、モニターツアーを開催しました。
Ｅ-バイク（電動自転車）を使い、かつて林業で繁栄した中芸地域の森林
鉄道の軌跡をたどりながらトンネルや橋梁などの遺構をガイド。また、ゆず
工場を見学したり、文化庁「100年フード宣言」に認定された『ゆず料理』を
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中芸アドベンチャートラベル・モニターツアー開催

第1回

第2回

第3回

令和4年12月24日（土） 14:00～16:00　講師　山本翔太郎
 (株)四銀地域経済研究所　主任研究員
令和5年  1月21日（土） 14:00～16:00　講師　小山　龍介
 （一社）ビジネスモデルイノベーション協会代表理事
令和5年  1月28日（土） 14:00～16:00　講師　御子柴北斗
 （株）まちづくり小浜　社長

155回忌 中岡慎太郎墓前祭
11月17日(木)に北川村柏木の松林寺で、北川村出身の勤王の
志士である中岡慎太郎の墓前祭祭礼が執り行われ、来賓や役場関
係者が参列しました。祭礼終了後には県内外からのファンの方々に
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慎太郎生家では慎太郎茶会を開催し、慎太郎食堂では訪れた方に
軍鶏汁が振る舞われました。実食された方からは「出汁が効いてい
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参加者とともに中岡慎太郎を偲ぶ日となりました。

モネ
の

からの
お知らせ

★SNSで日々の庭情報発信中。ぜひご覧ください♪ボルディゲラの庭から見える夕日がとても綺麗です。

★休園日：12月～2月末日

北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/

【お問い合わせ・ご予約】

FAX

モネのナイトキャンバスFinalシーズン開催中

　モネの庭は、12月1日より冬期メンテナンス休園期間に入りました。冬の土壌
改良の作業も一部スタートしていますが、第2週までの土・日曜日は開園しま
す。冬鳥たちの声をBGMに紅葉に彩られた水の庭や晩秋
の花が咲き誇る花の庭、夜には幻想的にライトアップされた
風景もどうぞお楽しみください。

・・冬期メンテナンス休園・・
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モネのナイトキャンバス

村民の皆さまは無料

♪12月上旬が見ごろの花♪
紅葉、サザンカ、サルビア・インボルクラータ
クフェア・ミクロペタラ、レモンマリーゴールド
皇帝ひまわり、タイキンギクなど

　Finalシーズンのテーマは「シャンパンゴールドと紅葉の情景」。池周り
の美しい紅葉が幻想的にライトアップされます。ボルディゲラの庭にある
リヴィエラの小屋ではクリスマスツリーも登場♪大好評の謎解きラリー
や星空を楽しむブラックナイトもお楽しみください。夜間は冷え込みます
ので暖かくしてお越しください。詳しくはHPをご覧ください。
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地域おこし協力隊日記

地域おこし協力隊の長友美智子です。
北川村で暮らしていると、誰かの庭先や道端、川辺や山の
斜面などに四季折々に咲く花が、心にちょっとした彩りと安
らぎを与えてくれます。普段は車で移動している道を歩くと、
それまで気づかなかった小さな花に目が留まり、心奪われる
こともしばしば。
先日、地域の方と見に行ったダイモンジソウも、山中に
ある車道脇の斜面で可憐に咲いていました。私はこの花を
昨年に初めて知ったのですが、「大」という字に花の形が似
ていて、一輪ごとに花弁の長さが違うのが特徴的です。昨年

は人の手で大切に育てられているダイモンジソウを見て、それは愛らしかったのを覚えています。今年は自生
している姿を見ることができ、小さくともたくましい野性味に触れました。自然のリンドウやヤマアジサイも初
めてだったので感動しました。まだ出会っていない北川村の山野草を探しに、また散策をしたいと思います。

北部地区の集落再生コーディネーター吉永みことです。
北部地区では、複数の集落が集まり『憩いの里（いこいの

さと）』として活動をしています。北部集会所周辺の敷地が活
動拠点であり、地区の憩いの場として有効活用するため、こ
の敷地を現在整えています。
その第一弾として、使われなくなっていた小屋を来年1月

にDIY体験イベントを開催して蘇らせようという計画が進ん
でいます。そしてイベントまでのこの冬は、薪ストーブを炊い
てお茶が飲めるなど、ゆず収穫作業の休憩に少し温まれる
場所として開放しています。実は私自身は今まで焚き火をしたことがなかったのですが、先日ここで初めて体
験することができました！
ゆず収穫作業の休憩に訪れる皆さんと摘みたてのお茶の葉を使ったお茶を飲んだり、焼き芋を焼いて火

を囲みながらお話しできるのを楽しみにしています。
村内でもなかなか足を運ぶことがない地区かもしれませんが、村バスが集会所前を通っております。少し

ずつですが賑わいが出てくると思いますので、北部にお越しの際は、是非集会所にお立ち寄りください。

①地域交流の魅力発信！！

エソラ生が村の人たちから古本をご提供いただき、きたがわマ
ルシェで販売しました。子どもたちが「きたがわマルシェは、人との
交流を大事にしているマルシェ。本を売ることで人と人の交流を生
みたい」ということで、古本をいただいた人に本の思い出やおすす
めポイントについてインタビューを行い、その内容を帯にして本を
販売しました。マルシェ当日は「〇〇さん、こんな本読んじゅうがや！
面白い！」と住民の方から反響がありました。その人の顔を思い浮
かべることのできる特別な古本を販売することができました。

ト ー マ ス・ デー ビ ス Thomas
James Davies

Hello everyone!
寒冷の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこと
とお喜び申し上げます。県内の様々な場所で、寒いなかで
も街を彩るイルミネーションに心がワクワクしますね。今回
は、イギリスのクリスマスの過ごし方についてお話しさせて
いただきます。

【大人になってもプレゼントを交換する】
イギリスでは多くの人が大人同士でもプレゼントを交換します。一般的には家族
がメインですが、友人にプレゼントをあげる人も多いです。２０２１年のアンケートに
よると、イギリスの大人たちのクリスマスプレゼントの平均予算は９４，０００円で
す！ 私は、いつも犬にもプレゼントをあげます。また、クリスマスの時期にはボラン
ティア活動をしたり、チャリティーに寄付したりする人も多いです。つまり、クリスマ
スは周りの人（と動物！）に対して、様々な物を与える季節です。
Christmas is a time for giving!

【クリスマスの食事は二つある】
イギリスの一番伝統的なクリスマスディナーは、一皿に七面鳥やローストチキン、ローストポテト、ニンジン、芽キャ
ベツ、紫キャベツとリンゴの煮込み、ベーコンで巻いたソーセージなどを山盛りにします。しかし、クリスマスディナー

は晩ご飯ではなくて、昼ごはんとして
１２時から１５時に食べます。夜に２回
目の食事をするのが一般的です。夜
は、チーズやハム、パイなどのビュッ
フェがあります。つまり、クリスマスは
家族や友達と一緒に少し贅沢な食事を
楽しむ季節でもあります。
Chr is tmas  is  a  t ime  for  
eating!

ロ バ ー ト・ ゴメ ス

Hello again!
12月になり寒い日が多くなって来ました。私は最近、パ
ズルを解いています。好きなパズルゲームはたくさんありま
すが、今回は日本の数独とお絵かきロジックというパズル
ゲームについて話したいと思います。

アメリカでも、数独はとても人気があり、スマートフォンで数独パズルを解く人が多
いです。毎日の新聞にも数独パズルが登場します。西洋でも、数独のコミュニティがだ
んだん大きくなっています。例えば「Cracking the Cryptic」という登録者数が
50.8万人のYouTubeチャンネルがあります。チャンネルには色々なパズルの動画が
あり、数独パズルの動画がメインです。難しいパズルを解くことが好きなアメリカ人は
多いです。だから数独について話すYouTubeチャンネルが盛んなのです。
私が好きなもう一つのパズルゲームは、お絵かきロジックです。ピクロスやノノグラ
ムとも呼ばれています。お絵かきロジックは、ペンシルパズルです。格子形のマスの縦と横にある数字を参考にしなが
ら、マスを塗りつぶすパズルです。完成すると絵が浮かび上がります。同じパズルのピクロスというゲームソフトもあり
ます。大抵、毎年新しいゲームソフトが発売されます。私は、いつもそのゲームを買って早く完成させます。最後に浮か
びあがる面白い絵は、努力のご褒美といえるでしょう。
アメリカには様々な人気のパズルゲームがあります。そして、パズルゲームのコミュニティはまだまだ広がりをみせ
ています。この記事を通じて、アメリカのパズル文化を伝えたかったです。パズルは、いつでも楽しく遊べます。

Robert
Gomez

③北川村の人たちの思い出を帯に！本集めプロジェクト

②小さな集落の活性化
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～免疫力を上げましょう～12月

保健だより
■免疫力とは
　新型コロナウイルスやインフルエンザウイルスによる感染
症から身を守るには、免疫力を高めることが大切だと言われ
ています。免疫とは、病原体などの異物から体を守るために
備わった仕組みのことです。ウイルスや病原菌などの異物が
体内に侵入すると体の免疫システムが働き、侵入してきた異
物から体を守ってくれます。

■免疫力に重要な腸
　近年、免疫力を高めるために腸が重要な働きをしているこ
とが明らかになっています。腸の壁の内側には、免疫を司る
免疫細胞が集中しており、体全体の免疫細胞の約7割を占め
ているのです。そのため、免疫力を高めるためには、腸の状態
を良くすることが重要なポイントになります。

■免疫力を高める食事
　免疫力を高めるためには、腸の環境を改善し、働きを活発にすることが大切です。
そのためには、栄養バランスの良い食事を規則正しくとることが大切です。

きのこ
　きのこには、腸の働きを良くする食物繊維やビタミン、ミネラルが豊富に含まれて
います。中でも食物繊維であるβグルカンという成分は、消化吸収されずそのまま腸
の免疫細胞に作用するので、免疫力を高める効果があると言われています。

発酵食品
　乳酸菌やビフィズス菌などの善玉菌が増えると腸の働きが良くなり、反対に悪玉
菌が増えてしまうと腸内の環境が悪くなります。納豆やみそ、しょうゆ、漬物、ヨーグ
ルトなどの発酵食品には、乳酸菌や納豆菌などの善玉菌が多く含まれており、腸内
の善玉菌を増やす効果があります。

■運動と休息も免疫力には大切
　腸の働きをコントロールする自律神経が乱れる原因には、ストレスや疲労があり
ます。規則正しいリズムで生活し、適度に運動をして、十分に休息を取りましょう。　
また、日常にリラックスタイムを設け、ストレスを解消しましょう。

田野病院の循環器内科の三宅です。
静脈瘤という病気があります。静脈が瘤化（瘤＝コブのことです）してしま

う病態で、足の静脈が拡張して盛り上がり、コブ状に浮き出て見えるような
状態になってしまうものです。
初期段階では静脈の変化が目立つのみですが、病態が進行すると静脈
炎や皮膚炎を伴ってくるため、痛みや皮膚の硬化、色素沈着を認めるように
なってきます。また、浮腫の原因である場合もあります。
静脈瘤の原因は、静脈に備わっている逆流防止弁に不全が出現することにより、立っている時や椅子に座っている時に、足先に
向かって血液が下がる（逆流する）ため、静脈に血液がうっ滞し、静脈が拡張していきます。その結果、静脈が瘤化していくわけです。
静脈瘤の初期症状には、脚がだるい・重い・痛い・かゆい・冷える・ほてる・こむらがえりが起こりやすくなる、などがあります。

むくんでジンジンするという症状がみられることもありますが、しびれは静脈瘤の症状としてはありません。軽いむくみを伴う
ことがあり、これは静脈が逆流して下肢にうっ滞することがその原因です。しかし、比較的軽度であることがほとんどです。
病態が進んで皮膚の症状が出だすと、赤い発疹・紅斑のようなものを認めますが、進行すると皮膚に色がつく（色素沈着；
黒っぽくなります）・皮膚がただれるなどを伴ってきます。
治療としてはカテーテル（細い管）を挿入してその先端に装着されたレーザーやラジオ波にて逆流を起こした弁の部位の
静脈を閉塞させてしまう（焼いてつぶしてしまうようなイメージです）ことにより、根本的に治療ができます。これは局所麻酔で
可能であり、早ければ30分ほどで終了します。
むくみとの関連に特化してお話しますと、軽いむくみの原因が静脈瘤である場合があります。また、中等度～高度のむくみに

は複合した原因があることがあり、その1つとして静脈瘤が関与していることがあります。静脈瘤自体で強いむくみをきたすこ
とはあまりないのですが、静脈瘤を治すことでむくみが軽度になる（全ての原因が静脈瘤ではないので、すっかり治るというわ
けではありませんが）ことはあります。静脈瘤もあってむくみもある方は、治療を受けることをお薦めします。
また、皮膚の症状も伴っている場合は静脈瘤自体が目立たなくても、深いところで静脈瘤があって見えていないだけとい

うこともあり、静脈瘤が関与している可能性があります。この場合、静脈瘤は治療すべき状態ですので、下肢の皮膚症状を伴う
むくみがある方もご相談いただけたらと思います。田野病院にはレーザーやラジオ波の設備がないので最新の治療はできませ
んが、診断をして静脈瘤の関与があるのかないのかを突き止めることはできます。そして、関与があるとわかった場合は処置を
してくれる病院に紹介させていただきます。

田野病院　循環器内科　心臓血管外科　三宅　陽一郎

下肢静脈瘤：下肢の浮腫（むくみ）との関連も含めて

ご冥福をお祈りします

氏　名　　　　年齢　  　　地区　 　     死亡月日

山下　玉好 96歳 平　鍋 9 月   4 日
岩見　光顯 91歳 木　積 10 月   7 日
井津　衞美子 96歳 野友甲 10 月 18 日
林田　加須 86歳 平　鍋 10 月 19 日
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50～新成人の皆さんへ～20歳になったら国民年金

南国年金事務所のご案内

○出張年金相談日程

受 付 時 間

休 業 日
ご連絡・予約先

○月曜日～金曜日　8:30～17:15
○週明けの開所日　8:30～19:00　　○第2土曜日（12月10日）　9：30～16:00
土日祝日、年末年始（12月29日～1月3日）
☎０８８－８６４－１１１１（ナビダイヤル）※長時間お待たせすることがないよう、予約をおすすめします。

12月  1日（木）10：00～12：00／ 13：00～15：00 安芸市総合社会福祉センター（南国年金事務所へ申し込み）

12月15日（木）11：00～12：00／ 13：00～15：00 室戸市役所（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

　国民年金は、年をとったときや病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに働いてい
る世代みんなで支えようという考えでつくられた仕組みです。20歳になると日本年金機構から国民年金加
入のお知らせが届きます。
■国民年金のポイント
○将来の大きな支えになります
国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。国が責任をもって運営するため
安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
○老後のためだけのものではありません！
年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事故で障害が
残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持され
ていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

保険料には学生納付特例制度や納付猶予制度の
他に免除制度があります。詳しく知りたい方は年金
事務所や役場住民課までお問い合わせください。

保険料を未納のまま放置すると、
年金を受け取ることができない場合があります。
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～免疫力を上げましょう～12月

保健だより
■免疫力とは
　新型コロナウイルスやインフルエンザウイルスによる感染
症から身を守るには、免疫力を高めることが大切だと言われ
ています。免疫とは、病原体などの異物から体を守るために
備わった仕組みのことです。ウイルスや病原菌などの異物が
体内に侵入すると体の免疫システムが働き、侵入してきた異
物から体を守ってくれます。

■免疫力に重要な腸
　近年、免疫力を高めるために腸が重要な働きをしているこ
とが明らかになっています。腸の壁の内側には、免疫を司る
免疫細胞が集中しており、体全体の免疫細胞の約7割を占め
ているのです。そのため、免疫力を高めるためには、腸の状態
を良くすることが重要なポイントになります。

■免疫力を高める食事
　免疫力を高めるためには、腸の環境を改善し、働きを活発にすることが大切です。
そのためには、栄養バランスの良い食事を規則正しくとることが大切です。

きのこ
　きのこには、腸の働きを良くする食物繊維やビタミン、ミネラルが豊富に含まれて
います。中でも食物繊維であるβグルカンという成分は、消化吸収されずそのまま腸
の免疫細胞に作用するので、免疫力を高める効果があると言われています。

発酵食品
　乳酸菌やビフィズス菌などの善玉菌が増えると腸の働きが良くなり、反対に悪玉
菌が増えてしまうと腸内の環境が悪くなります。納豆やみそ、しょうゆ、漬物、ヨーグ
ルトなどの発酵食品には、乳酸菌や納豆菌などの善玉菌が多く含まれており、腸内
の善玉菌を増やす効果があります。

■運動と休息も免疫力には大切
　腸の働きをコントロールする自律神経が乱れる原因には、ストレスや疲労があり
ます。規則正しいリズムで生活し、適度に運動をして、十分に休息を取りましょう。　
また、日常にリラックスタイムを設け、ストレスを解消しましょう。

田野病院の循環器内科の三宅です。
静脈瘤という病気があります。静脈が瘤化（瘤＝コブのことです）してしま

う病態で、足の静脈が拡張して盛り上がり、コブ状に浮き出て見えるような
状態になってしまうものです。
初期段階では静脈の変化が目立つのみですが、病態が進行すると静脈
炎や皮膚炎を伴ってくるため、痛みや皮膚の硬化、色素沈着を認めるように
なってきます。また、浮腫の原因である場合もあります。
静脈瘤の原因は、静脈に備わっている逆流防止弁に不全が出現することにより、立っている時や椅子に座っている時に、足先に
向かって血液が下がる（逆流する）ため、静脈に血液がうっ滞し、静脈が拡張していきます。その結果、静脈が瘤化していくわけです。
静脈瘤の初期症状には、脚がだるい・重い・痛い・かゆい・冷える・ほてる・こむらがえりが起こりやすくなる、などがあります。

むくんでジンジンするという症状がみられることもありますが、しびれは静脈瘤の症状としてはありません。軽いむくみを伴う
ことがあり、これは静脈が逆流して下肢にうっ滞することがその原因です。しかし、比較的軽度であることがほとんどです。
病態が進んで皮膚の症状が出だすと、赤い発疹・紅斑のようなものを認めますが、進行すると皮膚に色がつく（色素沈着；
黒っぽくなります）・皮膚がただれるなどを伴ってきます。
治療としてはカテーテル（細い管）を挿入してその先端に装着されたレーザーやラジオ波にて逆流を起こした弁の部位の
静脈を閉塞させてしまう（焼いてつぶしてしまうようなイメージです）ことにより、根本的に治療ができます。これは局所麻酔で
可能であり、早ければ30分ほどで終了します。
むくみとの関連に特化してお話しますと、軽いむくみの原因が静脈瘤である場合があります。また、中等度～高度のむくみに

は複合した原因があることがあり、その1つとして静脈瘤が関与していることがあります。静脈瘤自体で強いむくみをきたすこ
とはあまりないのですが、静脈瘤を治すことでむくみが軽度になる（全ての原因が静脈瘤ではないので、すっかり治るというわ
けではありませんが）ことはあります。静脈瘤もあってむくみもある方は、治療を受けることをお薦めします。
また、皮膚の症状も伴っている場合は静脈瘤自体が目立たなくても、深いところで静脈瘤があって見えていないだけとい

うこともあり、静脈瘤が関与している可能性があります。この場合、静脈瘤は治療すべき状態ですので、下肢の皮膚症状を伴う
むくみがある方もご相談いただけたらと思います。田野病院にはレーザーやラジオ波の設備がないので最新の治療はできませ
んが、診断をして静脈瘤の関与があるのかないのかを突き止めることはできます。そして、関与があるとわかった場合は処置を
してくれる病院に紹介させていただきます。

田野病院　循環器内科　心臓血管外科　三宅　陽一郎

下肢静脈瘤：下肢の浮腫（むくみ）との関連も含めて

ご冥福をお祈りします

氏　名　　　　年齢　  　　地区　 　     死亡月日

山下　玉好 96歳 平　鍋 9 月   4 日
岩見　光顯 91歳 木　積 10 月   7 日
井津　衞美子 96歳 野友甲 10 月 18 日
林田　加須 86歳 平　鍋 10 月 19 日

年・金・だ・よ・り1000
5

100 10
50～新成人の皆さんへ～20歳になったら国民年金

南国年金事務所のご案内

○出張年金相談日程

受 付 時 間

休 業 日
ご連絡・予約先

○月曜日～金曜日　8:30～17:15
○週明けの開所日　8:30～19:00　　○第2土曜日（12月10日）　9：30～16:00
土日祝日、年末年始（12月29日～1月3日）
☎０８８－８６４－１１１１（ナビダイヤル）※長時間お待たせすることがないよう、予約をおすすめします。

12月  1日（木）10：00～12：00／ 13：00～15：00 安芸市総合社会福祉センター（南国年金事務所へ申し込み）

12月15日（木）11：00～12：00／ 13：00～15：00 室戸市役所（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

　国民年金は、年をとったときや病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに働いてい
る世代みんなで支えようという考えでつくられた仕組みです。20歳になると日本年金機構から国民年金加
入のお知らせが届きます。
■国民年金のポイント
○将来の大きな支えになります
国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。国が責任をもって運営するため
安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
○老後のためだけのものではありません！
年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事故で障害が
残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持され
ていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

保険料には学生納付特例制度や納付猶予制度の
他に免除制度があります。詳しく知りたい方は年金
事務所や役場住民課までお問い合わせください。

保険料を未納のまま放置すると、
年金を受け取ることができない場合があります。
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TEL
FAX

12月7日(水)
12月21日(水)

12月1日(木)・12月8日(木)・12月15日(木)・12月22日(木)
12月2日(金)・12月9日(金)・12月16日(金)・12月23日(金)
12月7日(水)・12月14日(水)・12月21日(水)・12月28日(水)
12月1日(木)・12月8日(木)・12月15日(木)・12月22日(木)
12月7日(水)・12月14日(水)・12月21日(水)・12月28日(水)
12月6日(火)・12月13日(火)・12月20日(火)・12月27日(火)
12月1日(木)・12月8日(木)・12月15日(木)・12月22日(木)
12月2日(金)・12月9日(金)・12月16日(金)・12月23日(金)

12月13日(火)
12月15日(木)
12月7日(水)
毎週火曜日
毎週火曜日

乳 児 検 診
１歳６カ月･３歳 児 健 診
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こう ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

（受付）12:45～13:15
（受付）12:45～13:15

   ９：３０～
１０：００～
１０：００～
１３：３０～
   ９：１５～
   ９：３０～
１３：３０～
   ９：３０～
１０：３０～
１０：３０～
１０：００～
   ９：００～
   ９：００～

奈半利町防災センター
奈半利町防災センター
北川村保健センター
北川村農業センター
北川村農村婦人の家
柏 木 交 流 セ ン タ ー
野 川 交 流 セ ン タ ー
長 山 交 流 セ ン タ ー
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北川村保健センター
ゆ ず の 花
ゆ ず の 花

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・引き取り場所

行 事 予 定 表

10月24日（月）　お庭の日

11月8日（火）　芋掘り


